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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○変わり映えのない日々







「えー、次。この問題の分かる者……。荒あら崎さき」

「はい」

　平日の午前、３時間目となる数学の時間。

　教室ではいつものように授業が行われていて、生徒たちは熱心に黒板に向かっている。

　前の席に座る荒崎は、教師からの指名に慌てることなく、黒板へ答えを書き記していた。

　手の動きに淀よどみはなく、それが合っていることは容易に想像できた。

　教師も満足げな顔でその様子を見守っている。

「うん、そうだ。よくできたな、下がっていいぞ」

「ありがとうございます」

　一つ一つ、丁寧に教師に答え、荒崎は自分の席に戻った。

「えーでは次の問題を───」

　教師はまだ生徒たちに解かせるつもりらしく、指名する生徒を思案する。

　一瞬オレと目が合った気がしたが、すぐに視線を逸そらされた。これもいつもの光景だ。

　何となく授業を真剣に受ける気持ちになれず、窓の外を見やる。

　鬱うつ陶とうしいくらい暑かった夏はすっかりと過ぎ去り、紅葉の季節までもが、間もなく終わりを告げようとしていた。

　オレがティーリと出会い、天使たちと出会ってから、数か月。ファンタジーのような出来事は、もう遠い昔のことのように思えていた。

　地獄から戻ってからのここ１か月は、本当にありきたりな生活が続き、悪魔たちがオレやティーリを狙ねらって活動することもなくなっていた。

　もしかすると地獄に住む最強の存在、地獄王が根回しをしてくれたのかも知れない。

　地獄王がそんな善人かどうかは分からないが、とりあえずそういうことにしておこう。

　どの道、もう二度と地獄に行くことはない。

「どうされたのですか」

　隣の席に座る女子生徒、神楽かぐら坂ざかが声をかけてきた。

　オレは視線を移すこともなく、別に、と小さく答える。

「最近、授業に身が入っていないようですが」

「勝手に人を観察するな」

　これ以上話しかけるな、と拒絶する空気を出すと、神楽坂は声をかけてこなくなった。

　神楽坂という少女は、外見や生い立ちこそ普通の人間だが、その中には魔将と呼ばれる悪魔が魂を宿していて、共存している。いつも竹刀袋を携帯しているのが特徴だが、さすがに授業中は、ロッカーの中に預けている。

　騒動が立て続けに起こっていた時は、神楽坂と話すことも多かったが、今では直接話すこともなくなった。その必要性がなくなったからだ。非日常が去れば、神楽坂とオレの接点は無くなる。ただのクラスメイトだ。

　そうなれば、必然と口数は減り、一人だけの時間が増える。

　世界の中で自分だけになったような、孤独な日常。そしてそれは、オレが望んでやまなかった生活。……のはずなんだがな。

　刺激的な毎日が続いていたせいで、身体からだがまだ平穏に馴な染じんでいない。

　天使も悪魔もなく、ただの鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う人間としての生活。

　今更思い返すまでもなかったのだが、オレと言う存在の周りには本当に何もない。

　親も、親しん戚せきも、友達すら居ない。

　孤独の一匹オオカミ、それがオレ。

　群れることを求めず、己の信じた道のみを突き進む。

　けして、寂しくなどない。自分から群れを抜け出し、一人でいることを求めたのだ。

　……などとくだらない妄想をしていても仕方ない。

　オレは現実へと帰って来ると、騒がしくなりつつあった教室を見渡す。

　どうやら、生徒たちの多くは授業に集中などしていない様子だった。

　退屈な授業に飽きたのか、雑談に華を咲かせそれぞれのグループ、群れで日常会話を楽しんでいる。

　数学の教師は気が弱く、生徒を注意する勇気がないため、それを黙認しているようだ。

　この学校には、大学に進学しようという物好きが、それほど多くないのもその原因の一つだろう。

　目の前に座る荒あら崎さきと、隣の神楽かぐら坂ざかはこの喧けん噪そうの中、黙々と教師が黒板に書く文字をノートに書き写している。後ろから微かすかに見える荒崎のノートを盗み見ると、自分なりにカラーペンを使って、より分かりやすく記入しているようだった。

　真面目まじめに取り組む姿勢は他ほかの生徒にも伝わっていて、それを邪魔する者はいない。

　っと、オレは視線を荒崎の方から窓の方へと戻した。

　隣の住人、神楽坂がこっちをさりげなく観察しているからな。

　下手に見ていることを着目されても困る。

　さて……今日も意味のない一日を過ごすことにしよう。
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　学校の授業が終わるなり、オレは迷うことなく一目散に学校を後にした。

　放課後の友人同士での雑談というか、そういう空気が苦手だからだ。

　それからすぐ、学校からちょっと離れたスーパーへと顔をだし、晩御飯と明日の朝食、弁当用の食材を買い込んだ。

　手早く買い物を済ませたオレは、ものの10分ちょっとで自宅に帰り着く。

　そんな我が家には、今一人の居候が滞在している。

「お帰りー」

　ソファーで足をパタパタさせながら、テレビを見ていた居候、ティーリがそう言った。

「ああ、ただいま」

　それに答えてから、それとなくリビングを見渡す。

　完かん璧ぺき、綺き麗れいに片付いているとは言い難いが、散らかっているわけでもない。

　ティーリが読んでいたと思われる漫画や、食べていたお菓子もしっかりとまとめられていて、片づけられるように準備されていた。出会った頃ころの雑さに比べれば、天と地の差だ。

「例の、天使は来たか？」

「まだみたい。今日はちょっと遅いわね」

「そうか。来たらオレが対応しておく」

「わかった」

　そんなやり取りをして、オレは自分の部屋に戻ることにした。

　エリーゼたちと同居していた頃ころ、明け渡していた一室だ。

　今は再度、オレの寝室として改めて使っている。

　この部屋を改めて使い始めて気が付いたことは、エリーゼが心底丁寧に部屋を使っていたことだ。直前まで誰だれかが使用していたとは思えないほど綺き麗れいに、下手をすればオレが使っていた以前よりも綺麗になっていたからだ。

　それは、確かにエリーゼたちが居た、という事実が残っていないことでもあった。

　思えば、オレは何一つ思い出を形にしていなかった。

　ちゃんとしたコミュニケーションを取れる人間であったなら、写真の一枚でも残したはずだ。

「本当に何にもないんだよな……」

　強いてあげるなら、携帯に残されたアドレスと、エリーゼとのメールの記録だけ。

　携帯電話の記録の存在がかろうじて、エリーゼたちが実在していたことが夢ではなく、事実であることを裏付ける証拠になっている。

　けど、それだけ。

　居なくなってまだ数か月なのに、もう記憶にあるエリーゼの顔は、靄もやがかかってしまって思い出せない。

　無意識に、オレは携帯でメールを作成し、エリーゼに送信していた。文章は何もない、空のメールだ。

　送信してすぐ、手にしていた携帯が鳴った。

　宛あて先さきは存在しないアドレスで、間違っていないか確認しろと書かれてある。

「解約してるよな、そりゃ」

　人間界から天国にメールでも届けば便利なんだが。

　いっそのこと就職先に、電波関係を選ぶのはどうだ？　それで天国に電波塔でも建ててやり取りできるようにすれば……。

「……バカだな、オレも」

　エリーゼが居たこの部屋に居ると、ろくでもないことばかり考えてしまう。

「ああくそ、家でも学校でも、最近のオレはどうかしてる……」

　ごろりと布団の上に横になり天井を見上げた。

　第三者から見たら、オレは実にみっともない、未練がましい男に映ることだろう。

　エリーゼのことを思い出すたび、居なくなってしまった現実に打ちひしがれ、気が付かないうちにため息をついて、呆ほうけてしまっている。

　情けない迷走を続けていると、家のチャイムが鳴った。

　どうやら、待っていた例の男が訪ねて来たようだ。

　いつもは煩わしいとしか思わない定例行事も、今日だけはちょっと感謝だ。

　これで余計なことを考えずに済む。

　オレはゆっくり立ち上がると、玄関を開け客人を迎え入れた。

「……相変わらず辛気臭い格好だな」

　季節感のない薄手のフード付きコート。

　目元まで隠したその姿は、現代社会では明らかに浮いているが、そんなことをこの男は一切気にしていないのだろう。

　毎日、決まった時間に天使は現れ、変わったことが無かったかの確認を取りにやってくる。

「今日も特に異常はなかった。そちらは？」

「ねえよ」

「そうか」

　そんな短い言葉のやりとり。

　そのあと、オレは無言で両手を差し出す。

　天使はそのオレの両手を握り、目を閉じて聞き取れないほどの小声でぶつぶつと喋しやべり出す。何度か聞き取ろうとしたこともあったが、どうも日本語じゃないらしくオレにはさっぱりわからなかったのであきらめた。

　握られた手が、じんわりと熱を帯びる。

　それは天使から伝わってくる人の体温とは別の、不思議な力……言うなれば天使の力だ。普段ティーリと身近で接するオレの悪魔化を抑えるために必要な処置をこの天使は毎日行っている。

　拒否する理由はないので、毎回大人しくされるがままにしている。

　だが、今までは気にしないようにしていたが、兼ねてより思っていたことを口にしてみることにした。

「こんな手があるなら、最初からやればよかっただろ」

「……どういう意味だ？」

「うちに天使を住まわせたり、そういう手間は必要なかったんじゃないかってことだ」

　悪魔の影響が出始めたら、こうやって天使の力を供給して制御する。

　これさえ行っていれば、悪魔になることを恐れる必要もない。

「ことはそう単純ではない」

　それだけ言うと、天使は詳しく説明するつもりはないのか黙り込んだ。

　オレもそれ以上の追及はせず黙って受け入れた。

　１分ほどして天使は仕事を終えたのか、手を離して玄関の扉に手をかけた。

「また明日、同じ時間に」

　視線を向けることなく、静かに立ち去った。

「単純じゃない、ね」

　オレの中での天使像ってのは、ああいう何を考えてるか分からない連中だ。

　エリーゼやリズみたいなのが異常に特殊なんだろう。

「……朴ぼく念ねん仁じんよね、あいつ」

　手にカップアイスとスプーンを持ち、ジロッと閉まった扉を見つめるティーリ。

「なんだよ、オレが対応するって言っただろ」

「何となくよ何となく。それに、ちらっと覗のぞいてただけだし」

「あんまし神経張ってても良いことはないぞ」

「別に、気になんてしてないわよ」

　気にしてるから覗いてたんだろうが。

　今訪ねてきていた男は、天国から使いでやって来た中位天使だ。

　オレやティーリを悪魔から守るため、この地上へと降り立った。

　当初は共に暮らす予定で進行していたが、オレたちの抵抗を受け、天使側が折れた。

　結果、２軒隣の民家が賃貸に出されていることを知り、そこに住むようになった。

　そして１日１回、状況の確認と報告をしに家にやって来ている。

　最初のうちは、露骨に敵対心をむき出しにしていたティーリ。

　その態度は無理もなく、悪魔にとって天使は天敵で、命を奪いに来る存在だ。

　事実、人間界にやって来た直後のティーリは、天使に殺されそうになったこともあった。

「それより寒くないのか？」

「なんで？」

　何でって、その手に持ってるアイスは、明らかに季節外れだ。

　スプーンでバニラをすくい、口の中に放り込む。

　アイスが口の中で溶ける瞬間、とろけるような顔をして、至福のひと時を堪たん能のうしている。

「まさかそーいちろー……アイスを夏に食べるものだと思ってるわけ？」

「思ってるも何も、夏に食べるもんだろ」

「うわー……」

　ティーリは信じられないものを見た、そんな表情を見せる。

「アイスってのは寒い季節に食べるからこそ魅力的なんでしょうが。食品会社は冬にも、冬に合ったアイスを開発して、バンバン新商品を出してるんだから」

　わかる？　とスプーンをぶんぶん振るい力説されても、同意できるはずもない。

　そもそもこいつは、冬を体験するのも初めてな癖に、まるで歴戦の勇者の如ごとき立ち振る舞いでアイスを語りやがる。

「食べてみる？　アイス。ヤギのミルクを使ったバニラ、美お味いしいわよ」

「そんなゲテモノいらん」

　アイスの差出しを突っぱね、リビングに戻る。

「それにしても、寒いな」

　夜が近づき、冷え込んできた。

「ほら、アイスでも食べて内側から冷やしなさい」

　どんな嫌がらせだそれは。

　再度アイスを突っぱねると、ティーリはバクバクと一気にアイスを口に頰ほお張ばった。

「にゃ!?　ぬ、くぅっ……！」

　どうやら一気に食べたせいで、頭がキーンと痛くなったらしい。

　その場に蹲うずくまって、声にならない声でもがいている。

「おいおい……」

　少しして痛みが引いたのか、がばりと立ち上がると、満面の笑みを見せた。

「アイスってのは、この頭痛が醍だい醐ご味みなのよね」

　その謎なぞの解釈は絶対間違ってると思うぞ……。

「うー、急に寒くなって来た。そーいちろー、暖房つけて」

　自分でアイスを食って身体からだを冷やしておきながら、暖房を要求する厚かましさ。

　リモコンに手を伸ばそうとして、思いとどまる。

　出来れば、暖房を使うのはあと数週間我慢したい。

　最新のエアコンならともかく、我が家のエアコンはとにかく古い。

　そのため、その分かかる電気代も膨れ上がってしまう。

「ちょっと、寒いってば」

「今年は二人なんだよな……。だったら、コタツを引っ張り出してもいいかもな」

　毎年、オレ一人だったから出すこともなかったが、今年はティーリも一緒だ。

　電気代のことを考えれば、コタツの方が圧倒的に暖房代を節約できる。

「コタツ、って何よ？」

「エアコンみたいなもんだ。しかも省エネだ」

「ふーん」

　ピッ。適当に相あい槌づちを打ちながら、ティーリはエアコンのスイッチを入れた。

「……おまえな、言ってる傍そばから暖房つけるな」

　ピッ。リモコンを取り上げスイッチを切る。

「ちょっと、やめてよ。外も中も寒いんだから」

　リモコンを奪い返そうとするティーリ。手をあげ届かないようにしてやる。

「汚いわよ。卑ひ怯きよう者。夜は暖房つけていい約束でしょ」

「アイスさえ食べなきゃ、今日はほどほどに暖かい。我慢しろ」

「ふんっ。いいわよ、なら二階の暖房つけるだけだから。それも27度とかじゃないわよ。35度くらいにしてやるから」

　そんな高い温度に調節出来るのかは定かじゃないが、少なくとも電気代が跳ね上がることだけは間違いなさそうだ。

「……よし。じゃあコタツでも出すか」

「本当に暖かいわけ？　聞いたこともない名前だけど」

「ああ。多くの日本人を虜とりこにしてやまないアイテムだ。おまえも間違いなく気に入る」

「わかった。じゃあ横になって待ってる」

「おまえも手伝うんだよ」

　手伝うって考えすらなかったティーリの襟首を摑つかみ、宙に浮かせる。

「何すんのよ」

「一人より二人だ」

「犠牲者は、一人でも少ない方がいいはず。頑張れそーいちろー」

「勝手に犠牲者にすんな。おら、さっさと準備するから手伝え」

「分かったわよ。手伝うから、先に準備しておいて」

「どうせ、準備が終わる寸前に手伝いに来る算段だろ。そうはさせるか」

　ティーリは分かりやすい舌打ちをした後、やれやれと首を横に振った。

　最近は妙に人間らしく知恵も身に付けたのか、次から次へと言い訳が出てくる。

　手を離したら逃げられそうなので、このまま連れて行くことに。

　体重そのものは恐ろしく軽いので、難なくオレはティーリを持っていく。

「全く。あんたって、あたしが居ないと何もできないのよね」

「……よくまあそんなことが言えたもんだ」

　傍はたから見れば奇妙な構図で、オレの部屋へと向かった。

　そして押入れの戸を開くと、数年前と全く同じ形でコタツが眠っていた。

　随分長い間使ってないが、多分問題はないだろう。

「これがコタツ？」

「ああ。出すぞ」

「何だか頼りないわね。布団も古臭いし……」

「文句言ってないで手伝え。ちゃんとやればすぐ終わる」

「わかったわよ」

　渋々承諾したティーリを前に、オレは押入れに手を差し入れコタツを引きずり出した。

　さて、どこを持ったもんかな。とりあえず足でいいか。

　手を伸ばし持ち上げようとすると、ティーリはその様子をじっと見ていた。

「おい。手伝うんじゃなかったのか？」

「いつからあたしが手伝うと錯覚していたの？」

「……御託を並べなくていいから早くしろ」

「この部分を持てばいいの？」

「ああ。そっちを持ってくれ」

　渋るティーリを対面にやり、二人でコタツを持つ。

　そしてそのままの足取りでリビングへ向かおうとした。

「ちょ、ちょっと。ここに出すんじゃないの？」

「あのな。こんな狭い部屋にコタツ置いたら、寝るスペースが無くなるだろ」

「そーいちろーの特技って、立ったまま寝ることじゃなかったっけ？」

「んなこと出来るわけないだろ……」

「え？　あたしやってみたけど、意外と出来るわよ？　まぁ、目が覚めたら横になってたりするけどね」

　そんなことを試していたとは……。時間を持て余した奴やつは自由だな。

「重い……」

　持った直後から手を離しそうになり、こっちに比重がぐっと偏った。

「離したら晩御飯抜きだからな」

　露骨に嫌な顔を見せたが、飯を抜かれては堪たまらないとティーリはコタツを持ち直した。
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「あー……何これ。これが、文明の利器って奴やつ？……やば、とろけそう……」

　コタツの中に下半身を入れ、テーブルに突っ伏して夢見心地のティーリ。

「ダメ、あたしここから一生出られないかも知れない」

　もしかしたら、オレはこいつにとんでもない堕落アイテムを与えてしまったかも知れない。コタツの魅力……いや、魔力にとりつかれたら最後だ。

　かくいうオレも、下半身のぬくもりに、力が抜けてしまう。

　やっぱり日本人の生活から、コタツは切っても切れない関係なんだろうな。

「エアコンよりもいいだろ？」

「あたしとしては、エアコンとセットで使うのもありなんだけど？」

「それは絶対に止やめてくれ！」

　二つ同時に使った日には、来月の食事からオカズが１品少なくなる。

「外が寒いから、コタツのありがたみが分かるんだよ」

「貧乏臭い言いわけにも聞こえるけど、言いたいことは分からないでもないわね」

　ティーリはもぞもぞとコタツの中で足を動かしているのか、オレの足にぶつかる。












　そればかりか、邪魔よと言わんばかりにゲシッと蹴けられる。

「おい。何してんだよ」

「ここはあたしのスペースよ」

「コタツ戦争をおっぱじめるつもりか？」

　残念だが、オレにも譲れないものはある。

　コタツの中は必然、真ん中が一番暖かい。端っこはちょっと寒いのだ。

　そのスペースを奪われたままでは、オレの足は冷え切ったままだ。

　やや強引に、堂々と中心で寛くつろぐティーリの足を払いのけ、場所を奪い返す。

「ちょっと。ふざけんじゃないわよ」

　ゲシゲシと追撃を受けるが、男としてその場に踏みとどまる。

「む……」

「諦あきらめて端っこでせせこましくコタツのぬくもりを感じてるんだな」

　横になっているティーリの顔は残念ながら見えないが、悔しさにその顔を歪ゆがませていることだろう。いい気味だ。

「あたしに喧けん嘩かを売ったことを後悔させてやる」

　そう言うと、ティーリは蹴るのをやめてもぞもぞと布団の中に潜りこんだ。

　一体何をするつもりなのか、そう思っていると、足の裏に冷たい感触が走った。

「お、おいっ」

　ティーリはあろうことか、禁じ手とも呼べる、オレの足の裏をくすぐる作戦に打って出た。

　打撃には滅法強いオレだが、この手のくすぐりには耐性が無いため非常に効く。

「ほほう？」

　コタツの中から、こちらへの有効ダメージを窺うかがったのか、ティーリは嬉うれしそうに笑った。

「さぁ、もっと行くわよっ」

「やめろ、おい、く、くくっ……！　や、やめてくれ！」

　男として必死に防衛線を築き続けてきたが、ティーリの絶妙な力加減による秘技を受け、オレは逃げ出すようにしてコタツから這はい出た。

「勝った」

「おまえ、そんな汚い手を使って追い出して嬉しいか？　この外道が！」

「え、汚い手？　外道？……ふふ、それこそが悪魔への賛美、称賛よね」

　くそ、この手の罵ば倒とうは、逆効果だったか。

「ならこっちにも考えがあるぞ……」

　このままやられっぱなしでいるのは、性分として許せない。

　足をくすぐられる者の苦しみをティーリにも味わわせてやる。

　布団をめくり、オレも戦場へと身を投じた。

「げっ」

　危険を感じたのか、慌てて逃げ出そうとするティーリ。

「思い知らせてやる」

　足を両手でロックし、右手の指を足の裏にふわりと滑らせる。

「ふぁっ!?　そ、そーいちろ、汚い！　それはあたしの技、ぷ、くくく！」

　バタバタと暴れまわる小悪魔に、容赦のない指先を喰くらわせると、ティーリは床を叩たたいてすぐにギブアップの合図を送って来た。しかしオレはそれを受け入れず、続行を決意。

　ここでこいつを許したら、またこの悪魔は寝首をかきにやってくる。

　仕留める時に仕留めなければ、やられるのはこっちだからな。

「だ、ダメ。やめて！　し、死ぬ！　死んじゃうから！」

　ジタジタともがき苦しむ声。数十秒地獄を味わわせた後、解放する。

　シャカシャカとゴキブリのように手足をばたつかせ、ティーリはコタツから抜け出ると、鼻息荒くこっちを睨にらみつけて来た。

「反省したか？」

「倍返し！　倍返し！」

　泣き言を漏らすと思いきや、ティーリは勢いをつけて戻って来た。

　それからは、コタツの中で第二戦が始まり、互いに不毛な争いを続けることとなった。
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　暴れまわり過ぎたことで、二人とも体力を使い果たし、どちらともなく戦いは終了した。オレとティーリは絶妙にテリトリーを分け合うことで和解したのだった。

「…………」

「…………」

　どっと疲れが押し寄せたことで、口数も少なくなり沈黙の時が流れる。

　そろそろ夕食の準備をしなければならないが、そんな元気は残っていない。

　ティーリもアイスを食べて満たされているのか飯の催促はまだなさそうだった。

「……そーいちろー」

「なんだよ」

　まったりとした時間を進めるように、ティーリが口を開いた。

「あたしは別に、好きじゃなかったけどさ」

　中途半端な位置でいったん言葉を区切った。

「何となく、寂しいわよね。家の中が静かなのって」

　思いがけないティーリのセリフ。

　それが意味することは、ティーリもエリーゼやリズの不在を悲しんでいるということだ。

　本来天敵である天使が居なくなったことは、ティーリにとっては喜ばしいことのはず。

　エリーゼたちが天国に帰ったことを、ティーリがそんな風にとらえているとは思わなかった。

　素直じゃない頃ころのティーリなら、普段なら絶対口にしないようなことだ。

　コタツを二人で共有して使っていることと、今互いに顔が見えない状況にあることで、少しだけ素直になれているのかも知れない。

　でも、オレはそれに同調することは出来なかった。

「別に。オレはやっと普通の生活に戻れて清々してるけどな」

「あたしが居て、普通の生活？　普通の生活には戻れてないと思うけど」

「よく考えたら、確かにそうだな。よし、なら今すぐ出て行っていいぞ」

　軽く足を蹴けると倍くらいの勢いで蹴り返された。

「あたしまで出て行ったら、そーいちろー寂しくて死んじゃうんじゃない？」

「オレはウサギか」

「ウサギは寂しくて死ぬんじゃなくて、放置してたら知らない間に病気になって死ぬ。だから寂しくて死んじゃうって言われるようになったのよ。使い方間違ってる」

「……おまえ、いつの間にそんな無駄な知識を」

　もしかして、現代の女の子よろしく、ピンク色やウサギのような愛あい玩がん動物に興味を抱くようになったんじゃ……。

「世界の色んな食肉を調べてたら、妙に動物に詳しくなっちゃったのよね」

「いつも通りのティーリで安心したと同時に、呆あきれさせてくれたな」

「ヤギとかイノシシとか、ワニも食べてみたいけど。そーいちろーは貧乏だから無理ね」

　呆れて肩を竦すくませる。

「こっちは二人分の食費を確保しながら、必死に生きてるからな」

「ふーん。ま、あんたが認めないならそれでいいけどね」

　最近のオレの態度から、ティーリにはオレの心を見透かされていたのかも知れないな。

　まるで他人事のように適当に答えると、もぞもぞ布団が動く。

　どうやら頭の中まで布団に入れてしまったらしい。

「あたし、今日はここで寝るかも」

「寝る時はちゃんと自分の部屋で寝ろ」

「良案があるんだけど」

「却下」

「まだ何も言ってないでしょ。話くらい聞きなさいよ」

「却下」

「……そーいちろー、あたしに対する扱いが、日増しに酷ひどくなってる気がする」

「違うな。厳密には扱いに慣れて来たんだ。ちなみに、それを言うならおまえだって随分オレに対する態度が露骨に……と思ったが、出会った頃ころから一つも進歩してなかったな」

「失礼ね。あたしだって掃除、洗濯、炊事、家事全般やるようになったでしょうが」

　なったと言うか、何とかやらせてると言うか。

「少なくとも炊事に関しては、まだまだだけどな」

　せいぜいご飯を炊いたり、トーストを焼いたり、そんなことしか出来ない。

　包丁握らせて肉や野菜を切らせるのは、個人的にもちょっと怖かったりする。

「……寝そう」

「寝てもいいけど、もうすぐ晩飯だからすぐ起こすぞ」

「んー……」

　生返事が返って来たが、そのあとすぐ、コロッと眠りについてしまった。

　小さな寝息を立て、心地よさそうにしている。

　オレはそんなティーリを少しの間だけ見つめた後、食事の用意に取り掛かった。





○変わり始めた日常の中で







　オレとティーリが出会って数か月。

　出会う前のような日常には戻ったが、それは以前とは少しだけ異なるものになっていた。

　それが如実に現れたのは学校生活の変化だ。

「ねえ鮫さめ島じまくん。良かったら今日一緒にご飯食べない？」

　出た。

　昼休みになると、荒あら崎さきが嬉うれしそうに振り返って食事に誘って来た。

　神楽かぐら坂ざかと一緒のこともあってか、いつものおどおどしてる感じは見受けられない。

　前に一度、しつこく誘われ、思わず承諾したことをキッカケに、荒崎は事あるごとにオレを誘うようになった。

　それ以来だろうか、教室でのオレを見る目にも違いが現れ始めたのは。

　他ほかのヤツから向けられる、邪魔者を見るような視線が、減った気がするのだ。

　その変化はきっと、他人から見れば違いの分からない微々たるものだと思うが、長年そんな視線を受け続けてきた身からすれば、大きな変化のように感じられた。

　これも荒崎が持つ、人を惹ひきつける力による影響だろうか。

　昼飯を食うくらい承諾してもよさそうなものだが、この教室で食べるのはごめんだ。

　クラスメイトが見方を少し変えてきてたとしても、やっぱり居心地が悪いものは悪い。

　それに、荒崎と一緒に、と言うのが最もハードルが高い。

　何かの間違いだったとは思うが、荒崎には告白もどきのようなものを受けたからな。

　どうにも接しにくいと言うか、深入りを避けたくなる。

　もしもまだオレに対する気持ちを少しでも持っているのなら、それを勘違いさせるようなことだけはしてはいけない。

「不満ですか？」

「私とじゃ、ご飯なんて食べたくない、かな……？」

　弁当を机の上に置いて待機している神楽坂が、瞳ひとみの奥まで見透かすように覗のぞき込む。

　荒崎に不満なんて、あるはずがない。

　学校でも抜群の人気を誇る容姿と性格、誰だれが不満を抱くと言うのか。

「どうしました？」

「……オレは遠慮しておく。今日はそういう気分じゃないんだ。悪いな」

　雑念を振り払い、席を立つ。

　荒あら崎さきは一瞬寂しそうだったが、すぐいつもの笑顔に戻った。

「そっか。じゃあ、また今度」

「ああ」

　短く返事をして、オレは逃げるようにして教室を後にした。

　それから離れ校舎へと向かう。

　一人の時、大抵の場合そこで昼食を食べる。

　昼間の離れ校舎には、殆ほとんど人が寄り付かない上に、一時火事の騒ぎで立ち入り禁止になったこともあり、一層人ひと気けのない場所に変わっていた。

　適当な位置に腰を下ろし、家で作って来た弁当を取り出す。

　中身は別に、これと言ってこだわってはいない。昨日の夕食、その余りものを使った手抜き弁当だ。貧乏学生には、正直これだけで十分だ。

　さて食べるか……。

　箸はしをケースから取り出したところで、ひとつの足音が聞こえて来た。

　思わず手が止まり、思わぬ訪問者が立ち去るのを息を殺して待つ。

　だが、その足音は遠ざかるどころか、どんどんと近づいてくる。

　嫌なところを見られるかも知れない……そう思った時、足音の正体が判明した。

　ビニール袋をぶらさげ、雑に学生服を着こなす不良生徒。

　そいつは通り過ぎるどころか、堂々と向かいの壁にもたれかかるように腰を下ろした。

「……何でおまえがここに来るんだよ……」

　昼休みの離れ校舎、目の前に座り込んだ一人の男、藤ふじ宮みや守まもる。

　何かとオレに因縁をつけては喧けん嘩かを吹っ掛けてくる鬱うつ陶とうしい男だ。

「今日もこんな寂しい場所で飯食ってんのか？　相変わらず孤独なヤツだな」

「ほっとけ。つか、喧嘩なら後にしろ、今は飯だ」

「この俺様との喧嘩を恐れたか。当然だな」

　誰だれもそんなこと言ってない。

　すぐ立ち去るものだと思ったら、藤宮は持参していた学食のパンを取り出した。

「おい、ここで食べるつもりかよ」

「俺様がどこで飯を食おうと勝手だ」

　そりゃそうなんだが……。

　誰もいない離れ校舎、しかも向かい合って飯なんて、誰が見ても気持ち悪い。

「ここで食うことないだろ。どっかいけよ」

「ここは俺様の場所だ。嫌ならおまえがいけ」

「……あのな」

　大きなため息をついて、オレは自らの正当性を主張した。

「オレが入学してから約２年間、オレはここを使い続けて来たんだよ。晴れの日だけじゃない。雨の日も風の日もな。つまり、ここはオレだけの場所なんだよ」

「鮫さめ島じま……自分で言って虚しくならねえか？」

　如い何かに２年間孤独だったかと言うオレの語り。あの藤ふじ宮みやに同情の視線を向けられた。

「おまえ、中学の時から友達居なかったんだろ？　つまんねぇ人生だな」

　途端に、藤宮から説教のような憐あわれみのような、バカにしたような話が始まった。

　箸はし箱ばこを置き、軽く藤宮を睨にらみつける。

　しかし憐れみの称号を与えられたオレの威い嚇かくなど、今は通じていないようだった。

　それどころか、必死に寂しくないとアピールしているように受け取られたようで、藤宮は失笑しながらパンに齧かじり付いた。

　焼きそばパンらしく、ボロボロと足元に紅ショウガやらそばの切れ端が落ちるが、本人は気にした様子もなくくちゃくちゃと食べる。

「……何なんだよ」

　こいつなんかと一緒に飯なんて食えるか。

　そう思い弁当をしまおうと思ったが、悲しいことに他ほかで食べる場所もない。

　苦渋の決断を迫られ、オレは仕方なくここで弁当を食べる決意をした。

　ふたを取って、食事にありつき始めると、興味を抱いた藤宮が、露骨に覗のぞき込む。

「それ、おまえが作ってんのか？」

　もちろん、オレはそんな質問に答えるはずもなく、無言で食べ始める。

　とにかく黙々と食って、すぐここを立ち去ろう。

「おい鮫島」

　藤宮は諦あきらめないどころか、テンションを上げて話しかけてくる。

　どうもおかしい。

　元々頭のおかしい奴やつだとは思っていたが、今日に限って異常に積極的だ。

　喧けん嘩かを吹っかけてくるわけでもなく、ひたすら話しかけてくる姿を見ていると、何か裏があるように思えてならない。

　オレは遠回しな言い方はせず、ストレートに聞くことにした。

「藤宮。おまえ何か企たくらんでるだろ」

　こんな言い方の方が、案外バカには刺さったりする。もちろん、上う手まく誤魔化される可能性もあるが、どうだろうか？

「なななな、何も企たくらんでねぇよ！」

　……どうやら企んでいるらしい。

　呆あきれるほど、分かりやすい反応だ。

「罠わなにハメるつもりか知らないが、またやりあうつもりか？」

　いい加減、オレと藤ふじ宮みやでは勝負にならないと思うが、こいつの根性にだけは頭が下がる。

「俺様は今、精神統一の修行中だ。無意味な喧けん嘩かはしねえんだよ」

「噓うそつけ」

「う、噓じゃねえよ。最後に喧嘩したのも、昨日の放課後だしよ」

　全然精神統一出来てねぇ……。

「俺様はただ、鮫さめ島じまのみじめな姿を見ようと思って来ただけなんだよっ！」

　それが本当だとしても、それはそれで、喧嘩を売ってるようなもんだよな。

「おまえ、いつもの取り巻きはどうしたんだよ」

「あ？　別に、テメェには関係ないだろうが」

　そりゃそうなんだけどな。

　いつも藤宮を慕って行動を共にしてる連中がいないと言うのも、妙な話だ。
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　今日の学校生活において、一番喋しやべったのが藤宮とだったなんて、嫌な一日だったな。

　それだけ、毎日ろくに人と口をきいてない証拠なんだろうが。

　ともかく学校が終わった。

「さっさと帰るか」

　あまり遅くなると、腹を空かせたティーリの奴やつが暴走するかも知れないからな。

「おい鮫島っ！」

　背後から、聞きたくない声の持ち主が話しかけて来た。

　振り返らず無視して歩く。

「無視すんな！　この不死身の藤宮様を！」

　バカでかい声で周囲の注目を集めながら、藤宮はそう叫ぶ。

　友達との会話を楽しんでいた生徒たちは青ざめた表情を見せ、足早に立ち去る。

　オレもあんな風に立ち去れたら、どれだけ楽だろうか。

「喧嘩はしないんじゃなかったのかよ」

「俺様が、いつ、どこで喧嘩をすると言った？」

　藤ふじ宮みやは素早くオレの前に回り込むと、大げさに手を広げてアピールする。

「……今日はやけに絡からむな。何かあるならさっさとしてくれよ」

「別に裏なんてないが、この道を通って帰るのはやめた方がいいだろうなあ」

　藤宮は、オレがいつも帰るルートを指さして言う。

「は？」

　全く藤宮の意図が理解できず、そんな声が漏れる。

「俺様は今、占いに凝ってるんだ。そう、鮫さめ島じま、おまえには災難が訪れようとしている。だが、この道を避ければその災難から逃れることが出来るぜ！」

「そうか、わかった」

　オレは藤宮のありがたいアドバイスを受け歩き出す。もちろんいつもの帰り道を。

「待て待て待て待て！　全然わかってねえじゃねえか！　危ないっつってんだろ！」

「オレは災難な目にあいたいんだろうな。じゃ、そういうことで」

「バカ！　死ぬぞ！　今日は遠回りして帰るんだ！」

　どうやら、こいつはオレをいつもの道から帰らせたくないらしい。

　もしこの道を避けるとしたら、結構な遠回りになる。正直それはしんどい。

　が、このまま藤宮のうざい相手をし続けるのはもっとしんどいかも知れない。

「わかったわかった。じゃあ今日だけあっちから帰ってやる」

「お、おぉ。そうだ、それがいいぞ。がははは！」

　何が嬉うれしいのか、腰に手を当て大笑い。

「もうついてくんなよ」

　藤宮の横を通り抜け、オレは遠回りして帰ることにした。

　ところが───。

　わざわざ遠回りして帰ってやっていると言うのに、その後を藤宮がつけて来た。

　藤宮が家に帰るなら、こっちを通るはずがない。

　つまり、まだオレを付け回していると言うことだ。

　幸いにも話しかけてきたりはしていないので、無視していればいい。

　背中のあたりがちょっとムズムズするのは、この際目をつぶることにしよう。





　２






「聡そう一いち郎ろうくんっ！」

　学校が終わり、藤宮につけられながら帰宅していると元気な声が届いた。

　先の方で手を振りながら、ピョンピョンと飛び跳ねている一人の少女。

「な、渚なぎさっ!?　おまえ、何でこんなところに！　鉢合わせないように俺様が鮫さめ島じまを誘導していたと言うのに！」

「……今日一日、妙に張り付いてると思ったら、そういうことか」

　オレに会いたがっている？　と思われる渚と会わせないために、藤ふじ宮みやはオレに張り付いて強引に進路を変えさせたのか。しかし、ならどうしてここに渚が……？

　同じ疑問を藤宮も抱いたからこそ、渚が目の前にいることに驚いているんだろう。

「守まもるくんの考えはお見通しです。こっちに来るであろう予想は出来てましたっ」

「くっ……さすが俺様の妹と言うわけかっ」

「ひょっとしたら、父親か母親、どっちかは違うんじゃないか？　あるいは両方違う可能性もあるな」

　いつみても藤宮と渚は実の兄と妹には見えない。

「守くんは、橋の下で拾って来たって、お母さんが言ってました」

「それは母親の噓うそだ。俺様はちゃんとした藤宮家の人間だ！」

「では守くんはどうやって誕生したんですか？」

「そ、それはおまえ、あれだ。……うぷ、いかん、母親で想像して吐き気が」

　どんなことを想像したのか、まるっきり興味がない。

　久しぶりに渚の顔も見れたし、さっさと帰ることにしよう。

　歩き出そうとすると、むんず、と腕を摑つかまれる。もちろん摑んだのは渚だ。

「何だよ」

「ここで会ったが百年目、ちょっとお付き合いくださいねっ」

　喧けん嘩か文句のようなセリフでオレを捕獲すると、渚が路地に引っ張り込もうとする。

　しかし力が全然ないので、オレがちょっと足で踏ん張るだけで渚にはどうすることも出来ない。

「抵抗していますねっ」

「そろそろ寒くなるし、帰りたいんだが？」

「守くん手伝ってください。聡そう一いち郎ろうくんを拉ら致ちします」

「俺様は、こう言うアットホームなノリには参加しねえ」

　藤宮は両腕をがっちりと組んで、渚に抵抗を見せる。

「……守くんが、そんなに冷たいとは思いませんでした。私、もう守くんとは口を利かないことにします」

「ま、待て。たった二人の兄妹きようだいで喧嘩なんてよくないだろっ」

　妹に突き放されそうになった途端、慌てる兄貴。

「じゃあ手伝ってください」

「し、仕方ねえ。覚悟しろ鮫さめ島じま！」

　反対側に回り込むと、藤ふじ宮みやがオレの腕を握り込んだ。

「やめろ気持ち悪い」

　全力で藤宮を蹴けり飛ばし、コンクリートにねじ伏せる。

「テメェ何しやがる！　ぶっ殺すぞ！」

「勝手にオレに触るからだ」

「な、なら勝手に触ってる渚なぎさは、どうなるんだよ……うぐぐ……」

「渚も蹴り飛ばしてやろうか？」

「大切な妹を蹴り飛ばしてみろ、俺様は一生おまえを許さねえ！」

　だったら最初から余計なこと言うなよ……。

　一生この暑苦しい男に狙ねらわれ続けるのは勘弁願いたい。

「分かったよ、ちょっとだけなら付き合ってやる。で、おまえはオレをどこに連れて行こうってんだ？」

「そうですね……。折角ですし、３人でご飯でも食べませんかっ」

　それはまた、中々ハードルの高い要求だ。

「……帰る」

「ダメです。承諾してくれたばかりじゃないですか」

　逃がすつもりはないのか、腕は離してもらえそうにない。

「アレだ。外食する金がない。あー残念だ。金があったら」

　オレの白々しい演技に、渚は笑顔で財布を取り出した。

「大丈夫です。奢おごるくらいのお金は持ってますからっ」

「いや、さすがにおまえに奢らせるわけにはいかないって」

　中学生、それも女の子に金を出してもらって飯を食うなんて、恥ずかしすぎる。

「それにしても───」

　渚と一言交わすたびに、睨にらみつけるように藤宮が凄すごんでくる。

　そんなにオレに会わせるのが嫌だったなら、最初からそう言えばいいのに。

　そうすれば、オレも配慮して会わないルートで帰ってやったんだが。

　頭のいい渚は、それを見越して余計なことを言わないよう、促していた可能性もあるけどな。

「一人連れて来たい奴やつが居るんだが、それでもいいか？」

「一人、ですか？」

　渚なぎさには何人か思い当たるフシ……つまるところエリーゼやリズを想像したんだろう。

「ティーリだけだ。いいか？」

「それはもちろんですっ」

「ティーリ……？　なんだその、外国人……」

　そうか、藤ふじ宮みやの奴やつは詳しく知らないのか。

「聡そう一いち郎ろうくんと一緒に暮らしている女の人です」

「な、なんだと？　確か鮫さめ島じまは一人暮らしだったはずじゃ……」

　どう説明したもんかと思案していると、藤宮は勝手な妄想を膨らませていく。

「おまえを助けた天使たちの仲間……みたいなもんだ」

　悪魔、と教えると色々問題が起こりかねないからな。

「……鮫島」

　藤宮は、たとえがたい表情を見せると、こちらを覗のぞき込んだ。

「突然天使とか、何なんだ……？」

「いや、だから。渚、おまえから説明してやってくれ」

　エリーゼのことをよく知る渚なら、上う手まく言葉にしてくれるだろう。

　そう思いバトンを託すが、渚は意味が理解できないと言うように首を傾かしげた。

「えっと、天使さんですか？　ちょっとよくわかりませんが」

「よくわからないって……エリーゼのことだ。分かるだろ？」

「はい。聡一郎くんのお友達ですよね？　あ！」

　渚はやっと気が付いたのか、手の平にグーをポンとやり、大きく頷うなずいた。

「確かに天使のようにかわいいですよね！」

「な、なんだとぉ!?　女と同居してる上に、可愛かわいいってのか!?」

「そうじゃなくてだな……」

　そこでオレは、ようやく合点がいった。

　もしかして、藤宮や渚から、天使や悪魔と言った記憶が消えているんじゃないのか、と。

　以前エリーゼから記憶を消すと言われる飲み物を貰もらったことを思い出した。

　でも、確かあれは、飲んだらエリーゼそのもののことも忘れるんじゃなかったのか？

　もしかしたら、オレたちとの日常会話に支障をきたさないよう、最低限の部分だけを消し去ったのかも知れないが。

　二人に記憶を消されたことを覚えているか、そう聞いても分かるはずがないだろう。

「行けば分かる」

　なので面倒な説明は抜きにしよう。

「さ、鮫さめ島じま。おまえ高校生のくせに、不純異性交遊をしてるんじゃないだろうな！」

　今時不純異性交遊なんて言い方をする人間が、それも若い世代に居るとは。

「守まもるくん。ふじゅんいせいこーゆーとは、何ですか？」

「……鮫島、どういう意味なんだ！」

　自分の口からゲスなことは言えないのか、無茶ぶりをしてきやがった。

　自然と藤ふじ宮みやの扱いを覚え始めていたオレは、上う手まい返しを思いつく。

「なら、オレの口から直接渚なぎさに教えてやろうか？」

「ななな、なに!?　そんなことをしたらおまえを一生追い回してやる！」

　やはり渚のこととなると、極端に過保護な面を見せる。

　色々と自分から墓穴を掘ってる気もするが、それが藤宮らしい。
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　自宅に戻って来たオレは、玄関を開けて二人を中に通す。

　藤宮のことだ、すぐにオレの家の悪口でも言うと思ったが、何な故ぜか大人しい。

「ちょっと呼んでくるから、待ってろ」

「はいっ」

　賢く返事をした渚を残し、オレは二階、ではなくリビングへ。

　間違いなくティーリはリビング、それもコタツの中にいると踏んでいた。

　その予想は裏切られることなく、ティーリは頭の一部だけを外に出し眠りこけていた。

「おい。起きろ」

　軽く声をかけてみるが、反応はない。

　ゆっくり布団をめくると、熟睡して涎よだれを垂らす醜態をティーリはさらした。

「すっかりコタツの虜とりこだな……」

　ぺしぺしとティーリの額を叩たたくと、鬱うつ陶とうしそうにうっすらと目を開いた。

「なに……？」

　不機嫌そうに睨にらみつけ、また瞼まぶたを閉じる。

　こんな時、ティーリをすんなりと起こす方法はひとつしかない。

　幸いにも今は、その方法を手にしている。

「飯食いたくないか？　外で」

　ピクッと耳が反応したかと思うと、ティーリは目を大きく見開いて、こっちを見た。

「……本当でしょうね？」

「ああ。今すぐ出られるなら連れてってやる」

　がばりと身を起こすと、素早くコタツの中から飛び出した。

「今すぐ行けるから安心しなさいっ」

「だと思った」

　今の今まで眠気に襲われていたとは思えないような動きと態度だ。

「ひとつだけ注意事項がある」

　玄関で待ってる藤ふじ宮みやと渚なぎさのことは、伝えておかなければならない。

「分かってるわよ。注文しすぎるなって言うんでしょ？」

　自分に主導権があるかのように、腰に手を当て、仕方ないわね、とティーリがため息をついた。

「今日の食事は、渚と、それからその兄貴が一緒だ」

「……で？　言っとくけど、あたしのごはんはあげないわよ？」

　何でもかんでもそんなところと結びつけるんだな、こいつは。

「おまえが悪魔だってこと、恐らく忘れてる。エリーゼやリズたちが天使だったこともな」

「なんで、どういうこと？」

　オレは自分なりの考え、ってほど大したもんじゃないが、ルシオン辺りが渚や藤宮の記憶を消した、と考えられることを伝える。

　特に思うところはないのか、ティーリは浅く理解した上で頷うなずいて見せた。

「つまりあたしが悪魔だってことは、無かったことにして隠してろってことね？」

「それが出来るなら連れてってやる」

「おっけ。約束する」

「本当だな？」

　念のため再確認すると、ティーリはちょっとだけ怒った様子で睨にらみつけて来た。

「あのね、あたしだって肩身狭く人間界で生きてんのよ？　ここでそーいちろーや天使の反感を買うような行動とっても、得することなんてないわけ。そうでしょ？」

「ティーリ……」

「分かってくれた？」

「言いたいことは分かったが、そういう時にこそ、悪魔の本能は疼うずくんじゃないのか？」

「ふっ。言っちゃいけない秘密を抱えた時こそ、ばらしたくなるものなのよね」

「じゃあ、留守番頼むな」

「ちょっと！　言わないって！　あたし口だけは堅いんだから！」

　それは噓うそだろ。と突っ込んでから、すがりつくティーリと一緒に玄関へ。

　幾ら何でも、迂う闊かつな発言をすることはないだろう。

　折角消した記憶を焚たき付け、わざわざ天使の反感を買う意味はない。

「こんにちはティーリさんっ」

「こ、これが鮫さめ島じまと同居している女の子……か、可愛かわいいじゃねえか……」

「このおっさんは誰だれ？」

「お……おっさん!?　この俺様がおっさんだと!?」

「そう言われても仕方ないです。守まもるくんはおっさんみたいです」

　まあ、オレと同い年だと説明されても、初見の人間は信じないだろう。

「老け顔だしな、おまえ」

「うるせぇ！　ぶっ殺すぞ！」

　ティーリは声のうるさい藤ふじ宮みやに鬱うつ陶とうしいと不機嫌な態度を見せながらも、大人しく靴を履く。

　食べ物がかかっているときは本当に素直だな。

　外に出てからも、藤宮は興味津々と言った様子で、ちらちら……というかもうジロジロとティーリを観察していた。

　こんな悪魔のどこが良いのかは分からないが、藤宮はちょっと嬉うれしそうだった。

「おまえ、法律に触れるようなこと、してねぇだろうな？」

「法律に触れるってなんだよ」

「それは……想像に任せる」

　歩き出してすぐ、藤宮はティーリを見て、会った記憶が頭の片隅にあるのか、不思議そうな顔を見せる。

「前に、どっかで見たことがあるな……どこだ……？」

　藤宮や渚なぎさの記憶がどんなふうに消えているのかが分からないため、迂う闊かつな発言が出来ない。少し様子を見守っていると、合点がいったのか声を張り上げた。

「そうだ。俺様が隣町の路地で迷ってる時、おまえと一緒に居た女か」

「路地で迷子……」

　その発言から拾い上げると、エリーゼたちの記憶と同時に、やはり悪魔などの記憶もすっぽり消えていると言うことか。

　まあ、そんな記憶を残しておいても、誰も得しないよな。

「しかし、あの時俺様はなんで路地なんかに居たんだ……？　思い出せん……」

　悪魔の記憶が無くなっていると、恐らく気持ち悪いチーズ状、穴だらけの記憶になっていることだろう。

「何ぶつぶつ言ってんだ。飯行くなら、さっさと行こうぜ」

「そうですね。行きましょう行きましょう」

　下手に記憶を刺激する前に、オレは３人を連れて家を後にした。
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　やって来たのは、近所でもよく知れ渡ったチェーン店のファミレス。

　店員は、軽くオレたちを一いち瞥べつすると、話しかけやすそうな渚なぎさに声をかけた。

　その選択は間違いなく正しい。

「窓際の席でよろしいですか？」

　そんな何気ない、むしろちょっと配慮したような発言に、オレと藤ふじ宮みやはほぼ同時に声を張った。

「「店の一番奥。窓のないところにしてくれ」」

　偶然にも一語一句違わない言葉。

「あんだよ鮫さめ島じま。テメェ俺様に合わせてんじゃねえよ」

「あ？　ふざけんなよ。おまえがオレに合わせたんだろうが。気持ち悪いな」

「殺すぞ、コラ」

　藤宮はオレの胸倉を摑つかみ、息のかかりそうな距離まで顔を詰めてくる。

「飯の前に運動がしたいなら、やってやるよ」

　正直喧けん嘩かなんてかったるいが、オレが藤宮に合わせたと思われるのは心外だ。

　オレも胸倉を摑み返すと、家族やカップル、友達で賑にぎわうファミレスでさえも戦場へと早変わりした。ピリピリとした空気が解き放たれる。

　どちらが先に、どんな攻撃を仕掛けるか。

「ストップです二人とも」

　間に割って入る渚。可愛かわいらしい顔で、オレと藤宮を叱しかりつける。

「店員さんが怖がってます。どうして窓際は嫌なんですか？」

「なんでって、窓際は色々目立つだろ。他校の連中に見られても面倒だしよ」

　渚と兄妹きようだいであることを極力知られたくない藤宮としては、吞のん気きにファミレスで食事している姿を通行人に曝さらすのは嫌なんだろう。

「オレとしても目立つのを避けたい」

　あの鮫島がファミレスで飯食ってやがる、なんて噂うわさが立つと鬱うつ陶とうしいし、下手したら隙すきだらけでチャンスと勘違いした連中が襲ってくるかも知れない。

「鮫さめ島じまぁ、本当は俺様の舎弟に見られるかも知れないから嫌なんじゃねえのか？」

「オレがおまえの舎弟？　寝言は寝て言えよ。オレはおまえみたいな喧けん嘩かを吹っ掛けてくる雑ざ魚この相手が面倒だから奥に行きたいだけなんだよ」

「俺様を雑魚だと？　不死身の異名を持つこの俺様を舐なめてると死ぬぜ？」

「その割には何度も何度も死んでるようだけどな」

「バカが。不死身だからこうしてここに立ってるんだろうが」

「だからストップです。どうして二人ともすぐ喧嘩腰になるんですかっ」

「鮫島が喧嘩を売って来るからだ」

「売ってんのはおまえだろうが」

　またも触発寸前のオレたちだったが、さっきから隣のティーリが大人しい。

「あーお腹なかすいた」

　ティーリは、喧嘩は眼中になく客の食べている料理を見ていた。

「席なんてどこでもいいから、早くしてよね」

　ごもっとも。結局、オレと藤ふじ宮みやの願いもあり、店の一番奥へと案内された。

　だが藤宮の怒りは収まりきらず、オレも納得のいかない状況だったため、ピリピリとした空気がその場を支配していた。

　隣の席で食事しようとしていたカップルは、不穏な空気を感じ取って、店員に席を変えてもらうよう要求し慌てて逃げ出した。

「今ここでぶちのめしてやってもいいんだぜ、鮫島ぁ」

「喧嘩はしないんじゃなかったのかよ。それに、おまえがオレをぶちのめせた試しがあったか？」

「バカが。今までは手加減してやってたんだよ」

「あたしハンバーグ定食にするから。デザートはチョコレートパフェね」

「私はパスタにします、カルボナーラにしますよ」

「カルボナーラ？　それも美う味まそうねえ」

　二人のピリピリした空気も何のその、渚なぎさとティーリはどこまでもマイペースだ。

「守まもるくんはどうしますか？」

「え？　あ、あぁ。俺様は……そうだな、サイコロステーキで」

　ハッと我に返り、藤宮は渚にメニューを伝えた。

「あんたの分はあたしが決めといてあげるから」

「なんでだよ。勝手に人のメニュー決めんな」

　どうせ、自分が食べたいものを横取りする算段で頼むつもりだったんだろう。

「じゃあ───」

　適当にメニューを指さし、食べることにする。

　渚なぎさは店員を呼んで、それぞれの注文を丁寧に頼んだ。

　その間も、藤ふじ宮みやは終始オレを挑発するように様々な動きを見せる。

　隙すきだらけの顔面に拳こぶしを叩たたき込むことは楽勝だったが、渚の悲しむ顔を見るのは少々忍びない。……いや、渚なら笑って済ませてくれるか？

　それにしても……まさか藤宮と外で飯を食うなんて考えたこともなかったな。

　昼も粘着されて一緒に食ったし、何というか恐ろしい一日だ。

「聡そう一いち郎ろうくん、ひとつ聞いてもいいですか」

「嫌だって言ったら諦あきらめるのか？」

「悲しいですが、諦めるしかないかも知れませんね」

「テメェ、渚の質問には黙って答えてればいいんだよ」

　などと藤宮が会話に割り込んできて面倒くさいので、答えてやることにした。

「ひょっとして、守まもるくんとは仲が悪いんですか？」

「え？」

　そんな質問をされると思っていなかったオレたちには、寝耳に水なことだった。

　オレと藤宮の仲が悪いなんてことは、誰だれかに聞くまでもない。

　それとも、そんなことを分かった上であえて質問してきているとしたら？

　何のためにだよ……。

「悪いにきまっ───」

「この俺様が、鮫さめ島じま如ごときと仲良くするわけないだろうが！」

　こっちが否定しきる前に、大声で藤宮が叫んだ。

　ファミレス内に響き渡る声。当然店内の注目を浴びる。

　またかよ、と言った視線や、ちょっとガキを懲こらしめてやろうか、って視線まで様々。

　なんて言うか恥ずかしい奴やつだな、こいつは。

　それが不良の代名詞なのかもしれないが、巻き込まれる方は堪たまったもんじゃない。

「他ほかのお客さんに迷惑かけちゃだめですよ、守くん」

「だったら変なこと聞いてんじゃねえ。こいつはいずれ俺様がぶっ殺す相手だ」

「私としては、二人には是非仲良くして頂きたいのですが」

「絶対に無理だ」

「絶対に無理だ！」

　藤ふじ宮みやと声が被かぶる。

「どうしてもだめですか？　お願いします」

「どんなに頼まれても無理だ」

「どんなに頼まれても無理だ！」

　またも藤宮と声が被る。毎度毎度、藤宮はうるさいが。

「うーん、凄すごく息が合ってるように思うんですが……そもそも、どうしてお二人はそんな風にいがみ合う関係になってしまったんですか？」

　そんな思いがけない言葉に、オレも藤宮も一瞬顔を見合わせた。

　しかしすぐ、藤宮が笑いながら渚なぎさに話し出す。

「俺様だけじゃないぜ。鮫さめ島じまは学校の連中全員に嫌われてんだよ」

　確かに事実だけど藤宮に言われると無性に腹が立つな。

　今まで傍観、もといこっちの会話に興味のなかったティーリが、突然笑い出した。

「そーいちろーに友達が居ると思ってる方がどうかしてるわよね」

　藤宮に同調するように、うんうんと頷うなずく。

「お。わかってるじゃねえか。えーっと……名前なんつったっけ」

「ティーリさんです」

「そう。ティーリだ。おまえは分かってる！　気に入ったぜ！」

　びしっと指を差してティーリを褒める。しかしティーリは指されたことが気に入らなかったのか、人差し指を摑つかむと、あらぬ方向へクイッと捻ひねった。

「ひぎぃ!?」

　激痛に手を押さえながら藤宮はテーブルに蹲うずくまる。

「あたし、指差されるの嫌いなのよね」

　淡々と冷やかに言うティーリに、オレはニヤリとして藤宮の肩を叩たたいた。

「こいつは暴力的なんだ、気を付けるんだな」

「ぐぐぐぐ、テメェ……何笑ってやがる！」

「それによく考えてみれば、おまえにも友達は居ないよな藤宮」

「なに、こいつも友達居ないわけ？　言われて見れば、そんな感じするわね」

「お、俺様のブラックリストに載せてやろうか、うぐぐ……」

　お気に入りから、瞬く間にブラックリスト入りらしい。さすがティーリ。

「守まもるくん、友達居ないんですか？」

「ふん。俺様には１００人の子分がいる、それで十分だ」

　噓うそはともかく、数少ない子分も、藤宮と行動を共にしてないようだが。

「友達が居ない者同士、仲良くしたら幸せになれると思いますが」

　どうやら、これだけオレたちのやり取りを見ていても、渚なぎさは諦あきらめられないらしい。

「いずれぶっ殺す相手と仲良くするなんて無理だぜ渚」

　確かに藤ふじ宮みやと仲良くするのは無理だ。

　だが、藤宮にもひとつだけ言っておかなければならないことがある。

　恐らくこんな真面目まじめ？　な話が出来るのは後にも先にも今回だけだろう。

「ひとつオレから言わせてもらうなら、オレを狙ねらうのは時間の無駄だぞ藤宮」

「あんだと？　俺様におまえが倒せないとでも？」

「そういう意味じゃねえよ」

　確かにオレは悪い噂うわさを立てられてしまっているし、喧けん嘩かを売られる数は多い。

　だがそれは、変な連鎖と言うか、本当に意味のない喧嘩しか生んでいない。

　例えば学校の番長だとか、他校と張り合うためだとか、そんな要素を含んだ喧嘩には絶対に成りえないのだ。

　逆に藤宮は、学校で頭を張るだとか、他校の喧嘩を中心に考えてる、言わばテンプレ的な不良だ。オレなんかを相手にするより、実際に他ほかの学校で番長を張ってる連中を倒す方が地位も名声も両方得られる。つまり、得なんて殆ほとんどない。

「テメェの言いたいことは分かるぞ鮫さめ島じま。おまえ自身が、表に立つ不良じゃないってことだろ」

　腕を組み、目を閉じた藤宮は憮ぶ然ぜんとした態度で続ける。

「だが、おまえはこの辺じゃ知らない不良は居ないくらいの有名人だ。そして喧嘩で負けたことがないって評判のな。だから、おまえを誰だれが真っ先に倒すのか、そこに注目が集まっている」

　つまり、単純に名声だけが欲しい、と言うことか。

「それに、うちの学校でどれだけ俺様が一番強い、偉いとアピールしても、おまえを倒すまではその発言力も弱いままなんだよ。鮫島を倒さずして番長を名乗る資格なし、ってな」

「それでオレを執しつ拗ように狙ってるってことか……面倒臭ぇ」

「不良の世界にも、政治的なものがあるんですね～」

　ふと、オレの脳裏に妙案が浮かんだ。

　本来ならそんなことを考えても口にしないのだが、こいつにならいいかもしれない。

「だったらあれだ。もういっそおまえがオレを倒したことにしろ」

「なんだと!?」

「そしたらおまえは晴れて堂々と番長を名乗れるだろ。それに、負けたオレに喧嘩を吹っ掛ける相手も減るだろうし、一石二鳥だ」

　間違いなく、受け入れられる案だろう。

　藤ふじ宮みやは労せずして欲しかったものが手に入り、こっちとしても楽な生活が送れる。

「断る！」

　全力でテーブルを叩たたき、藤宮は立ち上がった。

　その勢いでコップが倒れそうになるが、オレもティーリも、そして渚なぎさも慣れたもの。

　ひょいっと持ち上げてそれを回避した。

「俺様は名実共に、鮫さめ島じまを倒すと決めたんだ。そんな形だけの勝利に興味はねえ。それが不死身の藤宮様の信念だっ！」

「あぁそう。じゃあ今のは無しにしてくれ」

「ま、待て。一応、おまえの気持ちは分かった。その選択肢は受け取るだけ受け取っておこう」

　どうやら、藤宮の信念は思ったよりも薄いらしい。目先の勝利に半分食いついた。

「男の子は、どうして喧けん嘩かとかが好きなんでしょうか。私は嫌いです」

「別に好きなわけじゃない。オレは勝手に喧嘩を売られて、仕方なく買ってるだけだ」

「買わないと言う選択肢はないのですか？」

　そりゃ、買わないで済むならそれに越したことはないが……。

　不思議そうに首を傾かしげる渚に、喧嘩の厄介さを教えてやることにした。

「売られた喧嘩を買わなかったら、殴る蹴けるの暴行を一方的に受けることになる」

「ごめんなさい、ではダメなんですか」

「そもそも謝るものがない。喧嘩ってのは理不尽に売りつけられるもんなんだ」

　こいつみたいに、と藤宮を顎あごで指した。

「女が化粧するのと同じようなもんだ。男にとって喧嘩は必要不可欠なものなんだよ」

　ドヤ顔でたとえ話を決め、格好をつける藤宮。

「私、化粧とかしたことないですっ。ティーリさんはありますか？」

「そんな面倒なことするわけないでしょ。しなくても十分可愛かわいいし？」

「と言うことで、必要不可欠ではないのですが」

「……そ、それはだな……」

　見事にたとえ話は撃沈し、がっくりとうな垂れる。

「ともかく、男は喧嘩してナンボの生き物なんだよ。なあ鮫島ぁ」

　勝手に同意を求められても困る。オレは一度も喧嘩を楽しんだことはない。

「あんたって、何で喧嘩ばっかりすんの？」

　ふと、ティーリも話の内容が気になったのか、そんなことを聞いてきた。

「売られるから買ってるだけだ」

「じゃあなんで売られるのよ」

「それは……」

「ぷくくく。そりゃ、この人相してたら喧けん嘩か売られるよなぁ？」

　そう、オレが喧嘩を売られる事情の半分は、この外見によるものだ。

　自分で認めたくはないが、威嚇するような鋭い目つきに、赤い髪。

　不良たちからすれば、格好のターゲットというわけだ。

　残りの半分は、過去の虐いじめられていた頃ころからの、リベンジからの連鎖。

　オレを虐めてきた連中を返り討ちにしたことから、次々とそれが繫つながって今に至っている。

　復ふく讐しゆうは復讐しか生まないとはよく言ったもんだ。

　幼少期の虐めから、現在まで一つの出来事が繫がってきている。

　それが今の藤ふじ宮みやや渚なぎさとの出会いにも繫がってるんだから、世の中分からないもんだ。

「あー早く来ないかな」

　食事が待ち遠しいティーリは、足をぶらぶらとさせ天井を見上げた。

　もしかしたら、その繫がりはティーリとの出会いにも関係しているのかも知れない。
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　夕食時のファミレスは混雑していて、20分ほど待ってようやくオレたちの食事が運ばれて来た。ティーリはフォークを手に瞳ひとみを輝かせ、自分の定食を見つめている。

「空腹は最大の調味料ってね。いただきます、っと」

　ティーリは我先に食べ始める。その凄すさまじい勢いに藤宮兄妹きようだいは気け圧おされたようだった。

　こいつが腹ペコの時の食べる速度は異常だからな。

　ちゃんと嚙かんで食べてるのかも怪しいくらいだが、悪魔の胃袋は丈夫に出来てるとかどうとかで、多少腐ってたり、生焼けだったりしたものを食しても、本人が体調を崩したりしたことは、残念ながら一度もない。

「豪快な食いっぷりだな……」

　藤宮は、自分がご飯を食べることも忘れ、茫ぼう然ぜんとティーリの食べっぷりを見ている。

「早く食べないと知らないからな」

　自分の食べるものが無くなった後、まだ満たされていなければ間違いなく手が伸びる。

　その時好きな食べ物を残しでもしていたら、悲惨だろう。

　そして食事も中盤まで差し掛かった頃ころ。

　日常の話題も尽きかけ、口数が減り始めたことで雰囲気が悪くなることを恐れた渚なぎさは、新たな話題に着手しようと、思い切った質問を振って来た。

「ティーリさんティーリさん。ちょっと聞きたいことがあるんですがっ」

「ん？　何よ」

　美お味いしい食事に舌鼓を打っていたため、機嫌が良かったティーリは素直に返事をする。

「ティーリさんは、聡そう一いち郎ろうくんの親しん戚せきなんですよね？」

「まあ、そんなもんね」

「二人きりの生活って、大変じゃないですか？」

「そりゃ、掃除や洗濯しなきゃならないからね。楽じゃないわよ」

「まるで自分一人でやってるみたいに言うな。オレが８割してやってんだろ」

「そーいちろーの家なんだから当たり前でしょ。あたしは居候よ？」

　いや、居候だからこそ、家主よりも懸命に働くべきだと思うんだが。

　こいつの口ぶりだと、居候の方が立場が上のように聞こえる。

「２割くらい手伝ってることは認めてやるよ」












「ふふんっ」

　だから、自慢することじゃないんだが。無い胸を張って偉そうだった。

「そうですかっ。ティーリさんは偉いんですね」

「まぁね」

　渚なぎさがそんなあたりさわりのない会話から切り出したかと思うと……。

「聡そう一いち郎ろうくんと、お付き合いしていたりするんですかっ？」

　と、そんなとんでもない質問をぶつけてきた。

　そんなありえないことをティーリに聞いたら、絶対怒り出す。

　そう思ったが、ティーリは殆ほとんど感情の起伏を変えることなく、淡々と答えた。

「バカ言ってんじゃないわよ。あるわけないでしょ」

　事実その通りなんだが、ちょっと予想外の反応だ。

「ふうっ」

　額を腕で拭ぬぐって、安あん堵どのため息をついたのは藤ふじ宮みや。

「なんで安心してんだよ」

「ふんっ。この俺様よりも先に彼女を作ろうなんて、甘いんだよ」

　そんなことで藤宮と競った覚えはない。

「彼女とか作らないんですか？　きっと、楽しい学生生活になると思います。喧けん嘩かとか、どうでもよくなっちゃうくらいに」

　どうやら渚がこの話題を切り出した狙ねらいはそこにあったらしい。

　でも、こんな場所、こんなメンツ相手に真面目まじめに恋愛話なんて出来るはずもない。

　一言でも余計なことを言えば、藤宮とティーリにいじられるのは目に見えている。

「そういう渚こそボーイフレンドはいるのか？」

　渚に切り返すことで、その場を凌しのぐ。

「いえ、そういうのはまだ。私は意外と男の子への要求が高いからかも知れませんね」

「渚にボーイフレンドなんて、20年早いんだよ！」

「20年も待ってたら、私立派なおばさんになってます……」

「とにかくまだ早い！」

　こいつはほんと、渚の話題になると敏感に反応しやがる。

「たとえばの話ですが、私が男の子を家に連れてきたりしたらどうしますか？」

「もちろん、この俺様が地平線の彼方かなたまでぶっ飛ばしてやる」

　この男なら、本当にやりかねない。というか絶対にやる。

　中途半端な男子じゃ、藤宮に返り討ちにあうだろう。

「じゃあ守まもるくんより強い、マッチョムキムキな彼氏ならいいですか？」

「その時は子分を使って殴る蹴けるの暴行で追い返してやるぜ」

　あの手この手で阻止するつもりらしい。

「厳しいですね」

　うーん、と渚なぎさが頭を悩ませる。

「ともかく彼氏を作るなんて当分先でいいだろ。それがいい」

「じゃあ守くんは、彼女欲しくないんですか？」

「俺様か？　そうだな、俺様に釣り合う女が居れば、付き合ってやってもいいがな」

「付き合ったこともないくせに、随分と上から目線だな」

「うるせぇ。おまえに言われたくないんだよ」

「そもそも釣り合うってどういう意味だよ。喧けん嘩かの強さか？」

　オレの質問に、藤ふじ宮みやは真剣に自分の好みに関して考え始めた。

「性格は優しく、頭が良くて可愛かわいい。そして家庭的な、そんな子だな」

　どうやら自分が持っていない要素全すべてを持った子を望んでいるらしい。高望みにも程がある。

「私の知り合いで言うと、桃もも恵えさんみたいな人ですねっ」

「あ、荒あら崎さきか。まぁ、うん、わ、悪くはねえな」

　ちょっと動揺を見せるも、藤宮は平静を装おうとして水をぐびっと飲んだ。

「聡そう一いち郎ろうくんも、桃恵さんみたいな人が好きですか？」

「オレは───」

　脳裏を過よぎるのは、荒崎ではなく、エリーゼの微笑ほほえむ姿。

　その雑念をすぐに振り払うように、水の入ったグラスに手を伸ばした。

「おっさんと同じ行動取ってるわよ」

「う……」

　無意識に考えを放棄しようとして、つい水を飲むことに逃げてしまった。

「生憎あいにく、オレは荒崎のような人間はな。考えたこともない」

「でしょうね」

　と、ティーリから分かったかのような突っ込みを受ける。

「もし良かったら、私が立候補してあげましょうかっ」

「え？」

「聡一郎くんの彼女にです」

　本気か冗談か分からない笑顔でオレを見つめる渚。

「ばばば、バカ言ってんじゃねえ！　どういうつもりだ渚なぎさぁ!?」

　またも一番騒がしくしたのは、藤ふじ宮みやだ。

　周囲の客は恐怖から怒り、あるいは呆あきれに変わり、冷ややかな視線を送っている。

「聡そう一いち郎ろうくんは格好いいですし、守まもるくんより強いですから。完かん璧ぺきですね」

「こ、こんなヤツ、俺様の拳こぶし一発でノックアウトだっての！」

　明らかに、渚は藤宮の反応を見るためにからかっているようだった。

　毎回こんな食事はごめんだが、たまには面白おかしくてありかも知れないな。





○忘れえぬ気持ち







　奇妙な夕食を終えて帰宅すると、ティーリは満腹のため眠気に襲われたのか、すぐ歯磨きをして二階の寝室へと戻っていった。

　恐らくベッドにダイブして、すぐ眠りについたことだろう。

　オレはシャワーを浴びてから、いったんリビングに顔を出す。

　夕飯に食べようと思っていた昨日の残りものがあったはずだ。それを明日の弁当に使いまわせるかの確認をしておく必要があった。

「あ……？」

　バスタオルで髪を拭ふきながらリビングに足を向けると、消していたはずの電気が付いていることに気が付いた。まさか、消し忘れてたか？

　いや……確かに消してから風ふ呂ろ場ばに入ったはずだ。

　つまり、誰だれかが付けたことになる。もちろん、家にはオレとティーリしかいない。

　だが───。

　一度眠ったティーリは簡単には目を覚まさない。

　お腹なかも満たされている状態で、起きて来ることは考えにくいだろう。

　足音を殺し、ゆっくりとリビングの扉に近づく。

　扉の傍そばで聞き耳を立てると、微かすかにだが、カチャカチャと食器の音がする。

　万が一の事態に備え、いつでも手足を使えるように動かしてウォーミングアップさせた。

　気持ちを落ち着かせてリビングに繫つながる扉を開いた。

　リビングの食卓で、普段オレが使っている椅い子すに座っている一人の男。

「……何やってんだ、この変態ド腐れ天使」

「聡そう一いち郎ろうか。何、１か月ぶりに様子を見に来てみれば、美お味いしそうな肉じゃががあったのでな。味見してやっていたところだ」

　ルシオンは日本人と変わらぬ箸はしの使い方で、肉じゃがを口の中に運ぶ。

「全く、顔に似合わず料理だけは得意な奴やつだ。これが不良の作ったものではなく、健けな気げな幼おさな馴な染じみが作った肉じゃがであったなら、どれだけ幸せだっただろうか」

　それにしても今が一体、何時だと思っているのか。

「勝手に食っておいて文句言うな。つか食べんな」

「随分とケチなことを言うではないか。今日人間界に戻ってきて、色々と動き回っていたからな。食事をする時間がなかったのだ」

　箸を休め、オレを見上げる。

「どうやって家の中に入った。玄関は鍵かぎがかかってたはずだ」

「ふん。私が初めて家にやって来た時のことを忘れたのか？」

　ルシオンが初めて我が家にやって来た時のこと？　そんなもの、思い返すまでもない。

　玄関の扉を破壊されたせいで、余計な出費に家計は火の車にされたのだ。

「おまえ、また壊したんじゃないだろうな？」

　摑つかみかかる勢いで睨にらみつけると、ルシオンはやれやれと肩を竦すくめた。

「安心しろ。今回は合鍵で入って来た」

「そうかそうか……って、いつの間に合鍵なんて持ってたんだよ」

　うちにある鍵は、今現在全すべてオレが管理しているはずだ。

「エリーゼに持たせていた時に、作っておいた。備えあれば憂いなし」

　人ん家ちの合鍵を勝手に作るのは、法律的に許されることじゃなさそうだが。

　ルシオンの勝手と言うか、無茶は今に始まったことじゃない。

「どうやら、ティーリの影響はそれほど受けていないようだな」

「そのための天使だろ」

「無論そうなのだが……」

　ルシオンは少し不服そうな仕草を見せた後、オレの手を取った。

「何だよ」

「静かにしていろ」

　オレの手を握ると、何かを確かめるように、指先から手の甲、手の平に触れる。

「…………」

　黙り込み、ただただ確認しているようだった。

　まさか、良くない何かが再び起こっているのか……？

「聡そう一いち郎ろう……貴様……」

　ルシオンに強く腕を握りしめられる。

「思ったよりも、肌がスベスベしているな……。目を閉じると女の肌を触っているようだ」

　うっとりとした声を聞いた瞬間、全身に鳥肌が立った。

　ルシオンの手を払いのけ、おまけに足で後方へと蹴けり飛ばした。

「なにをするかっ！」

「それはこっちのセリフだ。気持ち悪いこと言いやがって」

「貴様の肌がスベスベなのが悪い。あぁ、久しく女性に触れていない……」

　そんな個人的な事情など、こっちには知ったことじゃない。

「何もないなら帰れ」

　バスタオルで、ルシオンに触れられた箇所をふき取った。

「思ったよりは、元気にしているようだな」

「だから、それは今おまえが見ただろ。特に異常はねえよ」

「悪魔化のことではない。心の問題だ。貴様のことだ、エリーゼを失って、もう少し落ち込んでいるとみていたのだが」

「……別に。働き手を失ってティーリの面倒を見ることは増えたけどな」

「そうか」

「エリーゼ、それにリズは元気にやってるのか？」

「気になるのか？　やはり気になるのか？　ん？　正直に言ってみろ」

「仮にも一緒に生活したヤツらだからな。気にならないと言えば噓になる」

「貴様には教えてやらん」

　殴り飛ばしてやろうかと思ったが、堪こらえる。

　そんなオレの心の中を見透かしたように、ルシオンは一度鼻で笑った。

「冗談だ。二人とも、気の休まる時はない。連日ミカエル様にお仕えしている。中位天使となるべく、その修行を積んでいる最中だからな。今も各地に赴き、与えられた命を遂行していることだろう」

「各地……人間界、ってことか？」

「仮にそうだとしても、貴様が会うことは出来ない。関係のないことだ」

「……まぁな」

「はははは。聡そう一いち郎ろう、おまえも随分と面白い顔をするようになったじゃないか」

「あ？　面白い顔？」

「人に関心などない。興味などない、そんなオーラを振りまいていたではないか」

「そんなもん、今も変わってねえよ」

「なら、何な故ぜエリーゼのことを気に掛ける」

「だから言っただろ、同居してた人間だからそれとなく聞いてるだけだ」

「それは言い換えれば情が移っていると言うことだ」

「そんなんじゃねえよ。もうこんな意味のない話は終わりだ」

「逃げたか」

　どうとでも言え。オレはこんな無意味な会話に意味を見いだせなかっただけだ。

「しかし───全く異常がない、と言うのも、それはそれで問題だな」

「話は終わりだって言っただろ」

「そうではない、悪魔化の影響が全く見られないと言う部分だ」

「良いことだろ」

「もちろん、それ自体は喜ばしいことだ。だが何故影響が全く出ていないのかが分からない」

「影響を出さないために、近くに天使が住んでるんじゃないのか」

「一日、一つ屋根の下で暮らしているティーリから、より強い悪魔化の影響を受けるのは必然。それすら全くないというのは……」

「悪い方向に転んでるならともかく、そうじゃないならいいだろ」

「貴様はそれでいいだろう。だが、こちらとしては不安を感じずにはいられない。それに、今日も不用意にティーリを外に連れ出したと聞いたぞ」

　聞いたって、誰だれにだよ。そう思ったが、そんな報告が出来るのは一人しかいない。

「隣に住んでる天使か」

　普段、背中に視線を感じることがあるが、恐らくオレやティーリの後を尾つけてきてるんだろう。

「短時間でも、影響が全くないとは言い切れないからな」

「一般人が悪魔から受ける影響なんて、微々たるもんだろ。人間に扮ふんした悪魔は腐るほどはびこってるだろうしな」

「それを否定できないのは、少々耳の痛いところだが、それでもむざむざリスクを増やす必要はないのではないか？」

「天使の都合なんて知ったことかよ」

　天使側の意見だけを取り入れたら、まずティーリを始末してしまうのが理想だ。

　ティーリがいなければ一般人に悪魔化の影響が出る心配もないし、オレが悪魔化してしまうリスクも排除することが出来てしまう。

　始末……浄化は無しにしても、家から出してほしくないと言うのが天使側の本音だろう。

　だが、それはティーリの存在を否定することに繫つながるし、あいつの生きている意味を奪うことに繫がる。そんな人生に、どんな楽しみを見いだせと言うのか。

　ティーリは十分に人間として生活出来るだけの力を身に付けた。

「ふん。私が何を言っても聞き入れるつもりはない、そんな顔をしているな」

「ティーリがどう生きようと、それはティーリの自由だ」

「いいだろう。少なくとも悪影響が出ていると断言できるまで、自由にすればいい」

　ルシオンは立ち上がると、オレに背中を向けた。

「もう帰るのか？」

「折角天使と悪魔のバランスが取れているのだ、長居して崩すのも勿もつ体たいない」

「それもそうだな。ならさっさと帰れ」

「聡そう一いち郎ろう」

「んだよ」

「早く新しい恋を見つけるのだな」

「はあ？　なんだそれ」

「非常に不本意なことだが、桃もも恵えは貴様に好意を寄せている。それをうまく利用すれば、何、童貞を捨てるくらいにまで持ち込むことは出来るだろう」

　人の気持ちを利用して、か。天使から実にありがたいお言葉を貰もらったもんだ。

「１回……いや、２回くらい死んでおくか？」

　摑つかみかかろうとしたら、軽快な動きでルシオンが腕から逃れる。

「ではな」

　高笑いした後、リビングを出るルシオンに付いて、そのまま玄関から外に。

「わざわざ見送ってくれるとは、気が利くではないか」

「家に居る間は何をやらかすか分からないからな。監視だ監視」

　どこに行くのかは知らないが、ルシオンにはまだやるべきことがあるんだろう。

　幾つか聞きたいこともあったが、それをグッと堪こらえ見送る。

　いつも飄ひよう々ひようとしたルシオンは、時折覗のぞかせる鋭い視線を向け、こう言った。

「貴様は悪魔でもなければ天使でもない。普通の人間だ。なら、普通の人間らしく生きろ。以上だ」

「余計なお世話なんだよ。おまえに言われるまでもない」

　無意識のうちに、オレは握りこぶしを作っていた。

　まるで、そうやって無理やり力を込めないと、絞り出せなかった一言のように。

　ルシオンは立ち止まり、何も言葉にしなくなった。

　ただ純粋な瞳ひとみで、ジッとオレを見つめる。

　もしかしたら、その瞳には何か力があったのかもしれない。

　オレは押し殺していたはずの感情を、言葉を、気が付いたときには口にしていた。

「悪かったな……」

「悪かった、とは？」

「おまえの言う通りだ。叶かなわないと知りながら、オレはもう一度会いたいと願ってる」

　エリーゼが去ってから、毎日のように、心の片隅で思い続けていたこと。

「バカなんだろうな、きっと」

「本当に愚かな男だ。エリーゼは憧あこがれの女子生徒、とは訳が違うのだ。そんな感情を抱くことすら許されん」

「ま、どうせ何を考えたって、意味のないことだろ」

　オレがどんな感情を持ったって、もうエリーゼに会うことは叶わないのだ。

「そうだな。確かに意味のないことだったな」

「……エリーゼは、元気にしてるのか？」

「もちろんだ。いつもと変わらず、いや、いつも以上に元気にしている」

「そうか。そりゃよかった」

「ふん、まさか貴様と会えなくなって寂しがっているとでも思ったか？　残念だったな」

　寂しく思ってほしい、そんな贅ぜい沢たくは望んじゃいない。

　だが、少しくらい、記憶の片隅に残っていてくれるなら、それで十分だ。

「桃もも恵えによろしく言っておいてくれ」

「荒あら崎さきたちの記憶も、消したのか？」

「無論だ。もはや私を見たところで、イケメンすぎる男としか認識していない」

「お、おう……」

　こいつの揺るぎない自信には、たまに感心する。





○聡そう一いち郎ろうの決意







　目が覚めた時、オレはひとつの結論に至っていた。

　うじうじ悩み続けるなんて、性に合わないと言うか、らしくない。

　こんな気持ちをいつまでも引きずって考え続けるより前に進まなければならない。

　そのためにオレに出来ることは、たったひとつ。

　気持ちの整理、諦あきらめ、精算。

　眠気は瞬く間に去り、布団から抜け出すと、身支度を始めた。

　朝食は軽く済ませようと思い、トーストを焼く。

　その香りに誘われるように、ひどい寝癖のティーリが、目を擦こすりながらやって来た。

「あたし……朝はお米派なんだけど……」

「安心しろ。冷凍した米が残ってるから、おにぎり作ってやるよ」

　ティーリはテトテトと歩いてくると、オーブントースターを覗のぞき込み、一言。

「……じゃあ、おにぎりとパンも食べる」

　どうやらトーストも食べたくなったらしい。

「今日からの連休、ちょっと出かけてくる」

「出かける、ってどこに？」

「さぁ、どこにだろうな」

　どこかはまだ決めきっていない。ただ、家でジッとしていられなかった。

「探し物……だな。多分オレは探し物をしてるんだ」

「探し物、ね」

　今日でエリーゼへの届かぬ想おもいを断つため、気持ちの整理をしたい。

　その整理をするための何かを探しに行こうと思い立ったのだ。

「多分遅くなるから、棚に入ってるもの勝手に食ってくれ」

「ふぅん……ま、いいけど」

　少し黙り込んだ後、ティーリはこんなことを言った。

「あたしもついてってあげる」

「はぁ？　誰だれもそんなこと頼んだ覚えはないぞ」

「あたしも一日暇だし、別にいいじゃない。それともあたしについて来られたら困ることでもあるわけ？」

　こっちの思惑を知ってるかのような、挑発的な態度。

　ここで無下についてくるなって言うのも、少し躊躇ためらわれた。

「言っとくが、外食もしないし買い食いもしないし、楽しいもんは何もないぞ？」

「いいわよ別に」

　そんなことをティーリは望んでない様子で、平気そうに答えた。

「帰りにスーパーくらいよるでしょ。その時お菓子買ってもらうから」

　……打算的な考えはしっかり持っていた。
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「鮫さめ島じまくんっ！」

　街中に繰り出すと、直後に元気な声が背中に届いた。

　振り返ると、荒あら崎さきが手を振っていて、その隣では神楽かぐら坂ざかも小さく手を振っていた。

　あまり嬉うれしくないタイミングでの遭遇になってしまったな。

「ティーリさんとお出かけですか。仲が良いですね」

　半ば冷やかすような形で、神楽坂は笑って言った。

「ついて来なくていいって言ったのに、無理やりくっついてきたんだよ」

「なんかそーいちろーが探し物してるみたいだったから、手伝ってやろうと思ったのよ。感謝されることはあっても、文句を言われる筋合いはないわね」

　勝手についてきておいて、随分な言いぐさだ。

「おまえら、ほんと仲いいな」

　荒崎が神楽坂と仲良くしているのは学校で見ていて知ってたが、もしかしたら休日もこうしていつも一緒なんだろうか。

「探し物って何？　もし、私で良かったら手伝うよ。いいかな？　神楽坂さん」

「もちろんです。二人で探すより、四人で探した方が効率が上がると思いますし」

「そんなわけにはいかねえよ。他ほかの奴やつには見つけられるはずもないんだからな」

「見つけられるはずもない、ですか。それはまた、妙な探し物ですね」

「一体何を探してるの？」

「さあ……何だろうな」

「朝からこんな感じで、肝心の探し物は教えようとしないのよね」

　教えるも何も、元々オレは一人で探し出すつもりだったんだ。

「是非手伝わせてください」

「あのな、手伝ったって意味ないんだよ。おまえらだってどうしたらいいかわからないだろ」

「それでもかまいません。そうですよね、桃もも恵えさん」

「うんっ。全然平気だよ」

　どうしてこう、こいつらはお人よしなのか。

　大切な休みの日を潰つぶすことになるのに、躊躇ためらう様子が全くない。

「もし勝手についてくるなら、止めはしないけどな。途中で飽きたら帰ってくれていいぞ」

「がんばるね、私」

　鼻息荒く、荒あら崎さきは気合いを入れて握りこぶしを作った。

「それでどこに向かうんですか？」

「そうだな……」

　当初は一人で出歩くつもりだったので、明確な目的地は定めていなかった。

　もちろん、考えず適当に歩き続けてもいいが、場所を決めた方がいいかも知れない。

　記憶を整理するのに向いている場所……。

　ふと、脳裏に浮かんだのは、エリーゼと向かった神社だった。

「確か街の外れに、高い階段をのぼった神社があったよな。あそこに行こうと思う」

「神社ですか。それはまた変わった場所ですね」

　そんなところに探し物が、と不思議そうだったが、誰だれも反対はしなかった。





　２






　神社の境内へ続く階段を登りはじめて、中間地点までやって来た時だった。

「何か、ここ通るの嫌なんだけど……」

　神社の鳥居を前にして、ティーリは立ちすくんでそう漏らした。

　目の前には立派、とまでは言わないまでも、しっかりとした作りの鳥居があった。

「そう言えば……」

　確か、この鳥居は悪魔に対する結界代わりになってるんだったな。

　初めてここを通った時、ちょっとした衝撃を感じたのを覚えている。

　荒崎はティーリの言っている意味が分からず、首を傾かしげた。

　迂う回かいしようにも、階段の脇わきは整備されていないため、危険が伴う。

　それに結界が張り巡らされているのなら、鳥居の周辺にも似た効果があるかも知れない。

　迂う闊かつに足を踏み入れて、悪魔のティーリに傷を負わせられないだろう。

「何かあったの？」

「階段をのぼるのに疲れてしまったんじゃないでしょうか。情けない話ですが、私も少しだけ疲れてしまいました。もしよろしければ、私とティーリさんはここで待っていますので、お二人で行かれてはどうでしょうか？」

　それほど長くない階段だが、神楽かぐら坂ざかは機転を利かせ、そう荒あら崎さきに説明した。

「そうだな。じゃあおまえらはそこで休んでてくれ。すぐに戻る」

　二人を残し、オレは荒崎と共に鳥居をくぐった。

　少しだけ肌に刺さるような痛みが走ったが、表面に出すほどじゃない。

　悪魔化を抑えられてると言っても、やはり完全に人間に戻ったわけじゃなさそうだ。

「鮫さめ島じまくん？」

　一瞬立ち止まったことを不思議に思ったのか、荒崎が顔を覗のぞき込んできた。

「何でもない。行こうか」

「うん」

　二人で階段をのぼりきると、神社の境内が視界に入った。

　一度しか来たことはないが静まり返っていて、オレたち以外に来訪者は居ないようだった。

「ここに探し物があるかも知れないの？」

「その手がかりは、もしかしたらあるかもな」

　確かエリーゼとここに来た時は夜だったな。

　それで、導かれるまま、本殿の中に居る巫み女こに会わされたんだった。

　あの時の巫女が滞在しているかは分からないが、オレは本殿の中を覗いてみることにした。不在なら不在で、立ち去るだけだ。

　ひんやりとした扉に手をかけ、中に足を踏み入れると、背中を向け正座する女性が一人。

　こちらが言葉を発する前に、女性の方から話しかけて来た。

「お久しぶりですね」

　正座していたのは、かつてミカエルを憑ひよう依いさせた巫女姿の天使で間違いない。

　オレが訪れたことに驚いた様子はなく、むしろ来ることが分かっていたかのようだった。

「どうしてオレだってわかった」

「鳥居をくぐった時点で、誰だれがやって来たかわかるように出来ています」

「なるほど」

　結界は追い払う役目だけじゃなく、訪問者を知らせる役割も果たしているのか。

「知り合いなの？」

「一度だけな。と言っても、名前も知らないような関係だが」

「本日はどのようなご用件でしょう？」

「別に、あんたに用があったわけじゃない。何となく、来てみただけだ」

「そうですか」

　そこで互いに会話がなくなり、静寂な時間が訪れる。

「残念ですが、探し物はここにはありません」

　まるですべてを見透かしていたかのように、巫み女こは透き通った声でそう告げた。

「……おまえに、オレが探してるものが何なのか分かるってのか？」

　その問いに答えることはなく、巫女はゆっくりと立ち上がり振り返った。

「そちらはお友達ですか？」

「似たようなもんだ」

　わざわざただのクラスメイトだと、訂正することでもない。

「もしゆっくりしていかれるようでしたら、お茶くらいお出ししますが」

「必要ない。すぐに立ち去る」

　ここに来れば、気持ちに変化が訪れるかも知れないと思ったが、荒あら崎さきに巫女、二人の前では一人物思いにふけることも難しい。

「邪魔したな」

　立ち去ろうとするオレに、巫女は言葉を続けた。

「きっと探し物は見つかります」

　根拠なんてあるはずもないのに、自信を持ってそう答えた。

「だといいけどな」

　短くそう言い残し、オレはこの場から立ち去ることにした。

「えっと、よかったの……？」

「何が」

「その、もっとお話とかしたかったんじゃないかな、って。私が居たせいで、邪魔になっちゃった気がしたから……ごめんなさい」

「おまえは悪くない。あいつのあの見通したような態度が気に入らなかっただけだ」

「あの人、鮫さめ島じまくんが探し物してるって、知ってるみたいだったね」

　いくら天使と言えど、オレの考えまで見抜けるとはとても思えない。態度や仕草を見て判断したのならまだしも、最初、巫女は振り返ることすらしなかった。

　それともミカエルを憑ひよう依いさせる力を持つようなヤツには、心の中を覗のぞき見るような力でも備わっているのだろうか。

　だとしたら、ますます天使のことを嫌いになりそうだ。

「オレが探してる物がなにか、気になるか？」

「うん。気にならないって言ったら、さすがに噓うそになるよね」

　記憶がない荒あら崎さきには、オレが悩んでいる理由には、皆目見当もつかないのだろう。

　荒崎は天使と悪魔の争いごとに、巻き込まれた一番の被害者と言ってもいい。

　実際、一度死にかけたことを考えれば、間違いなく忘れた方がよい記憶だ。

　でも……。

　オレは、どうしても確認したくなってしまっていた。

　エリーゼと言う存在は確かにオレたちの傍そばに居て、行動を共にしていたんだと。

「……エリーゼ、って覚えてるか？」

「うん？」

　言葉の意味が理解できなかったのか、荒崎は聞き返した。

「エリーゼ、って？　ごめん、ベートーベンしか浮かばないかも……」

「だよな」

　やはり、荒崎の記憶からは、エリーゼのことは完全に消えてしまっている。

　一緒に買い物をしたことも、海に行ったことも、藤ふじ宮みやを探したことも。

　全すべてが無かったことになってしまっていた。

「もしかして、人の名前？」

　その答えにたどり着くまでの推察は、それほど難しくなかったのだろう。

「ああ。人の名前だ」

「外国の人……だよね？　もしかして、そのエリーゼって人を探してるの？」

「いや、それはない。エリーゼは凄すごく遠いところに住んでるせいで、会いに行くことは出来ないんだよ」

　空を見上げ、オレは眩まぶしい太陽に目を細めた。

「ただ……エリーゼのことで、気持ちの整理をしたかったんだ。連絡も取れない、会うことも出来ない。だから、足が宙に浮いたような中途半端な状態が続いてる。それを解決するための答えを求めて、探し回ってるところだ」

「気持ちの整理……」

　荒崎は、オレの戯たわ言ごとのような言葉を、しっかりと受けとめ聞いてくれていた。

「……鮫さめ島じまくんは、どうしてその人に会いたい、って思ってるの？」

「それは───」

「お願い、教えて？」

　どうしてこの時、オレは素直に答えようと思ったのだろうか。

　真剣に話を聞いてくれているから？　笑ったり、バカにしないから？

　本来なら、一番聞かせてはいけない存在に、オレは本当のことを口にしていた。

「……伝え忘れたことがあるんだよ。ひとつだけ。言いたくて、言えなかったことを」

　オレの言葉を聞いて、荒あら崎さきはどう思っただろうか。

　きっと、気持ちよく話を聞いては貰もらえてないだろう。

　もしかしたら、手伝いたいと言う気持ちは消え去っているかも知れない。

　それならそれで───。

「私にも協力させてくれないかな？　その、鮫さめ島じまくんの記憶の整理」

　オレは驚きを隠せないまま、視線を荒崎へと戻した。

　その表情にはやる気が満ちていて、とても嫌な気持ちを抱いているとは思えなかった。

「おまえには、何の得もないんだぞ？」

「そんなことないよ。鮫島くんの役に立てるなら、私は嬉うれしいよ？」

　心底そう思っているのか、疑うような余地はどこにもなかった。

「伝えたい気持ちを伝えられないって、凄すごく辛つらい。私も、分かるから」

「荒崎……」

　どうして、オレなんかだったんだろう。

　普通に他ほかの生徒に恋をしていれば、荒崎には幸せな毎日が待っていたはずだ。

　２年間も、苦しい思いをして過ごすことなんて、なかったのに。

「きっとお互い様だね」

　心の声を聞き取ったように、荒崎は苦笑いを見せた。

「そうかもしれないな……」

　心の問題は、他の誰だれにも解決することは出来ない。

　オレも荒崎も、厄介なものに、心を奪われてしまったんだろう。

「あれ？　じゃあ、もしかしてここは、そのエリーゼさんとの思い出の場所……だったのかな？」

「思い出？　そんな大そうなもんじゃない。ただ……一度だけ、一緒に来たことがある」

　エリーゼと出会った日、オレはエリーゼと共にここにやって来た。

　まだ悪魔だとか天使だとか、そんな非現実なことが半信半疑だった時だ。

　あの時、まさかエリーゼにこんな感情を抱くなんて思ってもみなかったが。

「エリーゼさんと、他に思い出の場所はないのかな」

「思い出の場所か……」

　そうは言っても、殆ほとんど家で過ごしたか、せいぜい買い物に行ったくらいだ。

　と、ひとつの情景が脳裏に強く浮かび上がった。

　真夏、太陽の下で一緒に歩いた砂浜。エリーゼの眩まぶしい笑顔。

「海……」

「海？」

「今年、おまえと海に行ったの、覚えてるか？」

「うん。私と鮫さめ島じまくんと、ティーリさん。それから───」

　そこで言葉が止まる。

「三人、で行ったんだっけ……？」

　荒あら崎さきの記憶から消えているエリーゼ、リズ、ルシオンの存在は出てこない。

　荒崎は引っかかる心のもやもやを抱えながら、額に手を当てた。

「おかしいな……。誰だれか、他ほかにも居た気がするんだけど……神楽かぐら坂ざかさんは、まだ転校してきてなかったし。渚なぎさちゃんとも、知り合ってなかったし……」

「海か……行ってみるかな」

「うん、行ってみようよ。少しは、気持ちも落ち着くかも知れないよ？　一人じゃ行き辛づらい場所だって、皆で行けば、少しは楽だと思うから」

　自分一人で海に行っても、気持ちは沈んだままだろう。

　だけど荒崎の言うように誰かと一緒なら、前を向けるかも。

　鳥居の前で待っていたティーリと神楽坂に合流し、オレたちは海に繰り出すことにした。
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　季節外れの海は、夏の喧けん騒そうがうそのように静まり返っていて、無人だった。

「何だか、ちょっと寂しい感じがするね」

　荒崎がそう言うのも納得ができる静寂。時折聞こえる音はさざ波だけ。

　荒崎と神楽坂は、波打ち際を歩き、遠くの海を眺めていた。

　オレとティーリは少しだけ離れたところから、その姿を眺める。

「人間界って不思議よね。季節の移り変わりって言うの？　前と同じ場所とは思えない」

「人が居ないから、ってのもあるだろうけどな」

「あんたが探してる物って……じゃないな。探してるのって、エリーゼ、でしょ？」

「…………」

「さすがに分かるわよ。そーいちろーとの生活も、長くなってきたしね。でも、エリーゼは天国に帰っちゃったんじゃないの？」

「オレが探してるのはエリーゼじゃない。あいつとの思い出だ」

「思い出……？」

「今日、どうしても気持ちの整理がしたかったんだよ。だから、ティーリや荒あら崎さきたちを巻き込む必要はひとつもなかったんだけどな」

「ふぅん……」

　風が吹き、ちくりと肌を刺した。

　ティーリの長い髪が風に流された瞬間、寂しげな横顔が目に飛び込んだ。

「あんたも、厄介なもんに恋したわよね」

「オレは───」

「付き合いが長くなってきたんだし、あたしだって鈍感じゃないんだから」

「そうか……。そうだな」

　オレも、ティーリのことは随分と学習させてもらった。

　悪いところも、悪いところも、悪いところも、良いところも。

「……居なく、ならないでよ？」

「え？」

「あんたは、あたしと家で暮らすの。ずっと、ずっと」

　袖そでを摑つかまれると、ティーリは深い瞳ひとみでオレを見上げて来た。

「勘違いだけはしないで。あたしが言いたいのは……その……。そーいちろーに……」

「そーいちろーに、あたしの家族に、なってほしい……」

　絞り出した声は、僅わずかに震えていた気がした。

　頰ほおを少しだけ紅潮させ、窺うかがうような視線でオレを見上げてくる。

「悪魔のあたしに、こんな贅ぜい沢たくは望めないかも知れないけど……」

「ほんとにな。おまえみたいなのを家族に迎え入れたら、すげぇ苦労するだろうな」

「う、うるさいわね」

「鮫さめ島じま」

「えっ？」

「鮫島ティーリ、ってのは、ちょっとな。ティーリって名前じゃ、人間界じゃ生活しづらいだろ。なんか、考えないとな」

「いい、の……？」

「仕方ないだろ。それも、オレの酔狂な人生のひとつだ」

「うん……。あたし、頑張る。そーいちろーの役に立てるように」

「たとえば？」

「家事手伝いを……あと１割くらい増やしてもいいし」

　たった１割増やすだけで、家族の一員になれるとでも思っているのだろうか。

　こいつの図ずう々ずうしさはほんと、一生治らないだろうな。

「家事は全部任せろくらい言えないのか？」

「それは無理」

　手の平でノーセンキューの合図。

「あーあ、役に立たない妹だな」

「は？　何であたしが妹？　どうみても姉でしょうが」

　その背、その精神年齢で、よくもまぁ姉だなんて言えたもんだ。

　街角アンケートを取れば満場一致でオレが兄として認められることだろう。

「おまえは妹だ。それで我慢しろ」

「うわー。こんなダメ兄貴を持ったあたしって、実は超不幸？」

「今すぐ鮫さめ島じま家から絶縁してやってもいいんだぞ？」

「あーはいはい。じゃああんたが兄貴でいいわ、あーあ」

　すげぇ不満そうだ……。

「って言うかさ、エリーゼとの気持ちに決着を付けたいなら、もっとストレートにしなさいよ」

「は？　何だよストレートって」

「家の近くの天使でもとっ摑つかまえて、天国からエリーゼを連れて来させればいいのよ」

　悪魔らしい実力行使だが、そんなことじゃ誰だれも喜ばない。

　そもそも、ルシオンのヤツから聞いた話じゃ、もうオレのことは眼中にないらしいしな。

「いいんだよ、このままで。もう、どうにかなる問題じゃない」

「弱気ね。仮にも魔将になる可能性がある男なら、びしっとしなさいよ」

「おまえにしちゃ、随分とフォローしてくれるんだな」

「仮にもあたしの兄を自称するんだったら、堂々とした男になってもらわないとね」

「堂々とねえ……」

「いっそのこと、天使の一人でも始末すれば、慌てて天国から飛んでくるんじゃない？」

　間違いなくルシオンたち率いる、天使たちがやって来るだろうが……。

　そんなこと出来るはずもない。

「あれ、携帯は？　電話かけてみたら？」

「あのな、だから通じないんだって」

「試してみたわけね」

「……まぁ。正確にはメールを送ろうとしただけだが。エラーで戻って来た」

　つまり、携帯はもう解約されてしまっている証拠だ。オレは携帯を取り出す。

「かけてみるわけ？」

「いや……」

　ティーリと正面から向き合って話していたら、少し心が軽くなった気がした。

　ティーリは背伸びして、オレの携帯画面をのぞき込む。

「今なら、ケリをつけられる気がした」

　オレは携帯からアドレス帳を開き、エリーゼの項目へと進めた。

　そして消去のボタンを選択し、電話番号とアドレスを消し去った。

「ちょ、ちょっと!?」

「これでいいんだよ。これで、前に進むことが出来るはずだ」

　ここで携帯電話を海にでも放り投げれば、ちょっとドラマっぽくて格好いいかも知れないが、そんなことをすれば色々出費がかさむので不可能だ。
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　浜辺を一通り歩いた後、オレたちは無人となっている海の家の前までやって来た。

　夏は人で溢あふれかえる海の家も、今はひっそりと静まり返っている。

「食べ物とか、残ってないわよね？」

「あるわけないだろ……」

　辺りを見渡して、ティーリは厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込む。どんだけ卑しいんだよ。

　仮に残っていたとしても、腐敗しきっていて、とても食べられたものじゃないはずだ。

「見つけても口にするなよ？」

「え？　食べ物見つけたら食べるに決まってるじゃない。前に言わなかったっけ？　あたしの身体からだは毒とか腐ったものにも強いから平気なの。エコなの。分かる？」

　それをエコと言っていいのかは分からないが、あまり羨うらやましくない話である。

「腹を壊さないとして、腐ったもん食いたいのか？」

「そりゃ、アイスとかケーキとか、肉とかの方が嬉うれしいけど。少なくとも食べられないよりはマシじゃない？」

　地獄で生き抜いてきただけあって、その辺りの考えかたは逞たくましい。

　食事に文句を言うことはあっても、好き嫌いで食べなかったことは一度もなかったな。

　嫌いな食べ物、なんてものは存在しなさそうだ。

「ねえ……鮫さめ島じまくん。今年の夏、ここでアルバイトしてたよね……？」

　そんなオレたちのやり取りは耳に入っていなかったのか、荒あら崎さきもまた、違った思いを持ちながら無人となった海の家を見ていた。

「今年だけじゃなくて、毎年やってるけどな。それがどうかしたのか」

「もしかして、エリーゼさんって人も、ここで働いてたり、した？」

「え？　あ、ああ」

　やはり荒崎の中には、微かすかにだがエリーゼが残っているんだろう。

　店の中をジッと見つめて、必死に思いだそうとしているようだった。

　少し迷ったが、オレは荒崎に事実を話すことにした。

「ここで売り子をしてた。妙に目立つ姿のせいで、例年になく注目を集めたもんだ」

　誰だれよりも優しく、誰よりも明るく、そして綺き麗れいだった。

　一生懸命狭い海の家を歩き回り、沢山のお客さんから注文を取ってたっけか。

　強く脳裏に焼き付けたはずなのに、どうしてもエリーゼの顔が、はっきりと浮かばない。

　人と目を合わせない自分の癖が、ここに来てもどかしいと感じた。

　もっとしっかり見ていれば、エリーゼを思いだせたかも知れないのに。

「そうなんだ……」

　荒崎は短く答えた後も、静かに店の中を見つめ続けている。

　何を考えているのだろうか。無性に知りたいと思ってしまった。

　記憶の片隅にでも、引っかかっていてくれたなら、と思っている自分がいた。




「私は───エリーゼさんを、知ってる、のかな？」

　思いがけない、荒崎からのそんな言葉にオレは驚いた。

「ごめん。変なこと言ってるよね。私、知らないはずなのに。だけど、鮫島くんの他ほかにもう一人居た気がするの……でも、だとしたらどうして覚えてないんだろう……」

　かみ合わない記憶に、少しだけ錯乱する荒崎は、答えを求めるようにオレを見た。

「それは……」

　オレは言葉に詰まり、どう答えていいか分からなくなった。

　記憶を消されたんだと言ったところで、意味が全く分からないだろう。

　それに余計な不安を与えることになるから、真実を教えることも叶かなわない。

　だから、痛む心を騙だまして噓うそをつくことにした。

「おまえとエリーゼは会ったことなかったはずだ」

「そっか。私の勘違いだね。ごめんね、突然変なこと言って」












「気にしてない」

　それに悪いのは荒あら崎さきじゃない。それに、記憶を消した天使側でもない。

　余計な記憶を捨てることで危険から守られるのなら、それは正しい判断だ。

　けしてルシオンたちを責めることは出来ない。

「少し冷え込んできましたね」

　神楽かぐら坂ざかは沈んでいく夕日を見ながら、そろそろ切り上げ時だと促す。

　確かに１時間も２時間も、うろうろとする場所じゃないな。

「帰るか」

「でも……もういいの？」

「ここに来ただけで、十分価値があった。付き合ってくれてありがとな」

「ううん、私は何もしてないし。ちょっとでも役に立てたんなら、いいんだけど」

　ちょっとどころか、大きく役に立った。

　やっと、エリーゼが居なくなったことへの実感が湧わいてきた気がするから。

　今まではどこか、まだ会えるんじゃないかって楽観視してる部分があった。

　ルシオンのように、ひょっこり現れると考えていたんだと思う。

　でも、それはきっとない。

　この無人になった海の家のように、もう誰だれも訪ねてくることはないんだ。

「あれ？　ティーリさんどこに行ったのかな？」

「そう言えば……」

　さっきまで傍そばに居たのに、すっかり姿が見えなくなっていた。

　振り返ると、波打ち際まで歩いていて、ジーッと地平線を見つめていた。

　そしてティーリを見つけた荒あら崎さきもまた、ジーッとその背中を見つめる。

「私、嫌われてるかな……？」

「え？　なんだよ急に」

「知り合って数か月だけど、全然話したことないって言うか。会話らしい会話って、一度もしたことがないんじゃないかなぁ」

「あいつは元々、人付き合いは良い方じゃない」

　まともに会話が成立する奴やつを探す方が大変だ。

「でも……。やっぱり仲良くなりたいな。近くにいるんだし」

「近くねえ」

　確か荒崎には、ティーリのことは遠い親しん戚せきって伝えてたんだっけか。

　ずっと一緒に暮らしてることは少しくらい疑問に思ってるかも知れないが、恐らく個人的な事情だと思ってくれているだろう。

「荒崎を嫌ってるわけじゃない。それは大丈夫だ」

「本当に？」

　ティーリに嫌われたくらい、平気そうなもんだが、荒崎は嬉うれしそうに聞き返してきた。

「ああ。と言うか、どちらかと言えば親しい方だ」

　友達らしい友達が居ないティーリにとって、荒崎、神楽かぐら坂ざか、渚なぎさ辺りは大切な友達になることが出来るはずだ。

　荒崎が望んでくれるのなら、ティーリにとって願ってもない話だろう。

「仲良くしてやってくれ、これからも」

「うん。もっと沢山お話しできるようになるね」

　誰にでも分け隔てなく接することが出来る荒崎の優しさが、如い何かに大きくて大事なことであるか、きっと近いうちにティーリにも分かる日が来るだろう。
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「ほんとに忘れてるのね。エリーゼたちのこと」

　荒あら崎さきたちの背中を見送った後、ティーリがぽつりと漏らした。

「ああ。今日は偉かったな、余計なこと言わなくて」

「バカにしないでよ。それくらい、今のあたしになら楽勝だって」

　今の、と付けたところに、思わず感心した。

　それは過去の自分だったなら、抑えきれず暴露していた、と言うことだ。

「いっそ、自分も記憶が無くなってたら、とか思わない？」

「確かに記憶が無ければ、いちいち悩むこともないんだろうけどな」

　それでも、思い出が全すべて水泡に帰すのは……その人が存在したことを否定することのようで、自分から望むことはしたくなかった。

「オレは今のままでいい。ある程度、気持ちもすっきりしたしな」

「それならいいけど……」

　ティーリと二人、並んで家の前まで戻ってくると、玄関先に立ち尽くす天使の姿があった。相変わらず場違いなフードを被かぶっていて、素顔はよく見えない。

「悪いな、ちょっと出かけてたんだ」

「……構わない。すぐ始めよう」

　流石さすがにここで、ってわけにもいかないので、家の中、玄関口で行うことにした。

「あたし戻ってる」

「そうだな」

　余計な文句こそ言わないが、やはり天使との無駄な接触は避けたいようだ。

　ティーリはそそくさと家の中に入り、天使から距離を置く。

「悪魔を連れての外出は、極力控えてもらいたい。もし出かけるのなら、事前に連絡を貰もらえれば行動しやすいのだが」

「いちいちそんな面倒なことしてられるかよ。勝手に判断してついて来い」

「微弱とは言え、悪魔と接する時間が増えれば増えるほど、人間はその影響を───」

「耳にタコが出来るくらい聞き飽きた話だ。やめてくれ」

　言葉を遮るように、手で払う仕草を見せると天使は黙りこんだ。

「手早く済ませてくれ」

　受け答えはせず、天使はいつものように目を閉じてぶつぶつと呟つぶやき始めた。

　ところが、いつもなら終わるであろう時間になっても、男は念じることをやめず、手を握りしめたまま離さない。

「あんたも毎日毎日大変だな」

「…………」

　作業に集中しているのか、それともオレと話もしたくないのか、男は答えない。

　つくづく、こういう天使と一緒になると、エリーゼの特異さが目立つな。

　どいつもこいつも、悪魔と名のつくものには敏感に拒絶反応を示す。

　こちとら悪魔の可能性があると言われてるだけで、今は立派な人間だ。

　それとも天使たちにとっては、人間も避けるような対象なのだろうか。

　それ以後、オレは話しかけることはせず、黙って耐えていた。

　ところが、そこから更に２分ほど待っても終わらない。

「もういいんじゃないのか？」

「……そうだな」

「今日はやけに手間取ったな」

「何でもない。時間を取らせた」

　フードを正すと、男は足早に立ち去って行った。

　熱が引いていく自分の手を、オレは一度見つめる。

「特に変わった様子はなかった、よな？」

　手間取っていた以外、いつもと違うところは感じられない。

　男の様子は気になったが、追いかけて問いただすほどではないと判断し、家に戻った。





○放課後ラプソディ







　期末テストが来週にまで迫っていた、週末の金曜日。吹き込む冬風に凍える生徒たちは、すっかり窓を締め切り、身を縮こまらせながら放課後を迎えた。

　終業のＨＲホームルームが終わると、女子生徒の中にはすぐさまスカートの下にジャージを穿はく者もいた。見栄えは悪いがそれを止めることは誰だれにも出来ない。

　この寒さの中で半ズボンになれと強要されたら、男子でも大半は嫌だとごねるだろう。

「では帰りましょうか」

「そうだね」

　目の前では、荒あら崎さきと神楽かぐら坂ざかが、一緒に帰るために荷物の整理を行っていた。

　荒崎は寒くてもジャージを穿く素振りは一切ない。

　教師も大目に見ているが、厳密にはスカートの下にジャージを穿くのは校則違反だ。荒崎がそれを破る真ま似ねは絶対しないだろう。

　神楽坂も、規則を破って穿くわけにはいかないと考えているのか、あるいは最初から穿こうとも思っていないのか、素足を惜しげもなく晒さらしている。

「どうかしましたか？」

「別に」

　悪魔と同化していることが理由か、神楽かぐら坂ざかは鋭い一面を覗のぞかせ、オレが観察しているのに気付いたようだった。

「気を付けて帰れよ」

　誤魔化すための他愛もない一言のつもりだったが、二人は目を丸くした様子だった。

「鮫さめ島じまくんが、私たちの心配を……？」

「これは、明日は雪が降るかも知れませんね……」

「おい……」

　どうやら二人はオレに相当失礼なイメージを持っていたようだ。

　しかし、言い逃れのための適当な言葉とは言え、心配したようなセリフが出て来たのは、自分でも少し意外だった。

「いつまでもボーっとしてないで、さっさと帰れ」

　この場の空気に耐え切れず、追い払おうと思ったが、どうにも効き目が無い。

　最近の荒あら崎さきは、めっきりオドオドしなくなったな。

　前は一ひと睨にらみしただけで、小こ鹿じかのように震えていたってのに。

「ねえ、良かったら一緒に帰らない？」

　怯ひるむどころか、一緒に帰らないかと誘われてしまった。

　どうしてこうこいつは……。

「いや、オレは……」

「何か用事でもある？」

　そういうわけじゃない、と言うセリフはグッと吞のみ込んだ。

　先日、荒崎はオレの記憶整理に進んでついてきて、結果手助けをしてくれた。

　もし荒崎が居なければ、今みたいに軽くなった心持ちではいられなかっただろう。

　なら、帰りの誘いくらい受けてもいいんじゃないだろうか？

「って落ち着けオレ……」

　拾われない程度の小声で自分に突っ込んだ後、己が冷静になるよう諭す。

　学校から帰る、つまりそれは下校と言うことだ。

　下校に女子生徒（それも二人）と並んで帰ることが、どれだけ注目を浴びるか。

　一緒に弁当食ってんだから大したことないだろうと思うかも知れないが、アレはまだ閉鎖的な環境だったから、世間の目って意味じゃ控えめだった。

　クラスメイトの連中には半ば荒崎と仲が良い？　と思われ始めていた部分もあったし。

　が、こと下校においてはそれの比ではない。

　不特定多数の生徒に目撃されるだけではなく、下手すれば他校の生徒にまでそれが波のように広がっていくかも知れない。

「……考え過ぎだな」

　極大まで妄想したものの、そこまで酷ひどいことにはならないだろう。

「ただ帰るだけだぞ？」

　一応念を押す。

「うんっ！　それで全然いいよ！」

　嬉うれしそうに、少し飛び跳ねて喜びを表現する荒あら崎さきの姿に、気恥ずかしさを覚えた。

　こんなどうしようもないヤツと帰れることが、そんなに嬉しいのかよ、と。

　そしてそんなオレと荒崎を見て、神楽かぐら坂ざかが小さく笑う。

「なんだよ、その笑いは」

「すみません。その不器用さを、他ほかの人も理解してくれればいいのにと思ってしまって」

　なんだその不器用さって。

　オレには神楽坂の言いたいことがよく分からなかった。

　神楽坂もそれ以上話すつもりはないのか、鞄かばんを手に持ちこう言った。

「いきましょう、鮫さめ島じまくん」

　二人の少し後ろについて、廊下へ。

　案の定、教室の一部の生徒から視線は貰もらったが、それほど強いものは感じなかった。

　廊下に出ると、一層喧けん噪そうは大きくなり、生徒の数も続々と増えていく。

　前を歩く二人と歩いていると、明らかに目立ってしまうが、あくまでもオレは一人で帰っていると装うことで、ある程度視線を緩和することが出来る。

　ぼっちで生き抜いてきたオレならではの、テクニックと言うことだ。

「鮫島くん、どうして後ろを歩くの？」

　そんなオレのテクニックを水に流すような発言を、振り返った荒崎が言う。

「テレてるんですよ」

　いや、そんなことはない。

　そこだけは否定しようと思い、一歩前へ出る。

　それが荒崎に勘違いされ、隣に並ぶものと思われたようだ。

　自分から大きく動き、オレを挟むようにして荒崎と神楽坂が並ぶ。

「お、おい」

「いいじゃないですか。一緒に帰るとは、本来こういうものですし」

　だとしても、これはまずい。

　そう思った矢先、男女問わず視線が集中しだした。

　睨にらんでみたところで、女子二人に囲まれていては睨み効果も半減だ。

　早歩きして二人を抜こうと思ったが、神楽かぐら坂ざかは意地悪く鞄かばんでそれを阻止する。

「……おまえはオレに喧けん嘩かを売ってるのか？」

「さあ、どうでしょうか？」

　からかうように返され、上う手まく流されてしまう。

　くそ、さっさと学校から出なければ。

　思えば思うほど、二人の歩みはゆっくりで、気持ちだけが空回りする。

　何でこう、女子ってのは歩くのがゆっくりなんだろうな。

　当たり前のことにも、この時は頭が上手く回らなかった。
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「待ってたぜえ！」

「げ……」

　玄関口まで降りてくると、下げ駄た箱ばこの前で仁王立ちする藤ふじ宮みやがいた。

　何が嬉うれしいのか、ガハガハと品なく笑っている。

　こんな寒い日にも、暑苦しさがムンムン出ているのは、ある種の才能だな。

「今日こそはテメェと決着を付けてやる、顔を貸せ！」

「あ、そうだ。帰りにスーパーに寄ってもいいかな？」

　と、藤宮の登場に動じず荒あら崎さきはそんなことを切り出した。

　藤宮がオレに話しかけてるとは思わなかったのか、気にした様子がない。

「私は構いませんが、鮫さめ島じまくんはどうですか？」

「スーパーか……」

　気乗りはしないが、オレもスーパーには寄りたいと思っていたし、断る理由は無い。

　わざわざ別れて引き返すのもバカらしいしな。

「行くならすぐ行こうぜ。遅くなると目立って仕方ない」

「まだ視線が、気になりますか？」

「学校とは違ったもんがあるからな。おまえらと一緒じゃ尚なお更さらだ」

「気にしすぎですよ。自然にしていれば目立つことはありませんよ」

　それが、大人しくしてても目立つんだよな。

　前髪に少し触れる。赤い髪ってのは、人を引きつけ過ぎる。

「それに───油断も出来ないしな」

「油断、ですか」

　神楽かぐら坂ざかはよくわからないと首を傾かしげた。

　荒あら崎さきに聞こえない程度の声を出して油断の意味を伝える。

「悪魔だ。荒崎を巻き込みたくない」

　それで理解したのか、神楽坂は笑ってみせた。

　普段、荒崎と仲良く行動を共にしている神楽坂だが、こいつも悪魔の魂を持つ者として下手したら狙ねらわれることだってある。

「おまえは気にならないのか？」

「私は元々、そういったところには無む頓とん着ちやくなので」

　そんなことは普段気になることはないらしい。

　確かに、神楽坂は人目を気にしたりして、困ったり慌てる様子を見せたことがない。

　いつも落ち着いていて、淡々としている印象だ。

「それに、頼りにしていますから」

「頼りって、オレをか？」

「はい。私が困った時には、助けてくれると思っています」

「勝手に頼るな」

「では見捨てられてしまいますか」

　そんなことを聞いてくるな。直接どうこうは、言いづらい。

「気が向いたら助けてやる。気が向いたらな」

「はい。では気が向くことを期待しています」

「ただ一つ、荒崎だけは危険な目に遭わせないようにしてくれよ」

「もちろんです」

　そこは神楽坂も信念を持って決めているのか、即答した。

「ん？　今私の名前呼んだ？」

「何でもない」

　少し話が聞こえてしまったのか、荒崎に聞かれたので誤魔化した。

　会話を中断させ、靴を履いて校舎の外へ。

「待て待て待て待て！　俺様を無視するつもりか！」

　慌てて靴を履きながら追いかけてくる藤ふじ宮みや。

　荒崎と神楽坂は、今藤宮の存在に気づいたようだ。

　どうやらオレが話しかけられているとは思わなかったらしい。

「確か藤ふじ宮みやくん、でしたね。鮫さめ島じまくんに用があるみたいですよ」

　オレはない。というか、不必要に藤宮と関かかわりたくない。

「おい鮫島呼んでるぞ」

　隣を横切ろうとした生徒の肩を捕まえる。

「えっ。ぼ、ぼくは鮫島じゃ───」

　慌てふためく生徒を後しり目めに、オレはそそくさと歩き出した。

「待て鮫島！　どうしてこの俺様から逃げる！　臆おく病びよう風に吹かれたか！」

　響き渡る声に、生徒だけでなく通りすがりの教師までもが呆あきれかえる。

「オレは今日こいつらと買い物の約束があるんだよ。また今度にしてくれ」

「その約束は今したもんだろうが！　俺様の方が先に声をかけただろ！」

「こういうのは順番じゃないんだよ。優先順位の問題だ」

「じゃ、じゃあ俺様の優先順位はどのくらいなんだ」

　藤宮の優先順位？　とりあえず、思いつく限りの知り合いで想像してみる。

　一番に持ってくるとしたら、一番の顔なじみであるティーリだろうか。

　そしてその次に荒あら崎さき、神楽かぐら坂ざかと来て、渚なぎさ。後は名前も知らないクラスメイトやら近所のおばちゃんに、スーパーの店員と続く。とすると、藤宮の優先順位は───。

「最後だな。誰だれもオレに用が無い時だけ付き合ってやるよ」

「ぐっ！」

　自分がバカにされてることくらいは感じ取ったのか、藤宮の額に青筋が走る。

「上等だゴラァ、俺様の怖さ思い知らせてやる」

　拳こぶしの骨を鳴らしながら、一歩前に歩み出る。

「ごめんなさい……私が、鮫島くんに余計なことを言ったから……」

「な、なに？」

　険悪な空気になりつつあった場で、荒崎が藤宮に頭を下げた。

「鮫島くん。私のことは気にしないで、藤宮くんの用事に付き合ってあげて」

　少し寂しそうにそう言ったが、荒崎は笑顔を保っていた。

　そんな姿を見て、ただ一人罪悪感に包まれていくのは藤宮だった。

「……あぁ!?　しまった、俺様はこの後他校に乗り込むんだったわ！　すっかり忘れてたわー！　くそ、急ぐか！」

　わざとらしい、というかあからさまな噓うそをついて、その場を離れていく。

「追わなくていいんですか？」

「追う理由が無い。これっぽっちも。荒あら崎さきみたいな世話を焼くなよ」

「差し出がましいとは思いますが、友達は大切にした方がいいと思いますよ」

「あんな奴やつ、友達じゃねえよ」

　これは、オレが藤ふじ宮みやを好きとか嫌いとか、そういう問題だけじゃない。

　オレなんかが誰だれかの友達だと名乗ることが、厚かましいって話だ。

「またネガティブな想像ですか？」

「どうだかな」

「私は相性が良さそうに見えますよ？　藤宮くんとは良いお友達になれるんじゃないでしょうか。桃もも恵えさんはどう思いますか？」

「私は藤宮くんのことはよく知らないけれど、神楽かぐら坂ざかさんの言うように、鮫さめ島じまくんとは波長が合うかも知れないね」

　オレと藤宮が、波長が合う？　おいおい、冗談にしてはつまらなすぎるだろ。

「今にも死にそうな顔をしていますね……」

　どんな勘違いをしたのか、藤宮と相性が良いと言われたら、死にそうにもなる。

「万が一、藤宮と合ったとしても、願い下げだな」

「友達を選ぶような身分では無いと思うのですが」

　神楽坂の奴、悪魔との同化が上う手まく行きすぎてて、毒舌になってないか？

　荒崎は毒舌神楽坂の傍そばにいるのに、驚いた素振りを見せない。

「桃恵さんには、私の素を十分理解してもらっていますから」

「あはは。神楽坂さんって、意外と厳しいことをズバッと言う人なんだよ」

　毒舌なことは、しっかりと把握したうえで付き合っているらしい。

「おまえも大変だな」

「ううん、私は神楽坂さんといる時、凄すごく楽しいよ。それに、私は今のところ神楽坂さんに厳しく言われたことはないから」

「安心してください。桃恵さんに厳しく言うことはありませんから」

　随分とはっきり言い切るんだな。それだけ荒崎を認めている証拠にもなるか。

「藤宮くんのどこが気に入らないのですか？」

　話は終わっていないのか、神楽坂は詰め寄るように問いただしてくる。

　先日も渚なぎさに似たようなことを聞かれたが、周囲には本当に合ってるように見えるのか？

「どこが気に入らないって……。暑苦しいだろ、まず第一に」

「確かに、少々語気が荒かったりする部分はありますね」

「あと声もうるさいだろ」

「それは……あるかも知れないね。結構、その、目立ってるところあるし」

　二人とも控えめな表現だったが、結局のところ不良ってレッテルがマイナスってことだ。

「不良には不良が似合ってるって理由だったら、安直すぎるだろ」

「そんなつもりで言ったわけじゃありません。共通点が多いとは思っていますが」

「不良ってところ以外、共通するところなんて一つもねえよ」

「桃もも恵えさんはどう思いますか？」

「私も……ちょっとだけ、似てるところあると思うな。具体的にどこが、って聞かれると難しいんだけど。そう感じる部分はあるの」

　藤ふじ宮みやと同列に扱われる自分自身としては、是非とも具体的にお聞かせ願いたい。

　叶かなうなら改善して、全く違う人間になれるよう心掛けるつもりだ。
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　特売セール、と言う売り文句に負け購入した、ビニール袋いっぱいのブロッコリーを手に、ちょっぴりスキップ交じりに自宅を目指す。

「それにしても鮫さめ島じまくん。中々新鮮ですね」












「新鮮？」

　神楽かぐら坂ざかからの奇怪な発言に首を傾かしげた。手にしたブロッコリーのことを指しているとも思えないが。

「まるで主夫のようだと思いまして」

　そういうことか……。こっちだってこんなみっともない姿を見せたいわけじゃない。

「腐らせないようにしないとダメですよ？」

「そんなこと言われるまでもない。こっちは１円２円のせめぎ合いをしてんだからな。そうじゃなきゃ、こんな買い方はしねえよ」

　荒あら崎さきは夕食のための材料を買い込んでいて、同じように手荷物はいっぱいだが、神楽坂は何も買わなかったのか手ぶらだ。

「鮫さめ島じまくんは自分で作るもんね。凄すごく偉いと思うよ」

「おまえだって自分で作るんだから、変わらないだろ」

　むしろ、オレは手抜きしてやり過ごすことも多い分、荒崎の方がしっかりしていそうだ。

　勉強ひとつとっても全力で取り組む姿勢を見ていれば、料理だって同じ事だろう。

　角の交差点で、荒崎と神楽坂は立ち止まった。ここが二人との分かれ道だ。

「それじゃあ、私たちはここで」

「また明日ね、鮫島くん」

「ああ」

　言葉を交わし別々の道へ。そして二人の姿が見えなくなった後、一度立ち止まって携帯を取り出すと、時刻を確認した。

　午後５時46分。思ったよりも時間を使ってしまったらしい。

　誰だれかと一緒に居ると退屈はしないが、時間の流れが速くて驚かされる。

　自分一人での買い物だったら、まだ５時を過ぎたばかりだっただろう。

「さっさと帰って飯の準備をしないと、ティーリの奴やつが暴れだしかねないな」

　再び歩き出してから少しして、前方に塀へもたれ掛かる男の姿が目に飛び込んできた。

　スルーしようと思った矢先に話しかけられる。

「少しはマシな顔つきになったようだな」

　オレの表情を見て、ルシオンがからかうように言った。

「……おまえか。前々から神出鬼没だとは思ってたが、こんなところにまで現れるなんて、ひょっとしてオレは監視されてるのか？」

「貴様は最重要人物だからな。常に見張られていると思った方がいいだろう。そう、例えば昨日の夜、貴様がエリーゼを想像しながら卑ひ猥わいな行為を一人行ったことなどお見通しだ！」

　指先を、オレの鼻先に突きつけ、かっこよく決めポーズを取る。

「適当言って楽しいか？」

　冷静に返すと、ルシオンは更に勢いをつけ、指先を突きつけて来た。

　微かすかに爪つめの先が鼻に触れる。

「今のは貴様を試したのだ。どうやら、エリーゼで卑ひ猥わいな妄想はしていないようだな。人として見損なわずに済んだぞ」

　指でも折ってやろうかと思い手を伸ばすと、それを見越していたのか、ルシオンは素早く後方へと距離を取った。

「甘いわ。貴様の考えなど、お見通しなのだ」

　付き合いが長くなったことで、どうやらこちらの行動は読まれていたらしい。

「で……こんな下らないコントするために来たのか？」

「その通りだが？」

　天使ってのは、思っていたよりもずっと暇を持て余している種族らしい。

「帰る」

「待て。折角の機会だ、私も家まで同行しよう」

「……どんな機会だよ」

「良いではないか。貴様と、ティーリにも話があるのだ」

「話？」

「これからの方針が正式決定した。とだけ今は言っておこう」

　立ち止まっているのも時間の無駄なので、歩きながら話に耳を傾ける。

　ルシオンもほぼ並行して歩きながら話を続けた。

「ティーリ抜きってわけにはいかないのかよ」

「不本意か？」

「出来ればあいつには、天使だの悪魔だの、そういう話はもう持ち込みたくない。人間界で生きていくのなら、人間として扱っていくのがいいだろ」

「その気持ちを持つことを否定はしないが、ティーリが悪魔であると言う事実は一生変えようのない話だ。どれだけ人間に近づこうとも、悪魔は悪魔なのだ」

　実に天使らしい考え方だ。そこを突っついてもこいつの考えは変わらないだろう。

「言いたいことが分からないほど、私は愚鈍ではないぞ。案ずるな、今回の件で、おまえたちの身辺には大きな変化が訪れるだろう」

「それは良いニュースって解釈と取っていいんだろうな？」

　受け取り方によっては、事態が悪化するとも取れる。

「ふっ。それは貴様次第、だろうな」

　含みのある言い方が気に入らなかったが、とりあえず話を聞くしか選択肢はないだろう。

　ルシオンと家に戻ろうとして、ひとつだけ聞いておきたいことを思い出した。

「あんたに確認しておきたいことがある」

「安心しろ。記憶が消える前の桃もも恵えに性的な悪戯いたずらはしていない」

「当たり前だろうが……」

　むしろ、そんな話をされると悪さをしたんじゃないかと疑いたくなる。

「してないぞ？」

　胡う散さん臭くさい。まさか、こいつ本当に荒あら崎さきに……。

「さすがにイケメンの私とは言え、それは非人道的行為だ。安心しろ」

　やはり胡散臭い。

　聞けば聞くほど、言い訳のように聞こえてくる。

　ルシオンも説明していて、深みに嵌はまっていることを感じ取ったようだ。

「もし私がそのようなことをすれば、ミカエル様の御怒りを買うだろう。それくらいのこと、貴様にも分かるはずだ」

　まぁ、天使が悪魔のような外道行為をするとも考えにくいが、こいつだからな。

　欲望の赴くまま、なんてこともある。

「私への信頼が感じられないのは、悲しい話だ」

　普段から信頼を損なう行動ばかりしていれば、そうなって然しかるべきだ。

「本当だろうな？」

「しつこい男だな貴様も。いい加減信じろ。せいぜい手を握ったくらいだ」

　おい……。

　セーフなのかアウトなのか、まさにセフトと言いたくなるギリギリラインだ。

「手を握って、ちょっとなでなでしたくらいだ」

　アウトになった。

「しょ、正直に話したのだから握にぎり拳こぶしを降ろせ。全く物騒な男だ」

「どっちが物騒なんだ、どっちが」

　後日荒崎には、丁寧に手を洗うよう伝えておいた方がいいだろう。

「しかしそんなことが聞きたかったとは、貴様もまんざらではないようだな」

「勘違いすんな。別にオレは荒崎を何とも思っちゃいない」

「なら、桃恵が誰だれに何をされようが気にすることではないだろう？」

　そりゃそうだが、少なくともルシオンの勝手は見過ごせない。

「貴様、やっぱり本当は好きなんじゃないのか？　ん？」

「絶対にない」

　はっきりと言い切る。

「間髪容いれずに答えたようだが……それは本心か？」

　覗のぞき込んできたので、堂々と受けてやる。

「……噓うそはついていないようだが」

「言っただろ。オレは───」

　そこで言葉が詰まる。

「オレは……？」

「うるせぇ。さっさと帰るぞ」

「途中で話を途切れさせるとは、男らしくない。一度言いかけたことは最後まで続けろ」

　ルシオンに話したところで、呆あきれられるのが落ちだ。

　無視して歩き出すと、ルシオンは立ち止まったままこっちを見ていた。

「置いていくぞ」

「未練がましい男はモテないぞ。いい加減エリーゼのことは諦あきらめるのだ」

　オレが吞のみ込んだ言葉を、知っていたかのように突きつける。

「うるせえよ。ほっとけ」

「愚かな男だ。……本当に」

　ルシオンは少し後を追うように、ゆっくりと歩き出した。
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「帰ったぞ」

「お帰り！」

　玄関を開けると、ドドドドっとティーリがリビングから走り寄って来た。

　真まっ直すぐ帰宅した時には、絶対に見られない反応だ。

「ほう？　これはまた、随分懐いたもんだな。まるで飼い主の帰宅を心待ちにしていた子猫のようではないか」

「なんであんたがそーいちろーと一緒に居んのよ」

「偶然聡そう一いち郎ろうと出くわしたのだ。是非家に来てくれと言われ、仕方なく足を運んだのだ」

「噓乙」

　ばさっとルシオンを切り捨て、ティーリは目を輝かせてオレを見上げた。

　そして腕を伸ばすと、二つのビニール袋をぶんどった。

「……何これ」

「ブロッコリーだ。良かったな」

　中にはブロッコリーしか入っていない。チョコもスナック菓子も不在だ。

　無数の緑黄色野菜を目にした途端、ティーリは目のハイライトを無くし、Ｕターンしてリビングに戻っていった。実に素直な反応である。

「食べ物の匂においを嗅かぎつけて来ただけだったか」

「帰りが遅いから、スーパーに寄ってると推測してたんだろ」

「なるほどな。そういうところは賢いではないか」

　ほんと、そういうところだけは、な。

「それにしても随分と同じ野菜ばかり買い込んだものだな。エリーゼもたまに同じような買い方をしていることがあったが、それにはどういう意図があるのだ？」

「特売セールって奴やつだ。同じ奴を大量に安く売ってんだよ」

「つまり貧乏な鮫さめ島じま家にとっては、日常茶飯事と言うことか」

「うっせぇよ」

「そんなに同じものばかりでは食卓が味気ないものになりそうだ」

　ルシオンの言うように、確かにこれだけのブロッコリー、消化しきるには一週間近く要することになる。そうすると、問題は少ない料理のレパートリーだ。このままでは毎日湯がいてマヨネーズを付けるだけの単調な食卓になってしまうことが簡単に想像できた。

　ここはひとつ、ブロッコリーを使った新しい料理を習得してみることにするか。

　靴を脱いでリビングに向かうと、リビングに大きく陣取られたコタツを見て、ルシオンは少し気け圧おされた。

「……何だこれは」

　日本の最重要文化財の存在を知らないとは、ルシオンもまだまだだな。

「つか、おまえ眠るの早すぎだろ……」

　１分前に玄関へと駆けこんだばかりなのに、コタツに戻ったティーリは既に夢の中に居るようで、スヤスヤと安らかな寝息を立てている。

「起きているときは口やかましいだけだが、実に可愛かわいらしい寝顔だな……。ふむ、ここは私の熱いチッスで目を覚まさせてやることにしよう」

　どれどれ、とティーリに自らの顔を近づけるルシオン。

　もちろんそんなことをさせるわけにはいかないので、襟首を摑つかんで引きはがした。

「何をするか」

　ルシオンは鬼のような形相で手を払いのけると、摑つかみかかる勢いで立ち上がった。

　い、いや、そんなに怒られると、オレが悪いことをしているような錯覚を受ける。

「起きろティーリ。そのまま寝てたら、こいつに悪戯いたずらされるぞ」

「うる、さいわねえ……むにゃむにゃ」

　耳障りと言わんばかりに一度手を払い、布団の中に顔を潜らせる。

　やっぱりティーリにコタツを与えたのは間違いだったかもしれない。

　只ただでさえ出不精なのに、コタツを手に入れてから、一層出不精に磨きがかかっている。

「これは、皆で暖を取る日本独自のアイテムと言うことか」

　納得が言ったのか、ルシオンは興味深そうに座り込むと、足を突っ込んだ。

「私は粗茶でいいぞ。身体からだが芯しんまで冷えている、激熱で頼む」

「人任せかよ」

「客人だぞ？　私は。もてなされるのは当然ではないか」

　自分からもてなせとほざく奴やつをもてなすほど、気分が悪いものはないが、勝手に寛くつろぎだしたので、仕方なく台所へ向かうことを決める。

「何もするなよ？」

　念のため釘くぎを刺す。

「私を信じるのだ。寝ている少女に悪戯などするわけがなかろう」

「……やっぱりおまえも来るか？」

　とても信じられなかったが、コタツから出る気配がなかったので足早に台所へ。

　それからルシオンのために一杯のお茶を用意してやった。

「ほら、ありがたく飲め」

「うむ。ではありがたく頂くことにしよう」

　お茶を飲み、程よい熱さだったのか、納得の頷うなずきを見せた。

「ちょっと飯の準備だけしてきてもいいか？　ティーリも寝てることだし」

「いいだろう」

「くれぐれも注意しておくが、余計なことをしたら殺すぞ？」

「殺すとは随分物騒だな。そんなにティーリのことが心配か。独占欲か」

「そんなんじゃねえよ」

　詰め寄ろうとすると、ルシオンは案ずるなと手で制した。

「たとえどれだけ悪魔が可愛かわいく美しくあろうとも、私には手出しなど出来ん。天使が悪魔と深く関かかわることは、即すなわち天使の死を意味するのだからな」

「天使の、死……？」

「身を焦がすような恋をしたところで、一生交われぬのなら意味はない。プラトニックな関係など、永遠には続けられないのだ」

　それは自分のことを話しているようで、まるでオレに語り掛けているようでもあった。

「ともかく余計な心配だと言うことだ。私には手も足も出せぬ」

「それにしちゃ、さっきはティーリの足に触ってたようだが？」

「交わることが出来ないだけで、ボディタッチくらいならば問題ない。恐らくおっぱいを触るくらいならば、問題ないだろう。どれ、触って検証してみるか」

「恐らくで自分の命を賭かけるつもりかよ」

「おっぱいにならば命を賭ける。それが男と言うものだ聡そう一いち郎ろう」

「あぁそうかよ……」

　これ以上相手にしていると頭が痛くなりそうなので、話を切り上げる。

　流石さすがのルシオンも、分ぶは弁わきまえているだろう。きっと。
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　レシピのホームページにでもアクセスしようと携帯を片手に台所に立った。

　一通り家にある調理器具を確認しようと思い、引き出しを開けてチェックしていくと、ふと目に飛び込んできたのは一冊のノートだった。

「こんなの、入れた覚えないぞ……？」

　そのノートを手に取り、めくってみると、そこには綺き麗れいな文字が沢山かき込まれていた。「これって……料理のレシピか……」

　料理の定番であるカレーや肉じゃがの作り方はもちろん、ビーフストロガノフやパエリアなどの作り方まで、料理本顔負けの豊富な種類が記載されている。

　すぐに、このノートの持ち主が誰だれだったか判明する。

「エリーゼだ……」

　オレたちに振る舞った料理や、その時の反応具合などまで丁寧にかかれていて、好みに合わせた味付けの工夫なんかもメモされていた。オレが好きな料理にも、しっかりとコメントがかき込まれている。

「こんなもの、残してたのか」

　エリーゼ自身忘れていたのか、それとも置き土産みやげだったのか、それは分からない。

　その場に立ち尽くし、オレは時間も忘れてノートのレシピやメモに目を通していった。

　部屋の片づけを始めたら、懐かしい漫画を見つけてしまって読みふけるような、そんな感覚だろうか。

　ページの後半には、未挑戦の料理も沢山載っているようだった。

　買い物に出かけて立ち寄った本屋で、たまに料理本コーナーで本を読んでいたエリーゼを思い出した。内容を記憶して、帰った後メモっていたのかもな。

　そう思うと、主婦と言うか、ケチ臭いと言うか。

「そんなところでも、負担をかけてた、ってことだろうな……」

　うちに金が無いことを重々理解していたエリーゼは、けして贅ぜい沢たくをしなかった。

　料理本を買ってくれ、なんてことを言いだすことがなかったのも、経済状況を把握していたからこそだろう。どこぞの小悪魔とは真逆だ。

「もしかしたら、ブロッコリーの料理なんかも、あったりしてな」

　更に読み進めていくと、緑黄色野菜に関連した料理の項目が顔を見せる。

　アスパラガスやほうれん草の項目、そしてその次にブロッコリーにたどり着いた。

「ブロッコリーのポタージュ。そんなのもあるのか」

　見つけたひとつの調理法で手を止める。家にある材料でチャレンジ可能そうだった。

「甘めに作れば、ティーリのヤツも喜んで飲むだろ」

　カップどころか鍋なべごとぐびぐびと飲み干すかも知れない。

「とりあえず作ってみるか」

　それほど難しい工程でもなさそうだしな。

　冷蔵庫や棚から必要なものを集めようと手を伸ばした時、一瞬視界が揺らいだ。

　そして背中に僅わずかな痛みを感じ、倒れそうになる身体からだを冷蔵庫に手をついて耐えた。

「……なんだ……？」

　痛みや眩暈めまいは一瞬で消えてしまったが、この症状には覚えがある。

　悪魔化の進行が進んだ時に、頻繁に表れていたと思われる状態だ。

「最近、全くなかったのにな……」

　幸いルシオンにその様子は見られていなかったようなので、平静を装う。

　もし迂う闊かつなところを見られでもして、現状に不審を抱かせたら厄介だ。

　オレは気のせいだと思うことにしてスープを仕込むことにした。
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「しかしこのコタツと言うのは、中々良いものだな……」

　夕食の仕込みを終えて戻ってくると、堕落しきった様子で机に上半身を倒すルシオンが居た。どうやらこいつもコタツの魔力にやられてしまったらしい。

　外見はどう見てもアメリカ辺りの外国人のため、コタツの絵には合わないな。

「食事の準備は済んだのか？」

「滞りなくな」

　ちらりと台所に視線を向けるルシオン。

　とりあえず、時間ができた今のうちに、話を聞くことにしよう。

「そろそろ本題を聞こうか。起きろティーリ」

「……起きてるわよ」

　横になっていただけで、目は醒さめていたらしい。のっそりと身体からだを起こす。

　ティーリは何な故ぜか、睨にらみつけるような怖い顔をしていた。

　随分不機嫌そうだな。

「どうした？」

　さっきまで何ともなかったはずだが。気になって理由を聞く。

「そのワケは、このバカアホカス天使に聞いたら？」

　ティーリはがしっとルシオンの髪の毛を摑つかんだ。

　普段ならルシオンも怒るはずだが、摑まれたまま俯うつむいていて動かない。

　まさか……。こいつ、懲りもせずに？

　ルシオンは、左頰ほおを隠すようにして俯うつぶせている。どうにも怪しい。

　オレは強引に首根っこを摑み、ルシオンの頭を持ち上げる。

　すると、左側の頰が赤く腫はれ上がっていた。それも鉤かぎ爪づめ状に。

「これはなんだ？　申し開きがあるなら聞いてやるぞ」

　ルシオンは少し目を泳がせた後、開き直ったように言った。

「これは……。そう、子猫にひっかかれたのだ。実に不運だった」

　ヒリヒリと痛んでいるであろう頰を押さえ、ルシオンは口を尖とがらせた。

「真相は？」

　ティーリに聞く。

「寝てるあたしの太もも、触ったのよ」

　どうやらオレの警告も虚むなしく、ルシオンは欲望に負けてしまったらしい。

「私が、ティーリのような貧弱な身体の女性に興奮するとでも？」

「するだろ」

　１秒にも満たない時間で突っ込みを入れる。

「やれやれ。あの程度のボディタッチはコミュニケーションのひとつだ」

　素直にセクハラを認めるつもりはないらしい。

「この変態、どうにかならないわけ？」

「残念ながら処置の仕様がないくらい手遅れだ。諦あきらめろ」

　荒あら崎さきと言いティーリと言い、こいつは女に見境が無いな。

「本当は私に触られて嬉うれしかったのではないか？　嫌よ嫌よは、好きのうちだとドラマで見たことがあるぞ」

　それはドラマの中だけの話で、現実では厳しい処罰を受ける犯罪行為だ。

「最低だなおまえ。いや、知ってたんだけどな」

「ほんとに最低よね。後でお風ふ呂ろ入って念入りに洗おうっと」

「どいつもこいつも、私を変態呼ばわり。ここは悪魔の巣そう窟くつか？　天国では私に触れられたくてうずうずしている女性で溢あふれていると言うのに」

　ルシオンにとっての天国が本当に存在するなら、絶対人間界には来ないと思うんだが。

「あーキモイキモイ。あたしから離れてくれない？　変態天使」

「ふんっ。確かに私はおまえの太ももに触った。しかし、それがどうしたと言うのだ？」

　追い詰められたネズミは、起死回生を狙ねらってか猫に嚙かみついた。












「男なら女の太ももに触りたいと思うのは自然の摂理だ。そこを否定すれば種の繁栄を否定することにも繫つながり、果てには日本で巻き起こっている少子化問題にも直結する。それがたとえ、魅力の薄いティーリの太ももであったとしても、触りたいものなのだ」

「……で、あたしにはこいつを殺す権利はあるわけ？」

　恐らく十二分にその資格はあるだろう。

　勝手にセクハラしておいて、被害者をおとしめる言葉が次から次へと出てくる。

「女も同じくだ。胸や太ももは男に触られるためにある。だったら触られたくらいでケチケチ言わず、素直に喜んでいればいいのだ。違うかっ！」

　あまつさえ女性蔑べつ視しかつシャレにならないセクハラを嚙かます。

　ティーリだから多少は大目に見るとしても、限度ってもんがあるだろ。

「あーダメ、あたしキレそう。生まれて初めてキレそう」

「それはウソだろ」

　一応突っ込んでおく。

　ともかく金輪際、こいつの前で無防備な少女を放置しないと心に誓っておこう。

「おほんっ。では聡そう一いち郎ろうも望んでいることだし、本題に移ることにしよう」

　この場の空気が突き刺さって痛かったのか、ネズミは逃げ出して話を切り出した。

「あたしは不服なんだけど」

　ガタガタとコタツが揺れる。

　そのたびにルシオンの表情が歪ゆがんでいるところを見ると、蹴けられているのか。

「落ち着け。セクハラだのなんだのと、今はそんなことを話している場合ではない！」

　ルシオンは怒るようにテーブルを叩たたいた。

　元々セクハラをしたこいつのせいでややこしくなっているんだが……。

　オレとしても面倒な話は片づけたかったので、渋々コタツに入り耳を貸すことにした。

「エリーゼ、リズを引き上げさせてから今日でおよそ２か月。その間、特に身体からだに変わった影響は感じていないか？」

「は？　まさかそんなことをわざわざ聞くために？」

「いいから答えるのだ」

　そりゃ、答えろと言われたら答えるが。

「ああ。全く問題ない」

　さっきの出来事を除き、と心の中で付け加えておいた。

「もう聡一郎は悪魔になることはないんじゃない？　ほら、家の近くに天使も住んでるし。最近は敵に襲われたりもしてないんでしょ？」

「確かに、最近は悪魔も大人しくしているようだが。それは何の保証にもならない。ある日突然、悪魔の大群が押し寄せてくることだってありうるのだからな」

「その問題はともかく、身体からだの方は異常なしだ」

　自分でも上う手まく装えた。事実今日までは、本当に異常などなかったのだ。

　しかし、ルシオンにはその言葉は真まっ直すぐ届いていなかった。

　暫しばらくの間オレの目を見つめた後、ゆっくりと口を開く。

「聡そう一いち郎ろう。残念だが表面上隠しても、天使には通じない」

「……どういう意味だよ」

「今、貴様には悪魔化の兆候がある、と言うことだ。違うか？」

　その言葉に驚いたのは、オレよりもティーリだった。

　思わず前のめりになって、確認してくる。

「そ、そうなの？」

「恐らく身体への異変も、多少なりあったはずだ」

「それは……」

　どうやらルシオンには全すべてお見通しのようだ。

　観念して、さっき起こった身体の痛みを申告することにした。

　それを聞いても、ルシオンは終始冷静なまま、むしろ当然と言った態度だった。

「ティーリの与える悪魔としての影響は、やはり大きな懸念材料であることに変わりはないようだ」

「ちょっと待てよ。その影響が出ないように、毎日天使が来てくれてるんだろ」

「そうよそうよ。あたしが悪いんじゃなくて、あの男が悪いんじゃないの？」

「天使から力を貰もらえば、オレへの影響はないんじゃなかったのか？」

　二人からのほぼ同時の質問に、間を空けることなく、ルシオンが答える。

「毎日、使いの天使が力を与えているからこそ、ギリギリで成り立っている危うい状態。それが実情だ。僅わずかな歪ゆがみで、その成り立ちは崩壊する」

「だが、今は成り立ってることは事実なんだろ？」

「……それも、もう限界に等しいがな。今日の異変が、その証拠だ」

　ルシオンは重たい口を開き、話し始めた。

「日増しに、聡一郎が必要としている天使の力が上がっている。今派遣している中位天使の力では、恐らくあと何回と経たたないうちに限界を迎えるだろう。一日中、身近で接しているティーリの存在は、それほど大きいと言うことだ」

　いつも無表情で訪ねてくる天使が、そんなに苦労してるとは思いもしなかったな。

　もしかすると話す元気すら、残っていなかったのかも知れない。

「あいつより上の天使を寄こすって手はないわけ？」

「彼は中位天使の中でも優秀な天使だ。それ以上を望まれても難しい。このような不測の事態に出向いている時点で、実力不足の天使を派遣するわけがないだろう？」

　こちらが思っているよりもずっと、天使側は必死にフォローしてたってことか。

「今の対策では、不測の事態には対応しきれないと判断するべきだろう」

「……何が言いたいわけ。またあたしを浄化するとか、そういうこと？」

「結論を急ぐな」

　慌てだすティーリをなだめるように、ルシオンは優しく諭した。

「もちろん、ティーリを浄化するべきだと言う意見が出たことも事実だが……。私もエリーゼも、それは避けるべきだと進言させてもらった」

「たまにはいいとこあるじゃない。見直したわ、１ミクロンくらい」

　それは全然見直しているうちに入らない。

「リスク面から、それは不適切だと判断したまでだ。万が一、強引にティーリを浄化すれば、その事実は聡そう一いち郎ろうにとって深刻な異常を来すと考えたからだ」

「何よ、その深刻な異常って」

　オレはすぐに話を理解したが、ティーリはピンと来なかったようだ。

「出会った頃ころのおまえたちならば兎とも角かく、今二人はある種家族のような絆きずなで結ばれている。それを割くような真ま似ねはただただ、大きなリスクしかないと言うことだ」

　段々とルシオンの話した意味を理解し始める。

「……ま、まぁ？　そーいちろーは、あたしのこと大切にしてるみたいだし？　あたしに万が一のことがあったら、魔将になって天使どもに復ふく讐しゆうするでしょうね」

　勝手に想像を膨らませて話すのはやめてもらいたい。

「別に浄化してくれてもいいんだぞ？」

「ちょっと。少しくらい心配しなさいよね！」

　浄化ってのは冗談だが、実際オレは、天使を憎むだろうな。

　そして、下手したら本当に復讐をするかも知れない。

「これは私たちが招いたミスとも言えるがな。早々に手を打っておくべきだった」

　確かにそうかも知れない。

　もしもエリーゼと出会ったタイミングでルシオンが訪ねて来て、上う手まいこと言いくるめられていたら、ティーリは既にこの世にはいないんじゃないだろうか。

　オレはティーリが浄化されたとも知らず、素直に記憶を消して日常生活に戻っていたはずだ。

　エリーゼが浄化の危険を教えてくれたし、ルシオンは何だかんだ、ティーリを守るべく行動していた。

「あたしって、今奇跡の流れで生きてる感じ？」

「常に一本のロープの上を、ふらふらと揺れながら歩いている状態だな。落ちたら谷底にまっさかさま。無事では済まないだろう」

「あたしってアゲマン？」

　そんな言葉、どこで覚えてきやがったんだ。そして使いどころは間違ってる。

「おまえの下した結論は？」

　今の状態では、オレの悪魔化を完全に阻止することが出来ない。

　だがティーリを浄化することも出来ないとなれば、打てる手立てはそれほど多くない。

「もはや二人の間柄を変えることが出来ない以上、こちらから歩み寄るしかない。つまり、中位天使をこの家に住まわせると言うことだ」

「……それは断っただろ」

　得体の知れない天使を家に住まわせることは、ティーリへ窮屈を強いるだけじゃなく、オレも満足に眠れない日々を過ごすことになる。

「残念だが、これは拒否することは出来ない。私の下した決定ではなく、ミカエル様がご判断されたことだ」

　ミカエルとは、ルシオンたちの上司にあたる偉い天使で、大天使の称号を持つ。

　恐らく天使たちの中でも１、２を争う実権を持った者だろう。

「もし、それでもオレが、オレたちが拒否したら？」

「そんなことにはならないと思っているが……。その場合の命令も既に下されている」

　他ほかの選択肢が用意されているってことか。

　だが、それをルシオンが口にしていないってことは……。

「何よ、その命令って」




「鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろう、及び小悪魔ティーリの記憶を抹消することだ。そして二人を引き離し、ティーリを浄化する。これがもう一つのプランだ」




　オレとティーリは、思わず目を合わせた。

　綱渡りしているティーリにとっては、ちょっとした判断が即、死に繫つながるってことか。

　半ば脅しのようだが、天使側にも手立てがないのが窺うかがえる。

「記憶そのものを消してしまえば、当面の安全は保たれるからな」

　それなら確かに、強引にだが事態の解決を図れる気がする。

　記憶が無くなってしまえば、怒りや悲しむ感情すら湧わくことはない。

「教えてもらいたいことがある。ちょっと腑ふに落ちないことがある」

「なんだ」

「ミカエルは今話した二つの選択肢を用意したわけだよな？」

　ルシオンが頷うなずく。

「そしてルシオン、あんたは前者の中位天使を同居させる案を推奨した」

「私だけではない。ミカエル様も同じお考えだ」

「それって変じゃねえか？　天使にとっちゃ、それでも大きなリスクだろ」

　記憶を消して、その間にティーリを浄化すると言う手は、非道だが効果的だ。

　荒あら崎さきや渚なぎさからエリーゼの記憶が消えている実情を見たからこそ、そう思う。

「オレとティーリのためを思って、ってのも考えたが、ミカエルはそんな玉じゃないとオレは思ってる。その理由が聞きたい」

　こっちの疑問を耳にしたルシオンは、少し鼻で笑った後、その質問に答えた。

「それが易やす々やすと出来るのならば、とっくに実行している」

「どういうこと？」

「もし、私が聡そう一いち郎ろうの記憶を消すと知れば、強く反発し、我々に対し牙きばを向けることになるだろう。記憶を消されまいとしてな」

　そりゃ、勝手に人の記憶を消しにくれば、もちろん抵抗を見せるだろう。

「黙って実行することも可能だが、結局のところ記憶を失うのは後々厄介なことに繫つながる。ティーリと言う記憶を消去する、それは即すなわち天使や悪魔の知識を根こそぎ奪うと言うことだ。悪魔がその事実を知れば、たちまち聡一郎を取り込もうと動き出すだろう」

　それが、ミカエルが前者の選択肢を選んだ理由か。

「それともう一つある。記憶の消去は出来ても、それが完全なものではないと言うことだ。人の記憶とは、単純な削除だけでは消しきれないものなのだ」

　荒崎が、記憶のどこかでエリーゼの面影を感じていることも、その一つなんだろうか。

「これで理解できたか？　私たちの考えが」

「一応はな」

　分かったのは、やはりミカエルは同情などで判断を変えるヤツじゃないと言うこと。

　そして記憶消去と言う選択肢は選びたくないが、天使との同居を拒むようであれば、それも辞さない考えを持っているということだ。

「不本意に感じる気持ちは分かるが、ティーリのためを思うなればこそ、この話は黙って引き受けるべきだと私は考える。違うか？」

　ここで、ルシオンの提案自体を退けることは簡単だ。

　だが、将来的に引き起こされる事象は、もう一つの選択肢から想像できる展開になってしまうだろう。

　オレは記憶を失い、ティーリは命を失う。

　そして悪魔たちに付け入る隙すきを与え、今以上に過酷な日々が待ち受ける。

「どうするティーリ。天使と同居するのはそんなに嫌か？」

「嫌に決まってるでしょ。物騒な天使を一緒に住まわせるなんて。でも……そーいちろーの記憶が消されるのはもっと嫌。だから、我慢してあげてもいいわ」

　ぎゅっと手を握りしめ、ティーリは折れる構えを見せた。

「聡そう一いち郎ろう、貴様はどうだ？」

「オレも胡う散さん臭くさい天使と住むのは嫌だが、むざむざ記憶を消されるのはごめんだ。かと言って天使と争っても不毛な戦いになるだけだろうしな」

　オレにどんな力が秘められてるかは分からないが、多勢に無勢。

　本気になれば始末することだって、出来るはずだ。

　それをあえて、ルシオンはこうやって対面で話してくれている。

　ここで噓うそをつくことも出来るだろうが、今そうする意味は殆ほとんどないだろう。

「天使側に出来る最大限、考えてくれての打診だったのか」

「ふざけてばかりいるわけではないぞ、私は」

　少し、見直さなければならないかも知れない。

　他ほかの天使たちだったなら、ここまでオレたちに真面目まじめに接してはくれなかっただろう。

「ちょっと、さっきからあたしの太ももにさりげなく触ってるの誰だれよ……！」

「聡一郎。貴様はコタツを利用して、何たる不届きな！」

　大体こういうときは、最初に大声を出したり擦なすり付けたりするやつが犯人だと決まっている。と言うか、さっき犯行を犯したばかりで、再犯か……。

「次に触ったら、指に嚙かみついて引きちぎってやる」

「だ、そうだぞ。気を付けた方がいいぞ、聡一郎」

　もぞもぞとルシオンはティーリから距離を取った。

「……おまえは、定期的にふざけないと話を進められないのか？」

「ふっ、単純にムラムラしただけだ」

　それはそれで大問題だ。

「中位天使を住まわせると言う案、吞のんで貰もらえるな？」

「仕方ないだろ。それしか手はなさそうだしな」

「家事が出来るヤツよこしなさいよ。そしたらあたしの自由時間が増えるから」

　どうせ住まわせるならと、ティーリは図ずう々ずうしく注文を付ける。

「それは約束しかねるが、ともかく二人の意思は理解できた」

　ルシオンはコタツから抜け出すと、立ち上がりオレたちを見下ろした。

「私はそろそろ帰ることにする」

「泊まっていかないで大丈夫なのか？」

　もう陽ひは沈んでいて、外は暗くら闇やみに染まっている。

「心配ない。私を迎え入れてくれる女性は、日本には無数に存在している」

　一応泊まる当てはあるらしい。本当か噓うそか、微妙なところだが。

「見送ってくれ」

「は？　面倒臭ぇ、勝手に帰れよ」

「良いではないか。まぁ、見送られるなら男より女の方がいいのだがな」

　ちらりとティーリを見ると、ごろりと横になった。

「あたしご飯まで寝てるから。じゃ」

　ルシオンを見送るつもりはサラサラないらしい。

　仕方がないので、玄関まで見送ってやろうとコタツから抜け出した。

「明日の朝、一番に家を出る。影響が出ないように今日はゆっくりと休むのだな」

　靴を履きながらそう話すルシオン。

「分かっ……って、何だよ、朝家を出るって」

「言わなかったか？　これから貴様は、私たちの試練を乗り越えなければならないと」

　そんなこと、寝耳に水、全く聞いていない。つか、話してないだろ……。

「試練ってなんだよ。突然過ぎてついていけないんだが」

「まさか貴様、私の話した件、無条件で受けられるとでも思っているのか」

　無条件も何も、そういう話にしか聞こえなかったんだが……。

「おまえがこの家でティーリを家族とし、一緒に暮らせるかどうか。それは明日の貴様の行動、それに全すべてがかかっている」

「あのな、全然状況が理解できないんだが？　ちゃんと説明しろ」

　それ如何いかんでは、話も変わって来るかも知れない。

「生憎あいにくだが詳細を話すことは出来ない」

　一体なんなんだコイツは。真面目まじめになったと思ったら、途端に訳の分からないことを言いだして。明日がどうこうってのも、本当かどうか怪しいもんだ。

「覚悟を決めておけ。分かったな？」

　念を押されても、はぁ、と適当に答えることしかできなかった。

　しかし、明日のことはともかく、天使側がまだ、オレとティーリを引き離したりすることを考えていることには、動揺を覚えた。

　悪魔には元々警戒を強めていたが、天使たちにも注意しなきゃいけないようだ。

　普段は善人のような顔をしておいて、悪魔と名が付くものには平然と鉄てつ槌ついを下す。

　他よ所そでどれだけ暴れようと勝手だが、ティーリだけは阻止させてもらう。

　そう、改めて心に誓った。





○聡そう一いち郎ろう、最初で最後の試練







　ルシオンが提案を持ってやって来た翌日は土曜日。

　意識は醒さめたものの、もう少し眠気を堪たん能のうしながら横になっていたい。

　そんな願望は、前触れなくやって来た来訪者によって妨げられる。

「起きろ。いつまでも寝ている場合じゃないぞ、聡一郎」

　部屋の扉を開けるなり、土足で踏み込むとオレの身体からだを守る布団を引き剝はがした。

「あ……？　おい、いきなり人の部屋に入ってきて……寒いんだよ」

　剝がされた布団を取り返し、被かぶりなおす。

　しかしすぐに布団を奪われると、パタパタと仰ぐ音と冷たい風が肌に襲い掛かった。

「何しやがる」

「今日は貴様に試練があると言っただろう。もう忘れたのか」

「……あれは本気だったのか？」

「もちろんだ。とにかく起きろ。遅れてしまっては元も子もない」

　ほらほらと強引に衣服を突きつけられるが、どうもテンションが上がらないんだよな。

　幾ら休日と言っても、どこに行くかも分からないんじゃ、動く気になれない。

「どこに連れて行くのか、そろそろ教えたらどうだ……？」

「そうだな……。貴様には覚悟を決めてもらう上でも教えておいた方が良いだろう」

　一度言葉を溜ためると、ルシオンは信じられない場所を口にする。

「天国だ」

　オレは手に摑つかみかけていた服を、ポロリと畳の上に落とした。

「……いつもの冗談はいいから、本当のことを話せ。一瞬びびっただろ」

「残念だが、本当の話だ。貴様はこれから天国に行くのだ」

　眠気がゆっくりと去り、目の前の男がとんでもないことを口走っていることに気が付いた。朝っぱらから冗談を言うようにも思えないが……。

「本気か……？」

「しつこい男だな。そう言っているではないか」

　オレが、天国に？

　それはつまり、エリ───。

「先に断ことわっておくが、エリーゼには会えぬぞ。そこはそこ、別問題だ」

「あぁ、そう……」

　別にそんなことは期待していなかったけどな。

　ちょっとだけしか。

　上着を脱ぎ、急ぎ服を着込む。

「天国って、日本と同じで寒いのか？」

「いや、天国には季節は存在しない。分かりやすく言えば、常に春先のような程よい気温が保たれている」

「ってことは、無理に厚着しなくてもいいんだな」

　適当なものを羽織って、それで十分だろう。
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　目を覚ましたオレがやって来たのは、先日も来た神社、その境内だった。

「まさか、天国に通じるゲートが、ここにあるってのか……？」

「天国へのゲートは、天国に近い場所に存在する。この神社にあることはそれほど驚くようなことではない」

　そうかも知れないが、ここにあるってのは、どうも腑ふに落ちないと言うか。

「神社に居る巫み女こもエリーゼも、そんなそぶりは見せなかったぞ」

「当たり前だバカ者。貴様のような危険分子に、易やす々やすとゲートの存在を公に出来るわけがない。分かったならさっさと行くぞ」

　ルシオンは本殿の中に続く扉を開け、土足で足を踏み入れる。

「お待ちしておりました」

　いつものように巫女が落ち着いた様子で迎え入れてくれた。

　ルシオン、そしてオレが来ることは分かっていたのか、特に驚いた様子はない。

「またお会いしましたね」

「分かってたのか？　オレが、今日ここに来ることは」

「いえ。ルシオン様からは何もお聞きしておりません。私の勝手な推測です」

「余計なことは言うなよ」

　ルシオンに釘くぎをさされ、巫女はすみませんと謝った。

「なんか隠してるんじゃないだろうな」

「気にするな。聡そう一いち郎ろうには関係のない部分の話だ」

「関係のない話？」

　巫女はルシオンの傍そばで押し黙って、寄り添うように立っている。

　どうにも不思議なんだが、この巫女とルシオンの関係に違和感を感じる。

　どう表現していいか分からないが、ともかく普通じゃない。

　天使って共通点、即すなわち同族って関係だけには見えないんだが……。

　巫女はどこか落ち着かない様子を見せ、たまにルシオンに気づかれない程度の視線を送っては視線を逸そらす。

　たとえるなら……そう、恋する乙女、みたいな。

「まさかな……」

　こんな変態男に惚ほれる女なんて、早々いないとは思うが。

　黙っていればいい男なだけに、コロッと騙だまされている可能性は存在する。

　もしそんな事実があるようなら、帰った後ちゃんと説明してやらないとな。

　こいつは悪魔だろうが、容赦なくセクハラするようなゲス野郎である、と言う事実を。

「よし。では参るぞ」

「今更だが、オレはゲートを通れるんだろうな？」

「もし通る資格が無ければ、貴様は次元の狭はざ間まに身体からだを引き裂かれ死に絶えるだけだ。特に問題ない」

　問題大ありだ。下手したら一発であの世行きってことか。

「案ずるな。地獄のゲートを通れたのなら、まず問題は生じないはずだ。天使と悪魔の翼を持つ貴様ならば無事たどり着けるだろう」

　地獄から生還する際は、必死だったから気にしなかったが、今回は逆だ。

　普段居る世界から、天国へと向かう。多少なりとも抵抗があるのが正直なところだ。

「信じていいんだな？」

　ルシオンみたいな怪しい奴やつでも、言質を貰もらえれば多少安心できる。

　ところが、返って来た言葉は───。

「多分な」

　と言う恐ろしく曖あい昧まいなものだった。

　やはり不安だ。

「もし死んだら、悪魔になって出てやるからな」

「その時は返り討ちにしてやろう」

　変なやり取りをした後、歩みを進める。

　室内の奥の扉を開くと、そこには言葉では表現しづらい不思議な空間が広がっていた。

　地獄で見たものに似ているが、輝きが断然違う。

「ゲートが開いている時間はそれほど長くない。行くぞ」

　ルシオンは先にゲートに足を踏み入れる。するとすぐにその光に包まれ姿が消えた。

　目の前で人が消えていくところなんて、めったに見れるものじゃないだろうな。

　何て感心してる場合じゃない。急いで後を追うか。

　ゲートまであと半歩、と言うところまで近づいたところで、オレは一度立ち止まった。

「怖いですか？」

　後ろで様子を見ている巫み女こに聞かれた。

「そりゃ、こんな現実っぽくないものを信じろって言われても、難しいだろ」

　怪しい光に飛び込んだら身体からだが別の世界に移動するなんて、信じられるか？

　何度も現実離れした現象を目撃していながら悪いが、オレは未いまだに信じられない。

「あんたに一つ、確認しておきたいことがある」

「はい、なんでしょう？」

　答えられることなら、何でも答える、と言った様子だ。

「オレが留守の間、ティーリは大丈夫なんだろうな？」

　まさかとは思うが、念のため確認を取る。

「お任せ下さい。私と、その仲間で必ずお守り致します」

　この女が噓うそをついているとは思えないが、オレは一言だけ言い残すことにした。

「もしも、オレの望まないことが、ティーリが不幸な目に遭うことが起こったら容赦しない。それだけは覚えておいてくれ」

「お約束します。絶対です」

「わかった。あいつを頼む」

　オレは全すべてを巫み女こに託し、ルシオンの後を追うべくゲートに身を委ゆだねた。
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　ゲートをくぐった瞬間、身体からだが浮くような感覚と同時に、意識が朦もう朧ろうとするのを感じた。一瞬、視界がブラックアウトしたかと思うと、瞬く間に目の前には光が広がり、見たこともない景色が辺り一面に広がっていた。

「ここが……天国、なのか？」

　少なくとも、オレが居た神社とは全く違う場所、街ではなさそうだが。

　足元は木の板ではなく青々と茂る草原へと変わっていて、緩やかな風が優しく吹いている。

　あまりに短い時間だったため、天国にやって来た実感はない。

　地獄の場合は、この世のものとは思えない景色だったから納得もいったが、天国らしき場所は現実にあってもおかしくないような景観が広がっている。

「どうやら無事について来れたようだな」

　先にゲートを抜けたルシオンは、前方で待機していた。

「妙に身体が重いんだが、天国ってこんなもんなのか？」

　まるで全身に数キロの錘おもりを付けたような、違和感を感じる。

　けして動けないわけじゃないが、気持ち悪いと言うのが正直なところだ。

「恐らく、天国全体に張り巡らされた結界の効力だろう。幾ら大天使の翼を持っているとしても、貴様はまだ悪魔寄りであることに変わりはないのだからな」

　天国も悪魔に対する対策は、しっかりと取ってあると言うことか。

　地獄に居た時は、こんな気持ち悪さは微み塵じんも感じなかったんだが。

　最も、地獄の空気は最悪だった。

「それで、これからどうするんだよ」

　とりあえず天国にやって来たものの、詳細を聞かされていない。

「今から貴様はミカエル様に謁えつ見けんし、お言葉を頂ちよう戴だいする」

「あのいけ好かない天使か」

「口を慎め。選択肢を誤れば、ティーリを失うことになるぞ」

　半ば脅しのようなことを言われ、歩くよう促された。

「試練って言ってたよな、昨日」

「そうだ。ミカエル様の納得する返答ができなければ、ティーリの生き残る道は無い」

「失敗したら、オレは記憶を消されるってことか？」

「どう判断されるかは分からぬが、その可能性は高いだろうな」

　天使を同居させる許可を出したのに、何だか納得のいかない裁量だ。

「今回の件は、過去の歴史を顧みても例のないことなのだ。ミカエル様が直接聡そう一いち郎ろうと話したいと思ったことも、不思議な話ではない」

「オレが本当に悪魔にならないか、自分の目で確かめたいってことだろ」

　僅わずかでもその可能性が見られるようなら、さっさと記憶を消して用件を片付ける。

　その方が天使たちにとっても、楽な仕事だろうからな。

「不満を漏らしたくなる気持ちは分かるが、記憶を消すリスクも話したはずだ。ミカエル様とて、その選択肢を出来ることなら選びたくはないはず。聡一郎がしっかりとした受け答えをすれば、間違いは起こらないだろう」

「そう願いたいもんだ」

　見渡す限り平原しかないが、天使たちはどこに住んでいるんだろうか。

「この場所は、正しい道順を知らぬ者が通れば、永遠に抜け出すことは出来ないようになっている。どこまで行っても無限の道が続いているのだ」

「怖っ……。物騒なことしてやがるな」

「いつ何時、悪魔との抗争が激化するか分からないのだ、当然の対策だな」

「地獄側は仕掛けるつもり、なさそうだったぜ」

「貴様のように、地獄王の口ぶりを軽々と信じるほど天使は間抜けではない」

「あぁそうかよ」

　数分、ルシオンの一歩後ろをついて歩いていると、視界の先に人工物のような建物が、ぼんやりと浮かんできた。

　つい今しがたまで、そこには平原が広がっていたはずなのに。

「もう一度念を押しておく。くれぐれも勝手な真ま似ねはするな」

「何度もうるせえな。わかってるっての」

「……どうにも不安だ」

　やがて天使たちの住む街と思われる場所に足を踏み入れた。

　そこを表現するなら、中世のヨーロッパ、その景色に近いだろうか。

　そして所々に立派な作りの教会みたいな建物が建てられている。

　時折すれ違う人々は、惜しげもなく天使の翼を背中に広げていて、やっとここが天国であると実感し始めた。

　男の天使も女の天使も、翼を持たないオレに気づくたび、それとなく注目をしているようだ。

「今まで天国に人間がやって来たことってあるのか？」

「中々面白い質問だな。教えてやろう、貴様が初めてだ」

　こんなに嬉うれしくない初めてを貰もらったのは、それこそ初めてだ。

「くれぐれも、ミカエル様に粗相のないようにしろよ？」

「出合い頭にボディーブローを決めて、脳天を蹴けり飛ばせばいいんだろ？」

　それで強引に認めさせれば、数秒で問題は解決だ。

「真面目まじめに答えてやるが、それを仕掛けようとしても通用しないだろう。ミカエル様にたどり着く前に、側近の天使たちに取り押さえられる」

「じゃあ素直に従うフリして目の前にたどり着いたら、ローキックを見舞ってやる」

「その場合も、仕掛けきる前に取り押さえられるだろうな」

「目の前で蹴るのにか？」

「ミカエル様の傍そばには、優秀な補佐がついている。私の師でもあるスカナー様がな」

「強いのか？」

「無論だ。その実力は大天使に近いとも評されている」

　イマイチ天国での階級や身分が伝わりにくいが、やはりミカエルは相当偉いらしい。

「日本のサラリーマンのように、イエスマンでいれば大丈夫だ。わかったな」

「わからない」

　オレはミカエルに直接会えば自分を抑えきれなくなりそうだ。

　前々から気に食わない奴やつだったし、今回の件も、上う手まく吞のみ込めていない。

　ティーリを消すって選択肢を用意してることそのものが、許せそうにないからだ。

「……そういう態度で居ると、本当に取り返しのつかないことになるからな？」

「善処するさ、可能な限りな」





　３






　やがて街の中心辺りと思われる場所に、一際大きな教会、いや神殿が佇たたずんでいた。

　その装飾は黄金に輝いたものが多く金と白に彩られた豪勢な作りだった。

「ここにミカエルが？」

「そうだ」

　随分とまた、成金趣味を押し出したような建物に居るもんだ。

　だが、天使が住む場所と言われれば、妙に納得も行くから不思議だ。

　客人を招き入れる大きな入口には、数名の天使が立っていて行く手を阻んでいる。

「中位天使、ルシオン。ミカエル様の命に従い、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうを連れて参りました」

　礼儀正しい態度で告げると、門番の役目を果たしている天使が道を譲る。

「行くぞ」

「……ああ」

　じわりと汗をかいた手の平をシャツで拭ぬぐって、神殿の中に足を踏み入れた。

「すげえな……」

　広大に広がっている神殿の中には、赤く敷かれた絨じゆう毯たんが真まっ直すぐに伸びている。

　20メートルはありそうな高い天井に、自分が小人のような錯覚を受けた。

　二人、絨毯の上を歩き、その先の人物を目指し歩みを進める。

　赤い絨毯を囲むように、左右にはずらりと置物のように立ち並ぶ天使たち。その数は数十人を越える。

「ここで止まれ」

　手で制されると、ルシオンは片かた膝ひざをついてゆっくりと頭を下げた。

「中位天使ルシオン。ただいま戻りました。こちらに連れて参りましたのが、鮫島聡一郎、天使と悪魔の間にある存在でございます」

「初めまして、と言うのも、少しおかしいですね。聡一郎」

　神殿の中、玉座とも呼べる場所に燦さん然ぜんと腰をかける一人の女性が居た。

　見た目は30手前、くらいだろうか。恐ろしいほどの整った顔立ちは、美しいと思う前に恐怖を感じるほどった。艶えん美びな雰囲気が、それを一層引き立てている。

「あんたがミカエル、だな」

　声には何度か聞き覚えがあった。

「わざわざ天国まで足を運ばせてしまったことに、まずは謝罪と感謝を」

「そんなことはどうでもいい。用件は分かりきってるんだ、さっさとしてくれ」

　隣で跪ひざまずくルシオンは、視線だけで睨にらみつけてきたが、こっちにも引けない理由がある。

　イエスマンでいれば楽だと教えられたが、大人しく不満を吞のみ込むほど出来た人間じゃない。全すべての選択権を一方的に握られてる状況ってのは、不満が溜たまるもんだ。

「あんたはオレたちを助けたいのか？　それとも苦しめたいのか？」

「口を慎め、聡そう一いち郎ろう」

「あんたは黙っててくれ。オレはミカエルと話してるんだ」

「…………」

　小さく、勝手にしろ、と言うと、ルシオンは視線を地面へと戻した。

「それほどまでに、あの小悪魔の存在が大切ですか？」

「大切だとか大切じゃないとか、そんなことは関係ない。オレがティーリと関かかわって、あいつを生かすと決めた以上、やれることをやろうとしてるだけだ」

「素直ではありませんね。そのような回りくどい言い方をしていても、それは結果的に、あなたが小悪魔を守りたいと思っている、と言うことでしょう」

　元々監視することには長たけてるんだろうが、吸い込まれそうなほど美しい瞳ひとみは、頭の中を直接盗み見るかのように、不気味な輝きを放っていた。

「やはり小悪魔と言えど、日々同じ場所で生活をしていれば悪魔化を促進する一つの火種になってしまっているようですね」

　ルシオンと同じように、オレの悪魔への変化を見ただけで感じ取ったのだろう。

　ミカエルはより詳細を調べるため、ジロジロと観察の目を向けてくる。












「しかし、現在の天使の力の供給という処置で踏みとどまれていたのも、一つの事実。悪魔化の影響を比較的抑えられている今なら、他ほかの天使を同居させることで一定の成果を得ることが出来るでしょう」

「それはつまり、ティーリには手を出さないってことでいいのか？」

　今オレが欲しいのはミカエルの口から出る確約の言葉だ。

　ティーリを浄化しない、と約束してもらいたい。

　そんなオレの強い思いをミカエルは当然のように見抜き、その真意までもが裸同然に知られてしまっている。天国から人間界を監視出来るミカエルには、隠し事をするなんてほぼ不可能だ。なら、最初から全力で応戦していくしかない。

　元々、口八丁が苦手なオレには、そうすることしか出来ないんだが。

「どうやら聡そう一いち郎ろうは、私に強い不信感を抱いているようですね」

「そりゃ抱くに決まってるだろ。今回の件だけじゃない。元々、ティーリを始末しようと提案したのはあんたなんだろ」

「人間が、見す見す魔の手に堕おちるところを黙って見ているほど、私は愚かではありません。大局的に事を見れば、私の考えを理解して貰もらえるはずです」

　自分でも生意気で、舐なめた態度だと思うが、そんなオレの姿を目の前で見ても、ミカエルは冷静で、感情の起伏を一切見せることはなかった。

「あなたが世界を平和に保つための役割を持った天使だったなら、今回の件で同じように判断を下したのではないですか？　悪魔を浄化することで、その者を救ったはず。それくらいは、想像するに難しくないはずです」

　ミカエルの言わんとしていることは、分からないわけじゃない。

　見知らぬ人間の傍そばに悪魔が居て、そいつの影響で魔将になろうとしていたなら、きっとその悪魔と距離を置くよう促したり、処分するべく働きかけただろう。

　しかし───。

「オレは当事者だからな。実際に小悪魔ティーリと出会って、あいつの考えや想おもいを知ってしまったんだ。大局的な見方なんて、出来るわけないだろうが」

　オレの言葉を、仕えている天使たちは黙って聞いていたが、その誰だれもが不平不満、分かりやすく言えば怒りを覚え、今にも飛び掛かってきそうな気配だった。

　ミカエルに対する侮ぶ蔑べつ侮辱ってのは、自分の親を冒ぼう瀆とくされることと同じようなものなんだろう。

　それが分かったとしても、オレにだって引けないものがある。

　絶対にティーリを殺させないと言う強い意志を示しておかなければならない。

　そんな中、一番ミカエルに近い位置に立つ男性が静かに話し始めた。

「これ以上議論の必要は不要でしょう。話を聞くに値しない男です、彼は」

　対話の打ち切りを所望した男だったが、ミカエルはそれを優しく手で制した。

「私には、聡そう一いち郎ろうの気持ちは痛いほど理解できています。それに、彼のこの態度も、全すべては小悪魔のことを想おもっているなればこそ。人と距離を置き、暴力に明け暮れていた彼が、小悪魔のために人間であろうとし、私たちに憎まれることを覚悟の上で、全てを曝さらけ出しているのです。それを受け止めるのも、私たちの役目」

「なら、確約してくれ。今後ティーリには一切手を出さないと。あんたがそれを約束してくれるなら、オレも可能な提案は受け入れるつもりだ。他ほかの天使を一緒に住まわせたって構わない」

「それが聡一郎、あなたの覚悟と言うことですね」

　ミカエルは優しく微笑ほほえむと、変わらぬ口調で話の方向性を変えてきた。

「私たち天使は人間界の安全を悪魔から守ることを責務としています。災害や公害、人間同士の争いには一切干渉してはならないと取り決めています。裏を返せば、悪魔に関係する問題には全て対応するべきだと方針を定めているのです。しかし、地獄を含め人間界にも悪魔は多数存在し、人間に危害を加えているのが実情です。どれだけ悪を憎んでも、犯罪が人間界から消えないように、延々とイタチごっこが続いている……。一つの問題にいつまでも時間を割けるほど、私たち天使には余裕がないのです」

　簡単にまとめれば、人手が足りないってことだろうか。

「小悪魔から聡一郎を人間として守るための方法は、確かに複数存在します。その一つが、あなたの望む形であることは紛れもない事実。悪魔が与える影響と同じ影響を天使が与え続ければ、均衡を保つことは可能です。ではそれをいつまで続ければよいのでしょうか。１年ですか？　10年ですか？　あなたが人として天寿を全まつとうするまでですか？」

「それは───」

　目の前の問題しか考えていなかったオレには、いつまで、という考えがなかった。

　確かに、一体いつまで、そんな同居生活を続けることになるんだ？

　オレがティーリと一緒に居続ける限りってことは、ミカエルの言うように、下手したら生涯に渡ってってこともありうる。

「あなたにも理解できるはずです。天使側にとって、それがどれほど大きなデメリットであり、非現実的なことであるか」

「待てよ……だったら、何であんたはそんな選択肢をルシオンに持たせて、わざわざオレに説明させるような真ま似ねしたんだよ」

　もはや、言ってることとやってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　最初から成立しない提案をしても、時間を浪費するだけじゃねえか。

「私が、何な故ぜ今日、あなたを天国まで呼び立てたのか……。その真意には、やはり気づいてはいないのですね」

「真意……？」

「私と話すだけなら、人間界に存在する天使へ憑ひよう依いし、会話を交わすことが出来たはずです。それはあなた自身、その身体からだを以もつて経験したことでしょう？」

「直接足を運ばせる、それが試練の一つなんじゃないのか」

「天使は───いえ、神でさえも、人に試練を課すことなど、通常はあり得ません」

　ミカエルの話の意図が見えない。

　だが、物もの凄すごく嫌な予感がし始め、この場を離れたくなってきた。

「だったら、何でオレを呼び出した。何であんな提案をしたんだよ」

　それでもこの場で話を続け、聞かなければならない。オレに逃げ場はないのだから。

「鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろう。あなたが今死ねば、あなた自身は天使になると思いますか？　それとも悪魔になると思いますか？　あるいは……そのどちらでもない、と思いますか？」

　もちろん、天使も悪魔もごめんだ。人として生き、人として死にたい。

　しかしこの問いを投げかけられたとき、オレの答えは決まっている。

「悪魔、だろうな。ここで死ぬってことは、天使に殺されるってことだろ。そしたら当然、オレは相当な怒りや怨おん念ねんを持って死ぬことになる。必然悪魔になるだろうさ」

　半ば脅し、半ば本音をそのままぶつけた。

「あなたのその考えは、間違っていないでしょう。あなたは十中八九、魔将として目覚め、私たちに牙きばを剝むくでしょう。小悪魔ティーリの命を守るために」

「それが分かってるってことは……オレが魔将になった瞬間、天使どもで袋ふくろ叩だたきにしようってのか？」

　人間界なら、簡単には行かなくても、天国には数多くの天使が存在している。

　ミカエル含め、この場に居る天使だけでも数十人を越える。

　魔将の一人くらいなら、ホームの天国で戦えば楽勝と言う魂胆か？

　そんな想像が進むと、じわりと身体からだが汗をかくのを感じた。

「確かに……あなたを殺し、魔将にしてしまえば、短期決着を望めるでしょう」

　ルシオンはミカエルの言葉を、頭を下げたまま黙って聞いている。

「ですが、少なからず犠牲が出ることは避けられません。優秀な天使を何名か失うことになってしまうでしょう。それは、来るべき時を思えば避けたいところ……」

　ミカエルの手が届く範囲に置かれてたチェス盤、その駒こまの一つを手に取ると、カツンとひとつ、前に押し出した。

「率直に結論を聞かせましょう」

　椅い子すから立ち上がると、立てかけていた金色の杖つえを手に取り、それをかざした。




「あなたには、永久にこの天国の地で、生きず、死なずの時を彷徨さまよって貰もらいます」




　言葉の意味を脳が理解しきる前に、オレの身体からだは空中へと浮かび上がっていた。

　そして、杭くいのようなものが、オレの周囲を取り囲むように突き刺さり、鳥とり籠かごのような檻おりを形成していく。そして、気が付けば足元までにそれは及んでいた。

　逃げ出そうと思ったが、宙に浮いた身体は拒絶を許さず、瞬く間に身動きを封じ込められた。それと同時に、強力な重力が全身を襲い、立っていられなくなり膝ひざをつく。

「ぐっ……！」

　意図せず苦く悶もんの声が漏れた。

「ミカエル様……！　話が違います！」

　この場に来て、初めてルシオンは顔をあげミカエルに進言をするが、ミカエルが一いち瞥べつすると、ルシオンは塞ふさぎこんだ子供のように俯うつむいた。

「これが天国の下した結論です。鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうは、永久に幽閉させることに決めました」

「な───」

　オレを幽閉する？　永久に？

　目の前の天使が、無法にも程がある、一方的な結論を突きつける。

　つまりミカエルは、オレを捕えるために噓うその提案を持ち掛け、ここに足を運ばせた。

　そういうことかよ……。

　利用された駒こまの一つだったルシオンは立ち上がり、声を荒らげる。

「何な故ぜ、何故ですか！　これではあまりに───！」

「控えなさい。誰だれに向かって意見しているか、身の程を弁わきまえなさい」

　ミカエルの傍そばに立つ男が、一喝を飛ばす。

「落ち着きなさいスカナー。私にはルシオンの気持ちも痛いほど分かります。確かに、これは少々大げさな措置でしょう。小悪魔のみを浄化し、聡一郎の記憶を消し地上に帰すと言う道も、確かに方法として存在します。しかしながら、それには僅わずかながらもリスクを伴います」

「リスク……ですか」

　戸惑いを隠せないルシオンの声が、かすれながら発せられる。

「あなたが記憶を消した地上の者たちは、記憶を持つ聡そう一いち郎ろうや久く遠おんと接することで、無いはずの記憶を求める兆候が見られた。これは、聡一郎にも当てはまる可能性があります。もしも記憶を消し地上に戻した後、聡一郎の記憶が戻ればどうなります？」

「それは……恐らく……我々を、酷ひどく恨むでしょう……」

「そうなれば、彼は生きたまま人間界で魔将となり、最も恐れていた事態になってしまう。ならば、そのようなリスクを抱えて彼を地上に戻すのは得策ではありません。それともあなたに良案があるのですか？　ならば耳を傾けましょう」

　そう言われてしまったら、ルシオンは黙るしか道は無い。

　ミカエルが求めているのはティーリの浄化や記憶の消去ではない。

　絶対に魔将とならない確実な方法を要求している。

　オレにも、そんなことを約束できる提案が出来るはずもなかった。

「く……」

　段々と重くなる意識。

　立ち上がることの出来ない強力な結界の力に、オレは身体からだを崩すしかなかった。
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　気が付いた時、オレは聖堂のような場所の中心で、ぶら下げられた鳥とり籠かごのような檻おりの中に居た。

　身体は鉄のように重く、立ち上がることは容易ではなさそうだ。

　厳しい状況の中、思考は満足に働かず、荒い息だけが断続的に吐き出されている。

　そんなオレが理解できているのは、やっぱりあのミカエルは信用ならない奴やつだってことだ。最初から感じていた嫌な感じは間違っていなかった。

「あれから、どれだけ時間が経たったんだ……」

　１時間か、１日か。記憶が途切れてから、どれくらい経ったのかよく分からない。

　ポケットに突っこんでいたはずの携帯は無くなっていて時刻の確認は出来そうになかった。

「くそ……ティーリ……！」

　強引に杭くいを外そうと、重い腕を持ち上げ摑つかむが、びくともしない。

　揺さぶろうにも、この籠は容易には抜け出せる代物ではなさそうだった。

「はあ、はあっ……」

　無理に身体を動かそうとするだけで、とてつもないエネルギーが必要になる。

　余計な力を抜き、杭にもたれかかるようにすると、少し楽になった。

「完全にハメられたってことだよな……」

　天使との同居、記憶を消すこと、そんなものは適当なでっち上げ。

　オレを野放しにしておくつもりは最初から無かった。

　それを、オレはありがたい提案だと勝手に決めつけ、天国にまで来てしまったわけだ。

「間抜けだな……」

　自分で強く意識してたつもりはなかったが、どうやら思っていた以上に、オレはティーリに生きていて欲しいと思っているらしい。

　人間界に居るティーリは無事だろうか。

　入れ替わるようにして天使が派遣されていれば、始末されることだってありうる。

「いや……」

　それが出来るとしても、簡単に浄化へと踏み切ることはしないはずだ。

　ミカエルの一番の狙ねらいは、オレがオレであり続けること。

　不用意な行動は、血を流す戦いにだって発展し兼ねない。

　それとも、絶対に漏れることはないと決めつけ、早めに処分することを決めているのか。

　考えれば考えるほど分からなくなり、不安が押し寄せてくる。

「安心しろ、と言っても信用できないだろうが、ティーリは無事だ。今のところはな」

「……信じられねえな」

　声の主は、オレの傍そばに立ち呆ほうけているルシオンからのものだった。

「見張りって奴やつか？」

「そのようなものだ。私から進言させてもらった」

「そうか……」

　ルシオンはすまなそうに、ゆっくりと頭を下げた。

「今回のことは、私にも責任がある。ミカエル様の考えを、読み切れていなかった」

「もし読めてたとしても、どうにもできなかったんじゃないのか？　黙ってオレを連れてくるのがあんたの任務だったはずだ」

「それは……そうかも知れないが……」

　天使の一人として、ルシオンは任務を全まつとうしたに過ぎない。

　それを責めることは、少なくとも今のオレには出来なくなっていた。

　こいつとも、そこそこ付き合いが長いからな。

　友達が不在のオレにとっちゃ、最も一緒の時間を過ごした同性ってことになるわけだし。

「聡そう一いち郎ろう。このようなことになって、申し訳ないと思っている……」

「随分、素直に謝るんだな」

「謝ったところで解決する問題ではないが、本当にすまない」

「確かに、謝られたところで、オレはご覧のあり様だからな」

　この檻おりから抜け出すことは、まず不可能な気がする。

　そうでなきゃ、ミカエルだってオレから目を離さないはずだ。

　地獄といい天国といい、どうしてこう、オレは捕まえられるかね。

　抗あらがいようのない力でねじ伏せられた者の気持ちって、こんなんだったな。

　幼い頃ころ、一方的に虐いじめられていた記憶が微かすかに蘇よみがえった。

　オレはこの屈辱を味わわないために、日々精進してきたんだが。

　ま、今は自分の身を案じている場合じゃない。

　実際身動きは取れないものの、命の危険が目前に差し迫っているわけじゃない。

「今のところ無事って話だが、これからティーリはどうなる？」

「次にゲートが開く三日後。浄化のための中位天使が派遣されることになった」

　聞いても答えて貰もらえないと思っていたのに、ルシオンは隠すことなくそれを伝えた。

「何な故ぜ私が、包み隠さず話すか不思議でならない、と言った顔だな」

「ああ。それを話しても、おまえに得はないだろ」

　下手したら、オレは理性を失って暴れ出すかも知れない。

　まさにミカエルの恐れる、怒りや憎悪に身を委ゆだねてもおかしくはないんだ。

「ミカエル様は人の心をよく理解していらっしゃる。今はまだティーリが生きていると言う現実と、直接死を目の当たりに出来ないことで、おまえの魔将化を防ぐつもりだ」

　確かに、今ここに居る状況で、最大限に怒り狂うことは難しい。

　殺したか殺してないか、それを隠される方が、よっぽど不安と怒りがこみ上げる原因になる。しかし今は生きていると言われれば、それを信じるしか術すべはない。

　それだけじゃない、か。

　檻の中で常に体力を奪い続けられている上に、どこかまだ現実味がないんだ。

　自分が天国なんて信じがたい場所に居て、しかも閉じ込められているなんて。

　夢で見ようと思っても、まず見られないような話だろう。

「あいつを守ってやれないのか、ルシオン」

「私にはどうすることも出来ぬ。この決定を覆すことは不可能だ」

　諦あきらめたような、悟ったような口調だった。

「結局、どんな選択肢にせよ、待ってるのはこんな結末だったのか」

　これじゃあ、ティーリが報われない。

「それが人間界に舞い降りた、片翼の悪魔の末路なのだろう。ティーリが存在する限り、第二、第三の聡そう一いち郎ろうが生まれるキッカケになってしまう」

「人間の世界には、もっと他ほかに倒すべき悪魔が居るだろうが……。あいつは片翼ってだけで、誰だれかを迂う闊かつに傷つけたりするようなヤツじゃない」

「無論、他の悪魔も見つけ次第浄化していく。それが天使の使命だからな」

「オレは納得しないぞ、絶対に」

「そんなことわかっている」

　やり取りの後、訪れる沈黙。

　ルシオンはずっとこの場所でオレを見張っているつもりだろうか。

　この檻おりから抜け出すことは不可能にもかかわらずルシオンが付いている。

　それには理由がありそうだ。

「あんたがオレを監視してるのは、悪魔の力に頼らないか心配だから……か？」

　退屈しないための話し相手、ってわけがないだろうからな。

「……もしそうだとしたら、どうだと言うのだ？」

「安心しろよ。オレはもう、二度と悪魔の力には頼るつもりはない」

「その心構えは立派だが、安易に信じるほど私は素直な男ではない。今その束縛から解放されるには、結界以上の力をぶつける……それしか貴様には方法がないのだからな」

　人の力でどれだけもがいたところで、この檻を破壊することは出来ない。

　唯一例外なのが、魔将クラスの圧倒的な力で、ここを破ることだけ。

「使いたいと思って、便利に引き出せるようなもんでもねえし、それに……」

「それに、なんだ」

「もしオレが魔将になってこの場を上う手まく抜け出せたとしても、その先に待ってるのは地獄のような戦いだろ。天使との殺し合いだ」

「そうなるだろうな。貴様の意思にかかわらず、我々は全力で浄化を試みる。そして聡一郎も已やむ無く戦うことになれば、被害を想像するのは難しくない」

「この場を切り抜けても、悪魔になったオレは人間界で暮らすことは出来ない。そんなものに、何の価値もありはしないだろ」

　一時的にティーリを守れたとしても、ずっと守り通すことは無理だ。

　悪魔として覚かく醒せいすれば、オレはもう二度と人間には戻れないだろうから。

「人として生きる道を選ぶと言うことか。最期まで」

「当たり前だ。オレは人間なんだからな」

「大人しくここで死ぬ、その選択肢を選ぶと？」

「オレは死ぬつもりはない。ティーリも死なせたくない。ダメかよ」

　我がままのように聞こえるかも知れないが、当然の主張だ。

「願うことは自由だが、成立することはない」

「あんたが持ちかけて来た話だろ。その責任くらいとれよ」

　ルシオンは苦そうな顔をした後、ゆっくりと立ち上がった。

「耳の痛い話だ、全く」

　責任はしっかりと感じているのか、そこで言葉が一度止まった。

「ミカエル様の決定に逆うことなど、並の天使には出来ぬ。この私も含めてな」

「使えない天使だな」

「……しかし、確かに私に責任があることは否定できない。天国に連れてさえ来なければ、少なくとも聡そう一いち郎ろうが命を落とすことはなかった」

　入口へと向かって歩き出したルシオンは、振り返らず続ける。

「貴様の言った言葉、信じても良いのだな？」

「オレの言ったこと？」

「悪魔の力には、二度と頼らないと言ったことだ」

「ああ。それは絶対だ」

「ならば大人しく待っていろ。期待せずにな」

　そう言い残し、ルシオンは大きな扉を開け、部屋を後にした。
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「いい気味ですね」

　茫ぼう然ぜんと、ゆっくりと流れる時間を感じながら座り込んでいると、下から聞き覚えのある声が聞こえて来た。

「リズか……相変わらず不愛想な顔してやがるな」

「ミカエル様も、最初からこうしておけば良かったんです。あなたみたいな危険分子を、人間界に放置しておくなんて間違っているから」

「随分な言われようだな……。オレは、ただの人間だ」

「普通の人間には、この天国に足を踏み入れることは出来ません。それが、あなたがただの人間ではないと言う何よりの証拠です」

「うるせぇな……」

　誰だれも好き好んで、こんなところに足を運んだわけじゃない。

「オレがここに来た理由、知ってるのか？」

「さぁ。私には興味ありませんから」

　本当に興味なさげに答える。

「どうして、あなたみたいな存在が、人間界に誕生するんでしょうね。私には理解できません」

「んなことオレが知るかよ……」

　というか、こいつはいったい何をしに来たんだろうか。

「私はあなたが嫌いです」

「……そんなこと、何十回も聞いた気がするのは気のせいか？」

　直接言われなくても、目が合う度に嫌われていることは十分伝わって来た。

「わざわざオレに会いに来て、そんな不満をぶちまけたかったのか？」

「今まで溜ためてた鬱うつ憤ぷんを晴らしに」

　身動きが取れない上に、エリーゼに咎とがめられることもない今なら、言いたかったことを全すべて口にできるってことか。

「好きなだけ聞いてやるよ」

「随分余裕ですね」

「余裕なんてない。と言うか、余裕がなさすぎて、どうとでもなれって感じだ」

　自力でもがいてみたところで、この檻おりから抜け出すことは叶かなわない。

　時間だって無限とも思えるほどあるみたいだしな。

　それなら聞き手に回るだけでも退屈しのぎにはなるってわけだ。

　こちらが得するような状況に気づいたリズは、僅わずかに不満げな様子だったが、それでも話そうと思ってやって来たのだろう、いつもの口調で続きを始めた。

「私は元々、お姉さまが人間界に行くことに反対だった。それは知ってる？」

「まあ、それくらいは何となくな」

　度々エリーゼとリズの衝突、オレに対する執しつ拗ような口撃から察することは簡単だ。

　聞いた話じゃ、リズたちの母親は人間界に任務で赴き、何らかのトラブルに巻き込まれて帰らぬ人となった。堕天使になった、だったか……。

「悪魔は大嫌いだけど、人間も嫌い。人間に会わなければ、お母様は死ななかった」

　詳しい事情を知らなくても、リズを見ていれば辛つらい思いをしてきたことは十分伝わって来た。

「あんな悲劇、二度と繰り返したくない……」

　リズは、唇を強く結んだあと、そう言った。

「だから、おまえは一日でも早くエリーゼに天国に戻ってほしかったんだな」

「そう。お母様の時と境遇が似ていたことも、私にとっては苦痛だった」

　そしてリズの念願は叶かない、エリーゼは天国へと帰り、目の上のタンコブだったオレは、こうしてここに幽閉されている。

　リズにとっては願ったり叶ったりってところだろう。

「今、エリーゼはどうしてる……？」

「天国に居ます。でも、あなたが幽閉されていることは知りません。もちろん、そのことを私が伝えることもありません」

「そうか、天国に居るのか……元気にしてるなら、それでいい」

　今回のことを知らせて、余計な心配を抱かせるのは忍びない。

「あなたは……お姉さまのことが好きだったんですか？」

「ああ」

　リズの問いに、自分でも信じられないほどスムーズに返答していた。

　リズは答えを聞いてあからさまに不機嫌な顔を見せた。

「あなたに、お姉さまを好きになる権利なんてありません」

「個人的な感情くらい、許してくれよ。もう、どうにもならないんだしな」












「許しません。撤回してください」

　人生、色んな奴やつに嫌われてきたが、ここまで純粋に嫌われたのはリズが一番かもな。

　本当に撤回させたいのか、語気を荒らげる。

「撤回してください」

　その要求を、オレは突っぱねることにした。

「撤回はしない。悪いけどな」

「っ……」

　苦々しくオレを睨にらみつけるリズ。

「ここで私があなたを殺しても、誰だれにも責める権利はありません」

「権利はあるだろ。つか、そんなことしたら大変なことになるぞ」

「……何ですか、大変なことって」

「今は恨みつらみ一杯あるからな。魔将になって暴れるかも知れない」

　自分自身の身体からだを脅しに使う。

　それはリズにも安易に想像できたのか、振り上げかけた拳こぶしを止めた。

「じゃあ……半殺しにします」

　半殺しか……。それなら、確かに大丈夫だ。

「どうやって半殺しにするつもりだ？　殴りかかってきても避けるぞ」

　それどころか、捕まえて反撃（するつもりはないが）も可能だ。

　たとえ天使であっても、リズのような体格の女の子には負けないだろう。

「自信あるみたいですね。腕前に」

「これでも、修羅場はくぐってきたからな。やめとけ」

「心配無用です」

　そういうと、リズは手をかざし、何かを唱え始める。

「おい……まさか、飛び道具か？」

「そうです。これなら一方的ですから」

　手には徐々に光が集まり始めていた。

「冗談、だよな？」

「冗談に見えますか？」

「……今のところは、半々だ」

　そうですか、と目を閉じながらリズが答えると、光は弾丸となってオレに向かって来た。

　やばい、と思った直後には頰ほおをかすめ、突き抜けていく。

「うお……」

　反応する暇がなかった。

　まさに拳けん銃じゆうの弾丸のように、一瞬で駆け抜けて行った光。

　振り返ると、聖堂の壁には大きな焦げ跡ができている。

「直撃してたら、洒落しやれにならなそうだな……」

　こいつも、ルシオンと同じ戦う天使だったっけか。

「次は当てます。それが嫌なら、撤回してください」

「……だから言ってるだろ。撤回はしない」

「ここで、私に半殺しにされるとしてもですか」

　どんな目に遭わされようと、好きなことに変わりはない。

　オレのエリーゼに対する気持ちは、少なくともここでなくなるものじゃない。

「オレはエリーゼが好きなんだよ」

「っ……」

　より一層、険しい顔を作るリズ。

「叶かなわない恋です」

「いいんだよ……それでも」

「バカですねあなたは」

　オレは半殺しにされることも覚悟で腕を広げた。

「エリーゼが居なくなってから、四六時中あいつのことばっかり考える。どこで何をしているんだとか、元気にしてるかとか。オレは子供かっての」

　呆あきれかえるほど、青春してるような気がして、恥ずかしいやらみっともないやら。

　こんな状況でもなけりゃ、人に聞かせられないようなことばかりだ。

「不愉快です」

「悪いな」

「全然悪いと思ってないじゃないですか」

「バレたか」

　終始不満があるリズは、一向に固い表情を緩める様子が無い。

「もっと力抜けよ。今のオレには、どうすることも出来ないんだからよ」

「生きたままでも、悪魔にはなれます。死ななくても可能なことは、あなたがよく分かっているはずです」

　どうやら、さっきの脅しに意味は無く、リズはオレのことをよく分かっていたようだ。

「……確かにな。誰だれかに殺されるのを待たなくても、今ここで悪魔になれば抜け出せるかも知れない」

　この檻おりの力も、魔将を封じるほどの結界にはなってない可能性だってある。

「試してみたらどうですか」

　挑発するようなリズに、オレは笑った。

「少しでも早く始末したい気持ちは分かるが、諦あきらめてくれ。オレは悪魔になるつもりはない」

「その言葉、ティーリが浄化されても同じことが言えますか？」

「どうかな……。考えたくもない」

「考えてください。今すぐ」

　リズは答えを求めて来た。

　もし、ティーリが浄化されたら。その事実を突きつけられてしまったら。

「……ティーリが死んだら、オレは……」

　心の奥底、深い闇やみの中から浮かび上がって来る黒い塊。

　憎しみと呼べる感情が顔を覗のぞかせようとしたが、寸前のところで思いとどまる。

「おまえも考えてくれよ。どうすればティーリが死なずに済むのか。オレがここから出ることが出来るのかを」

「そんなこと不可能です」

　呆あつ気けなく否定されてしまう。ちょっとくらい考えようぜ。

「あなたが悪魔の力を使わないのは、お姉さまのため？」

「そんな大そうなもんじゃない。自分自身のためだ」

　それを聞いた後、リズは首を左右に小さく振って、背中を向けた。

「これ以上、あなたと話していても、逆にストレスが溜たまりますね」

　ため息をわざとらしく吐かれた。

「さよなら」

　それは、今生の別れのような言葉だった。

　オレはそんなリズに───。

「またな」

　そう短く答えた。





　６






　いやーよく寝た！　まさか天国で幽閉されたアレが夢だったなんてな！

　布団の中で目覚めて胸を撫なで下ろしたのは、人生で初めてかも知れない。

　本当に良かった良かった。

　さて、起きて飯を作らないとティーリの奴やつが怒りだすぞ。

「さーて、今日も一日張り切っていくか！」




　……という夢を、オレは檻おりの中で見ていた。




「事実は小説よりも奇なり、とはよく言ったもんだ」

　長時間の放置で、少しずつ体力を奪われていくのを感じながら、呟つぶやいた。

「何もすることがないって、しんどいもんだな」

　自由に歩くことも出来ないと、後は寝ることくらいしか楽しみを見いだせない。

　出て行ったきりのルシオンは戻ってこないし、あれからリズも訪ねてこない。

　一日？　いや、二日近くは経過しただろうか。

　感覚がマヒしている上に、外の様子も分からないので混乱をきたしていた。

「天国ってのは、朝とか夜はないんだな……」

　建物から見える外の景色には、全く変化が見られない。

「天国と地獄には太陽や月はないからねぇ」

「うおっ!?」

　突如、耳元で声が聞こえたかと思うと、隣に青い髪をした長髪の優やさ男おとこが座り込んでいた。

「お、おまえ、どこから!?」

　さすがのオレも、信じがたい出来事に驚きを隠せず、腰を抜かして手を突いた。

　この檻には入口もなければ出口もない。

　人が入り込む余地などないはずなのに、気が付いたら中に入り込んでいた。何を言ってるか分からないと思うが、それが事実だ。

「そんなに慌てなくても。瞬間移動することくらい、誰だれにでもできますし」

　いや、そんなこと誰にでもできるものじゃない。

「まさか瞬間移動できるのか、あんた……」

「ぷっ……！」

　真顔で質問したオレに、笑いを漏らす男。

「そんなこと出来るわけないでしょう。さすがの天使にも無理です。無理無理」

「あのな、あんたが言いだしたことだろうが！」

「種明かしをするとですね、この檻、天使には効力を発揮しないんですよ」

　そう言うと、檻の柵さくに向かって手を伸ばした。

　本来なら通り抜けるはずのない柵さくだが、男の手は物理法則を無視してスカスカだ。

「ほらね？　つまり、天使には出入り自由なんですよ」

「そういうことかよ……。つか、近い近いっ！」

　檻おりの狭さが原因で、男とはほぼ密着状態にある。

「あなたが人間にして、大天使か魔将の可能性を秘めた少年ですね。いやぁ、本当に珍しい存在が居たものです。確かに両方宿しているようだ」

「ほっとけ。誰だれも好き好んでこんな身体からだに生まれてねえよ」

「それだけに、ミカエルに目を付けられてしまった、と言うことだね」

　フランク、というか堂々とミカエルのことを呼び捨てにする天使を初めてみた。

「いいのかよ。聞かれてたら叱しつ責せきされるんじゃねえか？」

「ん、僕がミカエルに？　うーん、それはないんじゃないかな」

　ヘラヘラと笑っているが、何なんだこいつは。

「僕の名前はラファエルって言うんだ。よろしくね」

　手を差し伸べられたが、握り返さずにいると、強引に手を摑つかんで握手させられた。

「勝手に自己紹介してんじゃねえよ」

「いいからいいから。君の名前も教えてよ」

「……聡そう一いち郎ろうだ。鮫さめ島じま聡一郎」

「変わった名前だね」

　ラファエルは興味深そうに全身を見つめる。

　天使からしてみれば、日本人は誰でも変わった名前に聞こえるだろうさ。

「君も災難だったね。天国にまで来て、地獄のような目にあうなんて」

「ほんとにな。こんなところ来るんじゃなかったぜ」

「人間界は楽しいところかい？」

　フレンドリーに話しかけられてるが、こいつは何なんだ？

「何だよ急に」

「いいじゃないか。どうせ時間は溢あふれてるんだから、聞かせてくれてもさ」

「別に楽しくなんてねえよ。普通だ普通」

　日常が延々と続いているだけで、平へい坦たんな道を歩いているのと変わらない。

　ま、それはオレが特殊ってだけで、他ほかの人間はもうちょっと山あり谷あり、人生を謳おう歌かしているんだろうけどな。

「彼女とか居たの？　キスとかした？　それとも、エッチまでしちゃった？」

　こいつは何を聞いてるんだいったい。

　ルシオンも相当特殊なタイプだったが、こいつはこいつで激しく鬱うつ陶とうしい。

「うるせえな」

　短くそう言うと、ラファエルはニヤリと白い歯を見せた。

「なんだ童貞かー。童貞かー」

　事実だが、立て続けに２回も言うな。

「外見は悪くないと思うんだけどね。うん」

　ジロジロと人の顔を間近で観察する。

　まさかこいつ、ひょっとして男が好きなんじゃないだろうな？

「あ、僕は男でもいけるよ」

「近寄るな！」

　本能で恐れ蹴けり飛ばそうとしたが、この狭い中で華麗に避けられる。

　そう言えば、中性的な顔立ちをしてるよな。

　下手すれば女に見えなくもない。

　って、どの道男であるなら、最悪なことに変わりはない。

「意外と同性愛ってのも楽しいんだよ？　もっと人生楽しまなきゃ」

　そんな楽しみを覚えるくらいなら、ここで天寿を全まつとうしてやる。

「ねえ、ズボン脱いでよ。大きさ比べとかしようよ」

「……マジで帰ってくれないか？」

　切に願ってみるが、そんな様子もラファエルは楽しんでいる様子だった。

　さすがにズボンを下ろす真ま似ねはしなかったが、本気で下ろして来たら、恐らくオレは容赦のない蹴りを急所に見舞っていたことだろう。

「ケチだなぁ。人間の人生なんて短いんだから、もっと派手にやった方がいいのに」

「人生をどう使うかはオレの勝手だ」

「ま、いいけどさー。君の場合、濃厚な人生になってるようだし」

　このありさまを見てそう思ったのか、ラファエルは言う。

「ごくごく平凡な人生を送らせてくれ、頼むから」

「それはもう無理じゃないかな。悪魔と出会っちゃったんだから」

　それは、確かにこの上なく非現実的な日常の始まりだった。

　ティーリが居なければ、オレは今も普通の生活を送っていただろう。

「出会いたくはなかった？　もし、時間を巻き戻せるなら、会わない運命を選ぶ？」

　そんなことを聞いてどうしようと言うのか。

　天使にだって、時間を巻き戻すことは出来やしないだろう。

　それができるなら、こんな状況にはなっていないからだ。

「戻さねえよ」

　そう答えると、ラファエルは興味津々と言った様子だった。

「こんなにひどい目に遭ってるのに、悪魔と出会う人生でいいの？」

「確かに散々な目には遭ってる。それは否定しない」

　だが、この人生だからこそ、出会えたもの、手に入れたものは沢山ある。

　それを巻き戻して捨てたいかと言われたら、絶対に嫌だと答える。

　ティーリと出会ったこと、エリーゼと出会ったこと。

　良いことも悪いことも含めて、これから先、これを越える出会いは経験出来ないだろう。

「オレは後悔なんてしてねえよ」

「ふーん。そっかそっか。君は面白いねー」

　色んな笑顔を見せながら、ラファエルはオレの肩を摑つかんだ。

　気持ちが悪いので引きはがそうとしたが、想像以上に強い力だった。

「天使と悪魔。実はこの二つの種族が憧あこがれているのは、人間だって知ってる？」

　目を輝かせ、新たな質問をぶつけてくる。

「人間が憧れ……？」

「そう。僕たち天使にとっても、人間は憧れなんだよ。だって人間には無数の選択肢があって、それを自由に選択することが出来るんだから」

　ラファエルは子供のように目を輝かせ話をする。

「天使や悪魔は、産まれながらにして運命が決まってるんだ。だから、誰だれ一人自由って言葉を知らない。持ってない。だからつまらない存在で溢あふれかえってる」

　オレには、イマイチよくわからない話だ。

「悪魔はともかく、天使なんて楽な人生に思えるけどな」

　人間の場合、イージーモードで生まれる保証はどこにもない。

　オレの場合はハードだと思うが、ベリーハードな奴やつだって世界には存在する。

「全すべてが自由だからこそ、無限の可能性がある。それは、究極の喜びなんだよ」

　一人で納得し、何度も何度も頷うなずく。

「中には、天使こそが究極の種族だって考えてる天使も居るけど、僕はナンセンスだと思うね」

　ラファエルのマシンガントークに、気け圧おされオレは聞く一方だ。

「君はその人間であり続けようとしているってわけだ。つまり正しい！」

　ゴツン！　と額をぶつけられ、強引に唇を重ねられた。

「うげっ！　や、やめろバカ！」

「唇げっと！」

　普通の状態なら間違いなく逃げられたが、身体からだが重く疲弊していたオレは、避けることが出来なかった。慌てて服で唇を拭ふく。

「あ、念のため言っておくけど、１００％男だから、僕。ほら」

　ぐいっとズボンをあげ、股こ間かんの膨らみを強調させる。

　確かにその膨らみは男の物だが、ってだから気持ち悪いだろ！

「同性愛、いいよ？」

「うるせえ、殺すぞクソ天使！」

「人生は楽しんだもの勝ちなんだけどなあ」

「……最悪だ」

　只ただでさえこんな状況なのに、男にキスまでされてしまうなんて。

　オレの人生、いよいよ末期だ。

「ファーストキス？　もしかして」

「……違う」

　そこは否定する。

「好きな人としたんだ？」

「いや、それは───」

　オレがしたキスの相手は、ティーリと荒あら崎さき。

　どちらも命を救うために取った措置で、恋愛のそれとは違う。

「あー思い出してる？　むっつりスケベ？」

　こいつ、一発ぶん殴って大人しくさせるべきか？

　そう考えたものの、何な故ぜか本気で殴りかかる気にはなれなかった。

　それは、単純に勝てない気がしたからだ。

　体つきは華きや奢しやで、筋肉質でもない。

　だが、とてつもないパワーを持っていると、感じた。

　それはオレの不良としての勘ってよりは、天使の力を持つが故の直感。

　こいつには敵かなわないと思わせる何かがあった。

「……なあ」

「ん？」

「エリーゼ、って天使知ってるか？」

「エリーゼ？　うん、知ってるよ。それがどうかした？」

「身勝手な話なんだが、ひとつだけ言こと伝づてを頼まれてくれないか？」

　見ず知らずの天使に頼むことじゃないが、この機を逃せば、きっと一生そんなチャンスは訪れないだろう。

「気乗りしないなぁ。彼女は僕の管轄じゃないし。一応、その内容聞いておこうか？」

「青臭い話なんだが……好きだった、と」

「……ぷっ！」

　それを聞いて、ラファエルは盛大に噴いた。

「ぷはははは！　なにそれ！　天使に告白!?　めっちゃ面白いね！」

「全然笑うところじゃねえんだよ」

　ラファエルの頰ほおを摑つかみ、思い切り捻ねじる。

「ぷはははは！　いたひいたひ！　ぷははははは！」

　痛がってるくせに、一向に笑うことをやめようとしない。

　耳元で笑われるとものすごく煩うるさい……。

「人間が天使に恋するなんて、ほんと君は珍しいもののオンパレードだなぁ」

「ほっとけ」

「まぁ、彼女可愛かわいいしね。うん、それは認めてもいいよ」

　エリーゼが可愛いのは知ってるが、改めて人に判断されると少し複雑だ。

「人間が天使に告白する、うん。前代未聞の行為だね、凄すごく興味があるな。出来れば直接この目で結末を見たいと思うよ。だけどアレだね。その頼みは聞けないかな」

「断られるとは思ってたから、いいさ」

　こんな状態のオレが告白したところで、何の解決にもなりはしない。

　むしろ余計な負担を強いるだけだろうしな。

「じゃあもうおまえに用はない。さっさと出て行けよ」

「うわ、冷たいな。僕と聡そう一いち郎ろうの仲じゃないか」

　それはどんな仲だ。出会ったばかりの天使に、好感なんて抱きようがないぞ。

「別に言こと伝づてを頼まれたのが嫌なんじゃないよ？　僕が言いたいのは、そういう告白は自分でしなきゃ意味が───」

「大人しくしていただろうな？」

　ラファエルと会話を続けていると、やっとルシオンが戻って来た。

「暴れようもないからな、大人しくしてたさ。それに退屈しのぎの相手が居たから、それほど苦痛でもなかったしな」

「相手？　さすがの聡一郎も、随分と疲れているようだな」

　憐あわれむような目でオレを見ている。

「そりゃこんなところに閉じ込められてたら疲弊もする。外に出してくれ」

「それは無理な相談だ」

「じゃあせめて、こいつを引き取ってくれ。耳元で騒がれたらうるさくて仕方ない」

「引き取る？　桃もも恵えをか？　残念だが私は一人の女性に縛られる男ではないぞ」

　誰だれがいつ、どこで荒あら崎さきの名前を出したってんだよ。

「この優やさ男おとこだよ」

　隣の男を指さそうとすると、いつの間にか姿が見えなくなっていた。

「ウソだろ……」

　気配を感じさせずあらわれたかと思ったら、今度はいつの間にか居なくなってやがった。

「そのような状態が続けば、幻覚の一つでも見えてくるだろうが……気をしっかり持て」

　あんなリアルな存在が幻覚だったなんてこと、ありうるのか？

　だが、もはや確かめる術すべはない。

「ミカエルはオレを解放する意思はないのか」

「そのことだが───やはりティーリを浄化する以外に、道はなさそうだ」

「またそれか」

「ティーリの浄化に納得し、記憶を消すことを素直に受け入れれば、人間界に戻しても良いと考えておられる。おまえも、それで折れるべきじゃないのか」

「無理だな」

　恐らくルシオンも、折れないと分かった上で聞いてきたんだろう。

　それ以降、続けて質問をしてくることはなかった。

「ならば覚悟しておけ。明日、人間界に天使が派遣される」

「……もう、そんなに時間が経たったのか」

「貴様の答えは変わらないだろうが、後でもう一度様子を見に来る。その時に最後の結論を聞かせて貰もらおう」

　オレに考える時間を与えるためなのか、ルシオンは静かに立ち去った。

「明日ティーリが死ぬ……？」

　少しずつ、焦りと不安がこみ上げて来た。

　どうすることも出来ない状態に、苛いら立だちも湧わき始める。

「くそ……」





　７






　気が付くと、オレは考え込んでいるうちに意識を失っていた。

　どれくらいの時間が経たったのだろうか。

　まだルシオンの姿が見えない辺り、猶予はあるんだろうが。

「天使たちの行動が、慌ただしくなってきてるみたいだよ。聡そう一いち郎ろう」

　ラファエルが、ちゃんとした入口から入って来た。

「ティーリの浄化に、向かう準備をしてるってことか」

「そうみたいだね。あと１、２時間ってところかな」

「どうにもならないのか……？」

「少なくとも、今のままじゃ無理だろうね。って、そうそう、聡一郎にサプライズがあるんだ」

「サプライズ……？」

「その檻おりから、出してあげてもいいよ」

　ラファエルは軽い感じで、そう言った。

「そんなこと、おまえに出来るのかよ……」

「うん。出来るよ。それを壊すくらい簡単だし。出たい？」

「そりゃ、出たいに決まってるだろ」

　ここで出たくないのは、悟りを開いたマゾくらいなもんだ。

「じゃあ出してあげる」

　ラファエルは右手を広げ、オレに向かって手のひらを突き出す。

「ちちんぷいぷい、ぷぷいのぷい！」

　適当臭い呪じゆ文もんを唱えると、眩まばゆい光と共に一陣の風が身体からだを突き抜けた。と同時に頑丈に突き刺さっていた杭くいが砕け散り、砂すな埃ぼこりのように目の前で消えていく。

「うおっ!?」

　急きょ足場を失ったオレは、数メートル下の床に背中から叩たたきつけられた。

「受け身くらいとろうよ」

「んな、無茶言うな！」

　対応は荒いものの、本当に檻を破壊しやがった。

　ひょっとして、凄すごい天使なのか？　こいつは。

　しかし問題は、檻から出て解決したわけじゃない。

「人間界に居る悪魔が心配なのは分かるけど、その前に見せてよね」

「見せる、って何を……」

「もちろん告白だよ、こ・く・は・く」

「……は？」

「天使に想おもいを伝えるんでしょ？」

　いや、そんなことを急にフラれてもだな。

　まして、目の前に居るのは男の天使で、オレが好きな相手では断じてない。

「じゃあ、楽しみにしてるから！」

　しゅたっと手を上げると、建物の入口、そのドアがゆっくりと開いた。

　オレが来訪者の気配に視線を奪われた一瞬で、ラファエルは姿を消していた。

「何なんだよあいつ……」

　ゆっくりと扉が開き、眩まぶしい光が目に飛び込んでくる。

　そして次の瞬間、オレは信じがたいものを目にしていた。

　光に照らされ輝く金髪の長い髪に、大きな瞳ひとみ。優しげな表情。

　会いたいと願って止やまなかった存在が、姿を現した。

　そしてその人物もまた、オレが居ることに気が付き、目を皿のように大きく開いた。

　気が付くと身体からだが勝手に動いていた。止めることは出来なかった。

　小さな唇から、言葉が発せられる前に、オレはエリーゼを強く抱きしめてしまっていた。

　自分の意志とは関係なく、エリーゼを求めていた。

　両手、腕、そして胸から伝わって来る、エリーゼの温ぬくもりと香り。

　すぐに捕まえなければ、どこかに消えてしまうと思った。

　だから強く強く、痛がるほどに強く抱きしめた。

「そ、聡そう一いち郎ろう、さん!?　ど、どうして、ここに!?」

　どんな経緯でエリーゼがこの建物を訪れたのかは分からないが、そんなことはどうでもよかった。

　これが夢でも構わない。ちゃんと、エリーゼの顔を思い出すことが出来たのだから。

「会いたかった……」

　この数か月、片時もエリーゼのことを忘れたことはなかった。

　何をしていても、エリーゼのことが脳裏に浮かんで仕方がなかった。

　一緒に過ごした時間なんて、人生からしたら１％にも満たないはずなのに。

　どうしてこんなにも大きな存在になっていたのだろうか。

「わ……私も、会いたかったです……」

　強く抱きしめているため、そう話すエリーゼの顔を見ることは出来ない。

　でも、けして再会を嫌がっている、と言う風には聞こえなかった。

「…………」

　ちょっとずつ冷静になってくると、今自分がとんでもないことをしているんだと理解し始めた。だからこそ、この状態を解くことが出来なくなった。

　ここで手を離せば、多分まともにエリーゼと会話出来る自信が無い。

「どうして……聡そう一いち郎ろうさんが天国に……？」

「それは───それよりも、どうしてエリーゼがここに……？」

「ラファエル様に呼び出されたのですが……話がある、と」

　ラファエル、様……？

「あいつは、ラファエルは何者なんだ」

　エリーゼの口ぶりからすると、思っていたよりも身分の高い天使なのか。

「ラファエル様をご存知なのですか？　ミカエル様と同じ、大天使、ですよ？」

「だ、大天使!?　あのふざけた奴やつが!?」

「わ、私にはふざけているかどうかは分かりませんが……。それよりも、その、あの、非常に恥ずかしいのですが……」

　ずっと抱きしめたままな状態に耐えられなくなったのか、エリーゼが小さく漏らす。

「っと、悪い！」

　オレも急激に冷静になると、慌ててエリーゼを離した。

「……随分、疲れた顔をしていらっしゃいます」

「ちょっとな。トラブルに巻き込まれた」

「トラブル、ですか？　それが天国にいらっしゃる理由なのですか？」

「ああ。オレは、急いで人間界に戻らなきゃいけない。ティーリが危ないんだよ」

　ミカエルから聞かされた話、幽閉された話。

　そしてこれからティーリが浄化されようとしていることを手短に伝えた。

「そんな───。全然、知りませんでした……」

　恐らくわざとエリーゼには教えないようにしたんだろう。

　余計な心配や危機感を抱かせないために。

「ゲートまで案内してくれないか？」

「ですが、そのような状態にあるのなら、ゲートには恐らく他ほかの天使が居ると思われます」

「強行突破するさ。中に入ってしまえばこっちのもんだからな」

　極力エリーゼの迷惑になることはしたくないが、今は一刻を争う。

　エリーゼを連れて建物を出ようとしたところで、またも目の前にラファエルが現れた。

「こら！　約束が違うじゃないか！」

「ら、ラファエル様!?」

　エリーゼは大天使の登場に、慌てて跪ひざまずく。

「何だよ約束って」

「ちゃんと告白するって言うから、連れて来てあげたのに」

　そんな約束をした覚えはない。

「オレはティーリを守る。そのためにはここでゆっくりしてられないんだよ」

「無駄だよ。聡そう一いち郎ろうには突破なんてできやしない。悪魔の力でも使わない限りね」

「だったら、ここで大人しく指を咥くわえて待ってろってのか？」

「誰だれもそんなことは言ってないだろー」

　コホン、と一度咳せき払ばらいすると、ラファエルは初めて真面目まじめそうな顔を見せた。

「僕に賭かけてみるかい？　悪魔を救うためのプランがあるんだけど」

「ラファエル……」

　藁わらにもすがりたいオレは、迷うことなくラファエルの手を取り、両手で包み込んだ。

「あんたのおふざけでも何でもいい。助けてくれ」

「りょーかい。じゃ、行くとしますかっ」





○新しい日常へ







　プランがあると言うラファエルに導かれてやって来たのは、ミカエルの居る総本山だった。仕える天使たちの一部は、オレとラファエルの登場に慌てふためいた様子を見せる。

　その場でミカエルに謁えつ見けんしていたと思われるルシオンも、信じられないものを見るような目で、オレたちを見つめていた。

　ただ一人、例外を除いて。

「随分と珍しい客人ですね、何な故ぜあなたがここに居るのでしょう？」

　玉座に着くミカエルは、いつものように落ち着いた物腰で、ラファエルに向けて話しかけた。ラファエルはラファエルで、ひょうひょうとした態度で、笑みを浮かべる。

「いやぁ、ミカエルも水臭いなと思ってさ。こんな面白い子が居るなら、僕にも教えて欲しかったよ」

「日本はあなたの担当する地域ではないのですから、当然ではありませんか？　土足で人のエリアに口を出すのは、あなたの悪い癖ですよ」

「分かってるじゃない。うん、僕って悪い癖が抜けなくってさ」

　やや怒られているようだが、ラファエルは反省した様子を見せない。

「聡そう一いち郎ろうを幽閉してるって話を聞いてさ、興味が出て会ってみたんだよ。そしたら中々面白い人間でさあ。気に入っちゃった」

「それで、勝手に連れ出したと言うわけですね」

　てへ、とラファエルは舌を覗のぞかせ、自分の頭を叩たたいた。

「それでさ、何か話を聞いてみると、聡一郎が大切にしてる悪魔を浄化するって話になってるみたいじゃない。それって正しい判断なのかなあ？」

「あなたには関係のない話です」

「関係なくはないんじゃない？　ひいては天国の未来にも影響を及ぼすかも知れないし」

　こうしてミカエルと対等に話しているところを見て、初めてラファエルが大天使と言った話を信じられる気がした。

「聡一郎を魔将にしないため、そして人間界で新たな悪魔を誕生させないため、私は憎まれ役を買って出るつもりです。小悪魔を浄化しなければ、他ほかの人間に危害が及ぶ。他に方法はありません。それは聡一郎も、分かっていることですよね？」

「それは……」

　確かに、ティーリが悪魔である以上、人間への影響を完かん璧ぺきには断てない。

　極力影響が出ないように配慮するのが精いっぱいだろう。

「それが君の本心なら、僕も理解してあげるところなんだけど」

　ぽりぽりとわざとらしく頭をかくラファエル。

「やめようよ。僕の前で体裁を繕ったって仕方ないんだからさ。ミカエルはさ、聡一郎を殺したいわけでも、一生天国で幽閉したいわけでもない。別の狙ねらいがあるんだよね？」

「別の狙い……？」

「そうだよ。だって、大天使の力を秘めた人間なんて滅多に現れるものじゃないのに、それを殺そうとするなんて、そんな勿もつ体たいないことするわけないじゃないか。小悪魔の処理なんて、それを隠すためのカモフラージュ。実際はどうでもいいと思ってるはずさ」

　突き抜けたラファエルの考えを聞いても、ミカエルは微動だにしない。

　核心を突かれているとも、全くの見当違いとも取れる難しい表情だ。

「人間界には悪魔がいっぱいいる。そのうちの１粒を処理するのに、こんな大がかりなことをするってことは、何か裏にヤマシイ考えがあるってことでもあるのさ」

「何だよ、その考えってのは……」

「わざわざ君を天国へと誘い出し、捕えてでも遂行したいと思ったこと。それは即すなわち、時間を掛けて聡一郎を大天使として覚かく醒せいさせる。それがミカエルの考えだよ」

　今まで、一度たりとも考えなかったことだった。

　ずっと魔将としての可能性を危き惧ぐされ、天使からは邪魔な存在としてしか見られていないと思っていた。

「ユニークな発想ですね、ラファエル」

「でしょ？　でも、図星だよね。あなたはそういう人だ」

　無表情、そして笑顔の二人だが、その場にはぶつかり合う大きな二つの気配があった。

「数百年の付き合いになると、互いの手が読めすぎて面白くないよねぇ」

「私は一度も、あなたの発言を肯定した覚えはありませんが」

　ルシオンもエリーゼも、話の内容には関心があるのだろうが、顔を伏せたまま上げることが出来ないでいた。

「私があなたの発言を、よしんば認めたとしましょう。それはいけないことなのでしょうか？　大天使として覚かく醒せいすれば、それは天国の繁栄へと繫つながります。そして、それは人間界の平穏へと繫がっていくでしょう」

「うーん、そこなんだよね。僕との決定的な考えの違いって。結果だけを見れば、確かに世のため人のためになるのかも知れないけどさ、聡そう一いち郎ろうが大天使となるのか、それとも魔将となるのか。それを決めるのは僕でもなければミカエル、君でもない。聡一郎自身なんだよ」

「そのような綺き麗れいごと、悪魔には通用しませんよ？　いずれ地獄から送り込まれた悪魔が聡一郎を魔将へと変え、人間界の存続を危うくする存在になるでしょう。それを未然に防ぐためにも、彼を大天使へと覚醒させるべきではないのですか？」

「確かに。悪魔の中にはそう考える者も現れるだろうね。だからこそ、僕ら天使がそれを防ぐ。それこそ、天使として生まれた僕たちの使命だよ」

「彼がその生涯を終えるまで、何年、何十年と防ぎ続けると？　実に愚かな話です。一体誰だれが、それだけの歳月彼を守り続けると言うのですか。他ほかにもなすべきことは山のようにある。時間は限られているのです」

「ま、人手が足りないってのは認めるけど。それでも天使には、人間の運命を勝手に決める権利はないよ。どう生き、どう死ぬか。それは人間に与えられた唯一にして絶対なる権利なのだから」

「埒らちがあきませんね。あなたとの議論は嫌いではありませんが、意味はありません。そもそも聡一郎を守る手立てがないのですから、話は成り立ちません」

「ミカエル様……！」

　跪ひざまずいたエリーゼは、微かすかに身体からだを震わせながら顔を上げた。

「どうか、どうか私に、その大役を仰せつかることは出来ないでしょうか！　私が人間界に赴き……聡そう一いち郎ろうさんの人としての生涯を終えるまで、お守りさせていただきます！」

　ミカエルに意見する、と言うことの難しさは、その表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　今にも泣き出しそうな、逃げ出しそうな様子で、エリーゼは言葉を吐き出す。

「あなたが他人を思いやる気持ちを持った天使であることは、よく知っています。しかし、この件はあなた一人で、解決出来る問題ではありません。悪魔と直接戦う力を持たないあなたに、彼を守り通すことは出来ませんよ」

　エリーゼはそのことに反論できず、唇を強く嚙かみしめた。

「天使にも出来ることと出来ないことがあります。どうかわかってくださいエリーゼ」

　ミカエルは立ち上がると、傍そばに仕えるスカナーに命を送る。

「これより浄化のため、中位天使を人間界へと派遣します。数は３名。速やかに遂行し帰還をしてください」

　静まり返る場。

「お待ちください！」

　そこに一石を投じたのは、エリーゼの兄、ルシオンだった。












「確かにエリーゼ一人では、聡一郎を守り通すことは不可能でしょう。いずれ悪魔に隙すきを突かれ、大惨事を招きかねない。しかしながら、私とリズがお供するなら、聡そう一いち郎ろうを守り通すことも可能になるのではないでしょうか」

　ラファエルは手をパンと合わせ、笑った。

「うん。それは実にいい案なんじゃないかな。ほら、これで成立だよミカエル」

「……どういうつもりですか、ルシオン。私に逆らうつもりですか？」

　ここに来て、初めてミカエルが無表情を崩した。

　親に逆らう子を見るような、信じがたい、そんな様子だった。

「元々私は人間界、特に日本には精通しておりますし、悪魔を浄化する経験も十分積んでおります。リズにおいては未熟な部分も残っておりますが、私が鍛え上げることを約束します。そうすれば、私が天国を行き来する時間も作れますし、より盤石な体制を整えることも可能になるでしょう」

「一人の人間に、三人の天使を遣わせ永住させるなど、論外です」

「それこそ論外だよミカエル。彼は大天使、魔将の可能性を持った人間だよ？　僕ら天使がどれだけ労力を割いたって惜しくない存在さ。天使冥みよう利りに尽きるじゃないか」

　まるでルシオンとラファエルは、申し合わせたように息を合わせてミカエルに進言を続ける。

「リズが人間界に定住することを、望むとお思いですか。あの子は人間を強く憎んでいる一面があります。とても成立するとはいいがたいですね」

「エリーゼがお供するとなれば、リズは必ずついてくるでしょう。それにあの子も、いずれ理解する日が来ると信じています。ミカエル様が、リズを人間界へと使いにやったように」

　ルシオンは、ミカエルの発言を先回りしたかのように、逃げ道を塞ふさいだ。

　立ち尽くしていたミカエルは、ゆっくりと腰を下ろす。

「スカナー、先ほどの命は取り消します」

「よ、よろしいのですか。このような無法を認めて！」

「無法も法。ここで争うのは得策ではありません」

「しかし───」

　食い下がるスカナーだが、ミカエルは一いち瞥べつもくれずラファエルを見据え続けていた。

「どうやら、私は部下に恵まれていないようですね」

「そうかな？　僕には羨うらやましいくらいの部下だと思うんだけどね」

「今回の件は、大きな貸しにしておきます。いずれ返していただきますよ」

　ミカエルはそういうと、エリーゼとルシオンを見下ろした。

「中位天使ルシオン、下位天使エリーゼに命じます。人間界に赴き、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうを悪魔の手から守り通すのです。彼が、人としての生涯を終えるまで」





○それから







　天国での騒動は夢のごとく過ぎ去り、気が付くと世間では年越しを迎えることになった。

　オレは暖かいものに包まれる感覚を覚えながら、ゆっくりと目を覚ます。

「おはようございます、聡一郎さん……」

「ああ、おはよう……」

　息がかかるほどの距離には、優しく微笑ほほえむエリーゼの姿が。

　その姿を見るたび、オレはホッと胸をなでおろすような感覚に囚とらわれる。

「どうされたのですか？」

　そんなオレの様子に、不思議そうな顔を見せるエリーゼ。

　こんなに近くに居るのに、目が覚めると居なくなってるんじゃないかと不安になる。

「大丈夫です。私はもう、どこにも行きません」

「……良かったのか。人間界に留まることを選択して。オレなんかに、そんな価値全然ないぞ？」

「そんなこと、ご自分で仰おつしやらないで下さい。それに、私ちょっと怒りますよ？」












　むすっとした顔で、オレの頰ほおを指先で摘つまむと、痛くない程度につねった。

「こんなにも幸せに満たされた日に、そんな悲しいことを言われるのは嫌です。もし逆の立場だったら、きっと聡そう一いち郎ろうさんは怒ったはずです」

「……そうだな。ごめん」

　素直に謝ると、エリーゼは笑って許してくれた。

「ちょっと！　いつまでイチャついてんのよ！」

　バン、と思い切り扉が開くと、鬼の形相をしたティーリが乗り込んできた。

「な、何だよいきなり!?」

　まだ時刻は朝の７時過ぎ、いつものティーリなら熟睡しているはずだ。

「こんなもんと一緒にさせられたら、満足に眠れないっての！」

「ちょっと、髪の毛引っ張らないで！」

　ドタバタと部屋の入口で揉もめているティーリとリズ。

　強引に一緒の部屋で眠らせたが、どうやらそれが仇あだとなったらしい。

　エリーゼは慌てて布団の中に潜り込んで姿を隠した。

「昨日は様子がおかしいと思ってましたが、そういうことだったんですか……」

　リズは恐ろしいほど軽けい蔑べつした眼まな差ざしでオレを見下す。

　この状況を打開すべく、オレは必死に知恵を振り絞り、言葉をひねり出した。

「だ、大丈夫だ。エリーゼはちゃんと天使のままだ」

「そういう問題じゃない……許さない」

　詰め寄って来たリズは、容赦なくその手を大きく振り上げた。
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「ったく……いてぇな」

　リズの奴やつ、日に日にティーリの影響を受けているのか、暴力的になってきてるぞ。

「大丈夫ですか……？　ごめんなさい、あとでリズを叱しかっておきますので」

「いいさ。リズがおまえを大切にしてるのは、十分理解してる。あいつが心配するのは当然だ。それに、天国から戻って、少しずつリズとの距離が詰まって来てる気がするんだよ」

「そう、なのですか？」

「多分リズも、この人間界で戦っていく覚悟を決めたからじゃねえかな。だから、必死に仲良くしようと努力してる。そんな風にオレは感じてる」

　もちろん直接リズに聞いたわけじゃないから、見当違いの可能性だってある。

「リズはそんな容易たやすい玉ではないぞ。今も聡そう一いち郎ろうを殺すと息巻いているくらいだからな」

　それが事実なら、物騒なことこの上ないな。

　食卓についていたルシオンは、優雅にコーヒーをすすっていた。

「また勝手に入って来たのか」

「良いではないか。こうして合あい鍵かぎを使って玄関から入っているのだ、問題あるまい」

　ちゃらちゃらと鍵を見せる。

「本当によろしいのですかお兄様。一緒に住まわれた方が何かと楽かと思いますが」

「私はおまえたちと違って、天国との行き来を行うことが多いからな。それに、この家ではキャパシティ的にも限界だろう。聡一郎と眠るのは、是が非でも避けたいところだ」

　そりゃ、オレだってルシオンと布団を共にするのは絶対に嫌だ。

「いつもはどこで寝泊まりをしているんですか？」

「色々とな」

　少し濁した形に、オレは先日見た出来事を教えてやることにした。

「クリスマスの日、おまえ神社の巫み女こと一緒に街を歩いてただろ」

「……い、一体何の話だ？」

　動揺した。

「巫み女こさん、と言うのはもしかしてソラカさんのことですか？」

「名前は知らないけど、多分それだ」

「もしかしてお兄様、ソラカさんに手を出しているんですか？」

　リズはオレに向けたような軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

「ば、馬ば鹿か者。私をそのような目で見るなっ。あれは、諸事情だ」

「クリスマスの日に二人でデートしておいて、諸事情か」

　もしかして、ルシオンがオレやエリーゼの後押しをしたのは、彼女のことがあったからじゃないだろうな？

「私のことよりも、今一番大事なのはエリーゼの方ではないか」

「わ、私ですか!?」

　肩が大きく跳ね、エリーゼはルシオンのように動揺を見せる。

「……少し手を出すのだ」

「い、いやです」

　警戒しているのか、スッと身を引くエリーゼ。

「ふざけているわけではない。大事なことなのだ」

「わ……分かりました」

　兄の命令を受け、エリーゼはそっと両手を差し出す。

　ルシオンはその手を握ると、目を閉じて小さく何かを呟つぶやき始めた。

　しかしそれも数秒のこと。すぐに手を離す。

「うむ。悪魔の影響は全くなさそうだ」

「……はい」

　どうやら、ルシオンには昨日のことは、全すべて筒抜けらしい。

　元々天使や悪魔の状態を目視で見抜ける様子だから、特別驚くことじゃない。

「聡そう一いち郎ろう。最近は喧けん嘩かをしてないそうだな」

「どこ情報だよ、それ」

　そんな話、家の連中には話した覚えはない。

「前にも言ったが、私たちは常に監視の目を光らせているからな。貴様がいつ悪の道に踏み外すとも分からぬ以上、チェックは怠らぬ」

「売られた喧嘩を全部買わなくなっただけだ。キリがないからな」

　自分なりに、悪魔にならないための方法を模索している。

　極力喧嘩をしない、暴言を吐かない、そんなことくらいしか出来ないが。

「くれぐれも気を付けることだ。悪魔の影は日常に潜んでいる」

「分かってる」

「ったく、どうしてこう、あんたたちは悪魔を崇拝しないわけ？　もっとこう、崇あがめるような存在であってもいいと思わない？」

　ただ一人、悪魔のティーリは不服そうに頰ほおを膨らませた。

　ルシオンはそんな様子を見て、ティーリに意外な言葉を向けた。

「おまえはもう人間だ。悪魔のことなど関係ない。それともまだ悪魔と言う種族に拘こだわり続け、天使を敵とみなし続けるのか？」

「それは、まぁ……あたしは、人間のつもりだけど……」

「つもり、では困る。おまえには正真正銘の人間になってもらわなければな。鮫さめ島じま家の家族としてあり続けるのだろう？」

「うん……」

　諭すようなルシオンに、ティーリは素直に頷うなずいて見せた。

「では私はそろそろ行くとするか」

「今日はどこにデートなんだ？」

「そうだな、遊園地にでも───違う、断じてデートなどではない！」

　何な故ぜかそこだけは頑かたくなに認めず、ルシオンは大おお股またで家を後にした。

「さて、オレもそろそろ学校だ」

「真まっ直すぐ帰って来られますか？」

「あーどうかな……藤ふじ宮みやのヤツが絡からんで来なきゃ、すぐだ」

「じゃあきっと遅いわね。どうせ引っ張りまわされるわよ」

「そうなんだよな……あいつ、しつけえから」

　最近は飯時だけじゃなくて、ゲーセンやらファミレスやら、よく一緒になる。

「もうすっかりお友達ですね」

「友達じゃねえよ。ただ絡まれてるだけだ」

「素直じゃありませんね」

「そーいちろーって、ほら、友達が居ない期間が長すぎたでしょ。その後遺症よ。病名はズバリ、友達なんだけど素直に友達と認められない病、ね」

　オレはけっしてそんな後遺症に悩まされていない。

　な、悩まされてないぞ？

「いってらっしゃいませ、聡そう一いち郎ろうさん」

「帰りにお菓子買ってくるの忘れないでよね！」

　二人の少女は、同じ笑顔でオレを送り出してくれる。

　もう、二度と得ることが出来ないと思っていた、大切な存在。

　この日常が、一日でも長く続くことを祈ろう。

「行ってきます」

　不器用ながらも、オレは自然な笑みを向け、二人の家族に言葉を送った。












あとがき




　ご無沙汰しております、衣きぬ笠がさ彰しょう梧ごです。

　長いようで短い、短いようで長い最終巻の発刊となりました。

　気が付けば自分も歳を重ね、ますます身体の弱体化に磨きがかかっております。

　初めて文章の世界に飛び込んだ時は、ピチピチの十代だったのですが、今はもう見る影もなく、生気のない社会人と化してしまいました。

　最終巻となる『小悪魔ティーリと救世主!?』ですが、実は最後の最後まで、主人公の隣に立っているのはどっちなのか、という部分で悩んでいました。

　おまえたちがオレの翼だ！　という完全イーブンな展開も想像したんですが、そういうのはちょっと違うな、と思っていたので、一つの結論が出たことは良かったと思っています。

　とはいえ、選ばれなかった方が不幸になったり、浮かばれない展開と言うのも、何だか物語として嬉しくないことですし。

　あとがきから読んでいる読者もいるかと思いますので、詳しくは書きませんが。

　いつもはゲームのシナリオを書かせていただいていますが、ライトノベルの世界を経験させていただき感じたことは、楽しい＝難しい＝もどかしい、がイコールで繫がっていると、強く感じたことです。

　ゲームでは幾つかの選択肢によって、これを選んでいたら、というＩＦの世界を幾つか用意して、読み手が納得の行く答えを選択することが出来ます。

　ですがそれがライトノベルにおいては不可能で、必ず１つの答えを選ばなければなりません。それが楽しくもあり、難しくもあり、そしてもどかしいものである。

　それを強く実感しました。あぁ、もっと別のエンディングも書きたい……と。

　そんなことを考え出すと、あんなキャラを出したかった、とか。こんな風な展開にすればよかった、とか。遡って変更したり付け加えたくなってしまいますが。

　歳は取ってしまいましたが、考える、という部分においては衰えるどころか、年々増してきていて、まだまだやりたいことが控えている状態です。

　どうぞ、これからも暖かい目で見守ってくださいますと幸いです。
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